









































痛いのは嫌なので防御力に極振りしたいと思います。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　防御特化とその前に。









「うーん……ゲームなんて殆ほとんどやったことないんだけどなぁ」

　友人である白しろ峯みね理り沙さに押し付けられたゲームのパッケージを見て、本ほん条じよう楓かえでは溜ため息いきを吐く。

「理沙はいっつも私を振り回して……」

　剣や杖つえを持った男女が数人描かれたパッケージには『NewWorld Online』と色鮮やかな文字で書かれているのが見て取れる。

　ここ最近急激に売り上げを伸ばすＶＲＭＭＯというジャンルのゲームで、楓はこれを動かすハードは持っている。もっとも、ほとんど使われていないそれは、薄く埃ほこりを被ってしまっているが。

　そのハードも理沙に誘われて流されて買ってしまったものだった。

「はぁ……何か断れないんだよね……」

　楓の手にはメモ。これは理沙から渡されたもので、このゲームを始めるためにやることが書かれてあった。

「あのキラキラした目を見ると……無理だなんて言えないよ……」

　理沙は楓が始めることを信じて疑っていないのだ。始めないのは可哀想に思えて楓にはどうにも出来なかった。

「仕方ない……！　設定、やりますか」

　楓は埃を払い落とすとハードの電源を入れる。

　別にゲームが大嫌いという訳では無いのだ。

　少し付き合ってあげるくらい、いいだろう。

　そう思って、楓は初期設定を開始した。





◆□◆□◆□◆□◆






　楓は『NewWorld Online』の初期設定を、メモを片手に終えていく。メモのお陰で設定はスイスイと進んでいく。




「ふーっ……これでいいかな」

　そしていよいよ電脳世界へとダイブすることになる。楓にとって久しぶりの感覚。目を閉じて、次に目を開いた時には、そこは既にゲームの世界。と言っても、まだ少し必要な設定が残っているためいきなり町の中へという訳にもいかない。

「まずは……名前かあ。うーん、カエデっていうのも本名そのままでアレだし……どうしようかな……」

　楓はしばらく悩んだ末にメイプルと名前を入れて決定ボタンを押す。空中に浮かぶパネルが映し出す内容を変える。そこには初期装備を決める必要があると表示されていた。

「大剣に……片手剣。メイスに杖に……うーん……動き回るのあんまり得意じゃないからなあ……それに、攻撃とか受けたくないし……じゃあやっぱり杖で魔法使いかなあ」

　そうやっていくつかある装備を見ていた楓だったが、そこにピンとくる装備が現れる。

「大盾と短刀？　攻撃力は低いけど……防御力はナンバーワンか……えっ！　防御力を上げればダメージって無くなるの？」

　説明文を読んだ楓はこれに決めたと大盾と短刀を初期装備に選んだ。

　ちなみに、防御力を上げて攻撃が無効化出来るのはほんの序盤だけで、それなら火力を上げた方がいいと、ゲーム内では評価が下されており、つまるところどちらかというと不人気装備にあたるものである。

　そもそも、わざわざゲーム内で攻撃を受けることを前提とした装備を使いたがる人が少ないのだ。さらに、大盾は無理でも、盾なら片手剣や、メイスでも装備することが出来る。

　取り回しの良さからそれらを選ぶ人の方が圧倒的に多いのだ。




「次はステータスポイントか……これは防御力に全部っと」

　俗に言う極振りである。これをすると大盾ならただでさえ低い攻撃力がさらに悲しいことになる上、素早さの数値にも振っていないため、補正がかからず現実の速度と同じになってしまう。

　はたして突進してくる動物相手に勝てる人間が現実世界にどれだけいるのだろうか。

「あー……身長は弄いじれないのかあ。もっと背を高くしたかったのに……」

　楓の身長は一四五センチあるかないかといったところである。細身で、可愛らしいその容姿と体たい軀くから学校では密かに人気があるのだが、そんなことは楓の知る由もないことである。身長はコンプレックスでもあるが、現実の体と身長、体重を変えると上手くプレイ出来ないらしく、楓は仕方ないと諦あきらめた。




「じゃあ、これでオッケーかな。よし！」

　楓の体が光に包まれる。

　次に目を開けた時、そこは活気あふれる城下町の広場だった。











一章　防御特化と初戦闘。









　楓がメイプルとなってこのゲーム内で初めて見た町並み。広場には噴水があり、ベンチもいくつか設置されている。広場は大通りにつながっており、レンガ造りの建物が両側に並ぶ石畳の道を、多くのプレイヤーが歩いていた。澄み切った青空からの光は噴水の水をキラキラと光らせている。

「ここは……えっと。ステータス！」

　ヴォンと言う音と共にメイプルの前に半透明の青いパネルが浮かび上がる。






メイプル




Ｌｖ１　ＨＰ　40／40　ＭＰ　12／12




【ＳＴＲ　０〈＋９〉】【ＶⅠＴ　１００〈＋28〉】

【ＡＧⅠ　０】　　　　【ＤＥＸ　０】

【ⅠＮＴ　０】










装備




頭　　【空欄】　　　　　体　【空欄】

右手　【初心者の短刀】　左手【初心者の大盾】

足　　【空欄】　　　　　靴　【空欄】

装飾品【空欄】

　　　【空欄】

　　　【空欄】










スキル




なし








「うーん……？　ＶⅠＴは防御力だよね？　確か。あれ……これやっちゃった？」

　あまりゲームをやらないメイプルでもステータスに０が並んでいるのはよくないことだろうと推測出来た。

　今までの人生を振り返ってみても０が良かったことの方が圧倒的に少ない。

　メイプルがステータスを一つずつ確認して気付いたことは、攻撃力は武器に支えられて辛うじてゼロでないものの、賢さはなく、俊敏さもなく、器用さもないということである。

「あはは……やっちゃった？　どうしよう……理沙もいないし」

　うんうん唸うなって数分間考えてみて出た案は、取り敢えず魔物と一回戦ってみるというものだった。それでどうしても駄目そうなら仕方ない。その時は作り直そうとメイプルは考えたのである。

「よし、町から出てみよう……！」




　メイプルは町の外へ向かって歩いていて思ったことが一つあった。

「周り歩く人……速いなあ」

　止まっている時には分からなかった【ＡＧⅠ　０】の影響が身近な所に現れていた。

　しかし、そんなことにはめげずに町の外へとてくてく向かう。

　目指すは初討伐だ。




　町の外にも、町の中程では無いが人がいた。ここで戦えば誰か一人くらいは、メイプルがしていることを見ていることだろう。

「かっこ悪いとこ見られたくないしなぁ……もうちょっと遠くに行こうっと」

　メイプルはそのまま同じようにてくてくと歩いて、人のいなそうな森までやって来た。

「よし、ここなら良いかな……モンスターさんどこからでもかかってきていいよ！」

　そんなメイプルの声に反応したのかは分からないが、尖とがった角を持った白兎が草むらから飛び出してきた。白兎はかなりのスピードで体当たりをしてくる。行動能力に補正のかかっていないメイプルが、兎の突進を躱かわせるかというと答えは否である。

「ちょっ!?　わっ、ごめんなさい！」

　何に対し謝っているのかもよく分からないまま、メイプルは慌てて構えていた大盾を変にずらしてしまい、尖った角を使った突進攻撃をお腹で受けることになった。

「痛っ！　……く、ない？」

　兎はクリティカルヒットした筈はずの攻撃が、ダメージを与えていないのを見て戸惑っていたのか、少し距離をとった。

「おおおおっ！　凄すごい！　痛くない！　流石は【ＶⅠＴ　１２８】！　ふふふ……どうだ兎さん。私の腹筋は？」

　メイプルがお腹にぐっと力を入れる。別に割れているわけでも無い。どころかぷにぷにである。

　無防備にお腹を突き出すその姿勢を兎は挑発ととったのか、それとも単にそう行動が決められているだけなのか、ともかく再度メイプルに突進していった。

　メイプルは大盾を使わずお腹で受け止める。

　何度も何度も突進を繰り返す白兎とそれをふふふと笑いながら受け止めるメイプル。メイプルは兎と戯れるように走り回ったり、撫なでようとしてみたりもした。

　何も知らない人がその光景を見れば、一瞬でどこかのネット掲示板に書き込まれそうな摩ま訶か不ふ思し議ぎな状況である。

　戯れているだけならまだしも、時折、仁王立ちで兎の体当たりを受けているあたりは、不思議な光景に該当すると言えるだろう。

　そんな戦闘と呼べるかどうかも怪しい戦闘は一時間も続いた。楽しそうに笑うメイプルは時間を忘れて楽しんでいたのである。

「ほらほらーもっと気合いを入れてー？」

　白兎を煽あおりまくっていたメイプルだったがそこで頭の中に音声が流れた。





『スキル【絶対防御】を取得しました』






「ん？　何それ？　……ちょっと待ってね兎さん」

　メイプルは兎が突進してきているのもお構いなしにスキルの確認をする。






スキル【絶対防御】




このスキルの所有者のＶⅠＴを二倍にする。【ＳＴＲ】【ＡＧⅠ】【ⅠＮＴ】のステータスを上げるために必要なポイントが通常の三倍になる。




取得条件




一時間の間敵から攻撃を受け続け、かつダメージを受けないこと。また魔法、武器によるダメージを与えないこと。








「んー？　て、ことは【ＶⅠＴ　２５６】？　これ、かなり凄いスキル？　……兎さんと遊んでいただけだったのになあ……」

　メイプルは簡単にこのスキルが取れたと思っているが、ただの大盾使いでは防御力が足りない。かといって極振りは後に詰んでしまうためほとんどしている人がいない。さらに言えば極振りをした人が白兎と一時間戯れるかというとそんなこともなかった。

　つまり、奇跡的に取れたスキルと言っても過言ではない。さらに言えば、このスキルを持っているのは現状メイプルだけだった。

　もっとも、そんなことはメイプル本人が知るはずのないことである。




「よーし兎さんお待たせ……兎さん？」

「きゅ……」

　白兎は突進の度に地面に打ち付けられて体を傷つけていた。そして、その頭上にはＨＰバーらしきものが現れており。

　それはたった今、赤い表示から、ゼロになった。

　パリンという音と共に白兎は光り輝く粒子となって消えていった。ドロップアイテム一つ落とさず、跡形も無く消えてなくなってしまった。




「兎さあああああああああああん！」





『レベルが２に上がりました』






「兎さあああああああああああん！」

　少女の悲鳴が静かな森に木霊こだましていた。





◆□◆□◆□◆□◆






「はぁ……何で死んじゃったの……もう倒す気なんて無かったのに……」

　白兎の死を嘆くメイプルだったが、しばらくすると立ち直ってレベルアップについて確認し始めた。

「あっ！　ステータスに割り振れるポイントが５増えてる！」

　このポイントを振り分ければステータスの０の項目とも無事にお別れ出来る。

「うーん……でも今更防御力以外を上げてもなあ……」

　一度割り振るともう元には戻せないようなのでメイプルは慎重に考える。

「よーし……決めた！　ＶⅠＴに振ろう！」

　メイプルはＶⅠＴに５ポイント全てを注ぎ込むと、またモンスターを見つけるため森の奥へと進んでいった。




　森の奥は町から伸びる道の周りと比べて、モンスターが少し強くなっていたり、数が多かったりするのである。メイプルがモンスターと出会うまでにそう時間はかからなかった。
















「うええ……気持ち悪い……」

　現在、メイプルの足首には大ムカデが絡み付いている。流石にこれを気持ち悪いと思わない人間はいないのではないだろうか。

　メイプルは腰から引き抜いた短刀でザクザクとその体を刺す。このムカデは毒を持っており、嚙かみ付いてダメージを与えた相手にその毒を流し込むのだが、メイプルの体は嚙まれても傷一つつかないのだから毒の入れようがなかった。

　また、ムカデには白兎のような可愛さも無い。メイプルが戯れていたいと思うようなモンスターではないのである。

　つまり、倒しても何とも思わないというわけだ。

　メイプルの攻撃力があまりにも低すぎるため十数回刺してやっと倒すことが出来た。

「レベルは、上がらないか……」

　メイプルはこの時点で引き返すか迷っていた。現状、時間を忘れてレベル上げに没頭するということのないメイプルにとって、ムカデとの戦闘はなかなか時間がかかるものという認識だったためである。メイプルは、もう少し弱いモンスターのいるような所に戻ろうと考えたのだ。

　しかし、運の悪いことに、奥へ奥へと進むうちにメイプルはこの辺りで最も強力なモンスターがいる所に迷い込んできてしまっていた。

　そしてさらに不幸は重なり、そのモンスターはまさに今、メイプルの前に現れたのである。

　うるさい羽音を立てて飛んでいる大きな蜂。

　それがメイプルに向かってくる。

「噓、本当に……？」

　メイプルはその有り得ないくらい大きい針に恐怖を覚えて大盾を構える。

　しかし、【ＡＧⅠ　０】のメイプルが巨大蜂の素早い動きについていけるはずもなく。

　一瞬で背後を取られてしまい、そのまま首筋を刺され──なかった。蜂の針はメイプルの首筋に当たってはいるものの、防御力を上回ることが出来ずにはじかれてしまい、メイプルに全くダメージを与えられないでいたのである。

　巨大蜂はそれでも何度も首筋を刺そうとする。




「あはは……くすぐったいよー」

　メイプルはしだいに余裕を取り戻し、いつもの調子に戻っていく。

　巨大蜂はそれからも何度か刺そうと試みてはいたが無意味だと悟ったのか、毒液を噴射する攻撃に切り替えてきたのである。

「んっ……!?」

　メイプルは軽いものではあったが、確かに焼けるような痛みを感じた。おおよそ、日焼けした後のお風ふ呂ろくらいの痛みである。

　ステータスをチェックするとＨＰが１だけ減っていた。毒液はメイプルが防ぐことのできないダメージだったのだ。このままあと三十九回毒液を受ければメイプルは死んでしまう。




「…………戦略的撤退！」

　メイプルが巨大蜂に背を向けて逃げ出す。しかし非情なまでのＡＧⅠ差がそれをさせてくれない。

　巨大蜂は次々と毒液を吹きかけ、メイプルはそれを避けられない。

「くぅ…………」

　メイプルのＨＰが残り半分を切ったその時。





『スキル【毒耐性小】を取得しました』






　その音声の後でメイプルは全くダメージを受けなくなった。いつものメイプルならここで喜ぶ、ところだったが今回は違った。巨大蜂によって初めてダメージを与えられたことで、ほんの少し怒っていたのである。

「もうだめ……」

　メイプルがぱたりと地面に倒れて、少しでもこの場から離れようと這はいずる演技をする。

　そう、演技だ。これに意味があったのか、それとも偶然だったのか、蜂の動きが確かに変わった。

　巨大蜂はもう少しだと言わんばかりに毒液を浴びせかける。メイプルが次第にその動きを緩慢にさせていくと、さらに止とどめと言わんばかりに毒液をかけていく。





『スキル【毒耐性小】が【毒耐性中】に進化しました』






　メイプルはやったと笑った。メイプルはこれが狙いだったのだ。現状唯一の懸念であった毒への対策もこれでバッチリである。

　そして、メイプルは完全に動かなくなり、死んだふりをする。動かない相手に対して巨大蜂は溜ための時間がある強攻撃を準備し始めた。巨大蜂は地面に倒れるメイプルをつまみ上げようと顔を近付ける。

「ふふっ、かかったね！」

　メイプルはくるりと体を仰向けにさせて手にした短刀でパッカリと開いた口元を突き刺していく。装甲の無い口部分から突き込まれた刃はゴリゴリと音を立てつつ頭部を貫通した。

　メイプルはさらにそれをグリグリと左右に動かしていく。巨大蜂の頭の上に表示されるＨＰゲージが着実に削れていく。

　巨大蜂が怒り狂ってその針を突き立てるもダメージには繫つながらない。

　そしてついに巨大蜂はピクピクと震えた後、光となって消えていった。

　そしてその場にぽとっと銀色の指輪がドロップした。




「ふふふ……私の勝ちだね！」





『スキル【大物喰らいジヤイアントキリング】を取得しました。レベルが８に上がりました』






　メイプルは指輪を拾い上げると、今回手に入れたスキルと指輪を確認する。






フォレストクインビーの指輪【レア】




【ＶⅠＴ　＋６】

自動回復：十分で最大ＨＰの一割回復。








「おおおお！　これ凄すごい。ＨＰ回復！　レアってことは運が良かったのかな？」

　ＭＰが初期値な上、魔法を一つも取得していないメイプルにとってＨＰ回復は貴重である。さらについでに付いている【ＶⅠＴ　＋６】が地味に大きいのだ。【絶対防御】持ちのメイプルにとってそれはＶⅠＴ＋12ということだからである。

　その指輪を最初から着けていたグローブを外して着ける。グローブは装備品では無いただのオシャレアイテムなので指輪の上から着け直す。

「貴重なアイテムやスキルは人に言ったり見せたりしないようにってメモに書いてあったもんね」

　理り沙さがＰＫプレイヤーキル対策に書いてくれていたのだ。といっても、今のメイプルをＰＫ出来るプレイヤーなどそうホイホイ現れないだろうが。

「後はスキルっと……」






【毒耐性中】




強力な毒を無効化する。




取得条件




強力な毒を四十回受けること。








「そんなに強力って感じじゃ無かったけどなあ……もしかしてＶⅠＴって毒のダメージも減らしてくれてたのかな……」

　実際その通りである。本来受けるダメージを軽減し抑えることが出来ていたのだ。

　といっても毒という攻撃の性質上、耐性無しでは１ダメージは受けてしまうのだが。

「じゃあ次！」






【大物喰らいジヤイアントキリング】




ＨＰ、ＭＰ以外のステータスのうち四つ以上が戦闘相手よりも低い値の時にＨＰ、ＭＰ以外のステータスが二倍になる。




取得条件




ＨＰ、ＭＰ以外のステータスのうち、四つ以上が戦闘相手であるモンスターの半分以下のプレイヤーが、単独で対象のモンスターを討伐すること。








「私のステータスは０が四つだから……あれ？　じゃあ戦闘する時はほとんどの場合ずっと二倍がかかるってこと？　てことは……ＶⅠＴは全部で四倍だ！」

　メイプルが言った通りメイプルのステータスは０ばかりなので効果はＶⅠＴ二倍といったところだろう。発動させやすく、また、特化しているため上手くはまれば強力である。

　さらにレベルが上がってまたステータスポイントが手に入っている。

「あれ？　15しかステータスポイントが貰もらえてない……二の倍数の時しか貰えないのかな」

　メイプルは今度は迷いなくＶⅠＴに全て突っ込んだ。

【大物喰らいジヤイアントキリング】のことを考えても、これが最善だった。

　現在のメイプルのＶⅠＴの実数値はなんと６１６である。




「んー……なんだか疲れちゃった。今日はもう終わりにしよっと。思ったより時間も経ってるし」

　メイプルは森を抜けて町へと戻り、少し町を歩いてからログアウトし現実世界へと帰って行った。











二章　防御特化と集中力。









「よーし！　今日も張り切っていこう！」

　メイプルは昨日に引き続いて『NewWorld Online』にログインしていた。




「今日も森に行ってみようっと！　新しいスキルも欲しいし」

　メイプルはレベル上げに熱を入れるようなタイプではなかったが、それでも新しいスキルが手に入った時のワクワクする感覚には惹ひかれるものがあった。空っぽの本棚を本で埋めていくような、一種の楽しみがあったのである。




「なるべくＶⅠＴが上がるようなスキルを身につけないとねっ！」

　そしてメイプルは相変わらずの鈍足で、てくてく町の外へ向かった。




「どんなことを試してみようかなぁ……」

　そう考えて最初に思いついたのは気配察知のようなことだった。敵の気配をあらかじめ察知できればこれ程便利なことはないはずである。

「よーし！　頑張るぞー！」

　メイプルは大盾を地面に置いて、目を閉じて辺りの気配を探る。

　実はこの方法。

　思いっきり間違っていた。

　本当の方法は攻略掲示板に書かれていて、プレイヤーと一定の距離がある、姿が見えないモンスターに弓矢や投石などで、さもいることが分かっているかのように攻撃を当てる。これを何度か成功させるというようなものなのだ。

　そもそもこの方法で取得出来てしまえば、メイプルは気配察知が現実世界でもできてしまうだろう。

　メイプルがそんな超人ということはなかった。

　そんなことは知らないメイプルは目を閉じてひたすら集中した。

　そうすること何と、三時間。もうほとんど眠っているような状態である。

　謎の根気を発揮したメイプルの耳にシステムからのメッセージが届き、ぼんやりとしていたメイプルの意識は覚かく醒せいしていく。





『スキル【瞑めい想そう】を取得しました』






「ん、あれ、【瞑想】？　気配察知じゃないんだ……そっか、残念……」

　そうやって立ち上がろうとするが体が重いことに気付く。両目を開けて、自分の体を確認するとムカデや芋虫などの雑魚からちょっと強そうな狼まで、無抵抗なメイプルの体に攻撃しようとまとわりついていたのだ。

「きゃああああああああああああっ!?」

　悲鳴と共に体を短刀でザックザック刺してムカデや狼を倒していく。【ＳＴＲ　９】のメイプルには何とも辛い。なかなか敵が倒れてくれないのだ。しかし、非力すぎてメイプル自身の体を傷つけることは出来ないため、安心して自分に刃を突き立てることができた。

　まとわりついたモンスターだけならばまだよかった。しかしそうはいかず、メイプルの悲鳴に釣られたのか続々と奥からモンスターが這い出してきてしまったのだ。





『スキル【挑発】を取得しました』






　新たなスキルは嬉うれしいことだったが今はこの窮地を脱する方が先だった。

　そして。





『レベルが11に上がりました』









「ふー……厳しい勝負だったね……さてと、スキルの確認をしよっと！」






【瞑想】




使用すると、十秒で最大ＨＰの１％ＨＰを回復する。効果持続時間は十分。消費ＭＰは無し。【瞑想】時にはあらゆる攻撃行動を取れなくなる。




取得条件




攻撃を受けつつ三時間瞑想すること。








「瞑想してた訳じゃないんだけどなぁ……まあ強力なスキルは大歓迎だよ！」

　続いて挑発も確認する。






【挑発】




モンスターの注意を一点に引き寄せる。三分後再使用可能。




取得条件




十体以上のモンスターの注意を一度に奪うこと。アイテム使用可。








「これも、レベル上げの時によさそうかな」

　本来はパーティーを組んだ際に高防御力のプレイヤーが使い、攻撃を一手に引き受けるという、パーティー向けの技なのだが、メイプルにはそうは映らなかったらしい。なぜかというと、そのＡＧⅠの低さからレベルを上げようとモンスターを追いかけても追いつけないからである。そんな悩みを抱えているのは恐らく全プレイヤー中メイプル一人だろう。

　ともかくこれで、ある程度自由にレベル上げができるようになったのである。




「あとはステータスポイントをＶⅠＴに……ん？　ステータスポイントが10もある！」

　そう、十の倍数の時はステータスポイントがいつもの二倍貰えるのだ。これはこのゲームにおいては当然の仕様なのだがメイプルにとっては思わぬ拾い物をしたようで何だか嬉しかった。






メイプル




Ｌｖ11　ＨＰ　40／40　ＭＰ　12／12




【ＳＴＲ　０〈＋９〉】【ＶⅠＴ　１３０〈＋34〉】

【ＡＧⅠ　０】　　　　【ＤＥＸ　０】

【ⅠＮＴ　０】










装備




頭　　【空欄】　　　　　　　体　【空欄】

右手　【初心者の短刀】　　　左手【初心者の大盾】

足　　【空欄】　　　　　　　靴　【空欄】

装飾品【フォレストクインビーの指輪】

　　　【空欄】

　　　【空欄】










スキル




【挑発】【瞑想】【毒耐性中】【大物喰らいジヤイアントキリング】【絶対防御】








　メイプルは最後にステータスを確認すると満足気に頷うなずいてログアウトした。




　その頃ネットのとある掲示板では。










【ＮＷＯ】やばい大盾使い見つけた




１名前：名無しの大剣使い

やばい




２名前：名無しの槍やり使い

kwsk




３名前：名無しの魔法使い

どうやばいの




４名前：名無しの大剣使い

何か西の森で大ムカデとキャタピラー数十匹に取り囲まれながら佇たたずんでた




５名前：名無しの槍使い

は？　あり得なくね

普通死ぬだろｗ　いくら大盾装備でも




６名前：名無しの弓使い

＞１

強力な装備だったとか？　そこんとこどうなん




７名前：名無しの大剣使い

見た感じは初期装備だった

思い出すだけでも気持ち悪くなるわ

何で芋虫とムカデの中で平然としてられるんですかね




８名前：名無しの魔法使い

その状況で死なないのはダメージを無効化してる？　としか……




９名前：名無しの槍使い

そんなこと出来るか？




１０名前：名無しの弓使い

確か[image: ]テストの時の検証で防御を極振りにしても白兎の攻撃を耐えられるだけだったはず




１１名前：名無しの槍使い

ゴミじゃねぇか




１２名前：名無しの大盾使い

俺多分そいつ知ってるわ




１３名前：名無しの大剣使い

教えてくれると嬉しい




１４名前：名無しの大盾使い

プレイヤーネームは知らんが身長１５０無いくらいの美少女

歩く速度からしてＡＧⅠはほぼゼロっぽい

ちなみに俺がそいつと同じことしたら一瞬で溶けますはい




１５名前：名無しの魔法使い

やっぱ極振りか？　まあ、でも隠しスキルでも見つけたとかかも知れん




１６名前：名無しの槍使い

あーそれっぽいなって言うか女かそれも美少女か




１７名前：名無しの弓使い

ほうそこに目をつけましたか

俺もだ




１８名前：名無しの大剣使い

んーまた追々情報集めるしか無いか

トッププレイヤーになるのなら自然と名前も上がってくるだろ




１９名前：名無しの大盾使い

また何か見かけたら書き込むわ




２０名前：名無しの魔法使い

情報提供感謝します！（敬礼）










　こうして、メイプルの知らない所で少しだけ話題になっていたメイプルだった。





◆□◆□◆□◆□◆






「今日も来ちゃったなぁ……」

　これで三日連続ログインである。理り沙さに付き合うなどと言って始めたものの、どっぷりとはまってしまった。

　新しいスキルが手に入った時の達成感と防御力を上げる達成感が病み付きになって、ついついハードの電源を入れてしまうのだ。

　当の理沙はというと勉強するように親に言われてプレイ出来ないとのことだった。

「ふふふー……私一人で楽しんじゃうもんね」

　そうやって今日も歩き出そうとしたメイプルだったが周りを見渡してふとあることを思った。

「私……まだ初期装備のままだ！」

　装飾の一切施されていない盾に弱々しい短刀である。周りの人を見ると上級プレイヤーらしき人もちらほらいて、そういう人は装飾のついた格好良い装備を身にまとっている。

　しばらくそういう人をキョロキョロと見渡していると、少し離れた所に格好良い大盾を装備している男性を見つけた。

　メイプルはとてとてとその男性に近づいていき声をかける。




「あのーそういう格好良い盾はどこで手に入れれば良いんですか？」

「ん？　え？　お、俺？」

　男性は急に話しかけられて驚いているようだった。

「はい！　その大盾格好良いですよね！」

「あ、ああ。それはどうも……これは、オーダーメイドだよ。生産職の人にお金を払って作って貰もらうんだよ」

「むー……なるほど……」

「そうだな……紹介してあげようか？　同じ大盾装備のよしみでね」

「っ！　ぜひお願いします！」

「それじゃあついてきて」

　これが詐欺である可能性も確かに存在するのだが、メイプルは既に大盾のことしか考えていなかったためそんな考えにはこれっぽっちも至らなかった。

　メイプルにとって幸運だったのはこの男性が本当にただの親切な男性だったことだろう。

　というのも。




「マジか……まさか話しかけてくるとは……後で掲示板に書こう」

　そう、この男性はとある掲示板の名無しの大盾使いだったのだ。




　二人はしばらく歩いていき一軒の店に入る。

　中には女の人が一人カウンター越しに作業をしていた。女性は誰かが入ってきたことで手を止める。そしてそれが見知った顔であることに気づき声をかけた。

「あら、いらっしゃいクロム。どうしたの？　まだ盾のメンテには早いはずだけど？」

「ああ、ちょっと大盾装備の新入りを見つけてな……衝動的に連れてきた」

　そう言ったクロムの後ろから、メイプルが姿を見せる。

「あら、可愛い子ね……クロム、衝動的にこの子を連れて来たの？　通報した方がいいかしら？」

　そう言って、店主の女性が青いパネルを空中に浮かべる。

「ち、ちょっと待てよ！　それは、何ていうか言葉の綾あやだって！」

「ふふっ……分かってるわよ。冗談冗談」

「はー……心臓に悪いから止めてくれ」

　クロムはそう言ってホッと息を吐く。

「あなたも怪しい人にそんなに簡単についていっちゃ駄目よ？」

「あぅ……分かりました」

「俺は怪しくねーよっ!?」

「ふふっ、まあ、お話はこれくらいにして、それで本題は？」

「この子が格好良い大盾が欲しいっていうから顔見せだけでもさせておこうと思ってな」

「成る程ね。私の名前はイズ。見ての通り生産職で、その中でも鍛冶かじを専門にしてるわ。調合とかも出来るけどね」

「へぇー……凄すごいんですね！　あ、えっと私はメイプルって言います！」

　ゲームの中で初めての交流だったので緊張したものの、メイプルは無事嚙かまずに名前を伝えることが出来た。

「メイプルちゃんね。大盾を選んだのは何でかしら？」

「えっと……あの痛いのは嫌だったので、防御力を上げようと思ったんです」

「んー……なるほどなるほど。じゃあＶⅠＴ特化装備が良さそうね……でも……予算、ないでしょ」

　メイプルは予算を確認する。まだ何も買っていなかったため所持金は初期値の３０００Ｇある。

「さ、３０００Ｇで足りますか？」

　メイプルは駄目元で聞いてみる。

「ふふっ……それじゃあ足りないわね。最低でも百万Ｇくらいはいるわ。まあ気づいた時には貯まっているものよ」

　イズはそう言うが、今のメイプルには目の眩くらむような金額である。

「うぐぐ……しばらくオシャレはお預けだなぁ」
















「ダンジョンに潜るなんてのもあるわよ？　ダンジョンにはお宝がいっぱいあるの。お金を貯めるのも兼ねて、一度行ってみたら？　まあ、強力な大盾があるかは分からないけどね」

　それからメイプルはクロムとイズにフレンド登録をしてもらって、いつでも連絡が取れるようになった。

　親切な二人にぺこりと頭を下げて店を出る。

　メイプルはとりあえず現状の目標を、お金を貯めることとダンジョンへと向かうことの二つに決めた。

「格好良い装備が欲しいよね！」










２４１名前：名無しの大盾使い

大盾の少女に遭遇したというかフレンド登録したｗ




２４２名前：名無しの槍やり使い

は？




２４３名前：名無しの弓使い

どうやって？




２４４名前：名無しの大盾使い

ログインしてきた時にめっちゃキョロキョロしてて一瞬目が合ったと思ったら走ってきて話しかけられたｗ




２４５名前：名無しの大剣使い

大盾少女コミュ力たけーなおい




２４６名前：名無しの魔法使い

んでその後は？




２４７名前：名無しの大盾使い

格好良い大盾って言われて

俺が生産職の人紹介するからついてこいっていったら後ろついてきた

ＡＧⅠ低すぎて俺についてくるのもしんどそうだったな途中何度か止まってあげたし




２４８名前：名無しの槍使い

お前のＡＧⅠいくつよ




２４９名前：名無しの大盾使い

まあ待て今まとめる

いくぞ




パーティーは組んでいない

大盾を選んだ理由は攻撃を受けて痛いのは嫌だから防御力を上げたかったとのこと

超素直で活発系少女




総評

めっちゃ良い子




あー見守ってあげてー

あとお前らとは情報を交換していきたいと思ってるから俺の情報晒さらすわ

取り敢えず俺はクロムって名前でやってる

んでＡＧⅠは20な

お前らとはフレンド登録しときてーから明日これる奴は二十二時頃に広場の噴水前に来てくれると嬉うれしい




２５０名前：名無しの槍使い

情報サンクスっていうかお前クロムかよ！

バリッバリのトッププレイヤーじゃねーか！




２５１名前：名無しの魔法使い

有名人過ぎてビビったわｗ




２５２名前：名無しの弓使い

よっしゃその時間行けるわｗ

つーかＡＧⅠ20に置いていかれるとか本当にＶⅠＴ極振りかもしれん




２５３名前：名無しの大剣使い

じゃあこれからも温かく見守っていく方向でいいかなー？




２５４名前：名無しの槍使い

いいともー！




２５５名前：名無しの弓使い

いいともー！




２５６名前：名無しの魔法使い

いいともー！




２５７名前：名無しの大盾使い

いいともー！










　もちろんこの掲示板のことをメイプルが知るはずもないのであった。











三章　防御特化とダンジョン攻略。









「ダンジョン探索かあ～私もやっと冒険に出るって感じだね！」

　メイプルはなけなしの３０００Ｇをはたいて念のためにとポーションを買う。

　ＨＰはたったの40なので最下級のポーションでも十分に間に合ってしまう。

　それに巨大蜂の指輪に加えて【瞑めい想そう】もあるのだ。といってもダメージを受けるような状況になった時点で圧倒的不利なのは間違いない。

　メイプルは準備を整えてダンジョンへと向かう。目指すは情報掲示板に書いてあった【毒竜の迷宮】だ。

「【毒耐性中】があるから大丈夫！」

　いざダンジョンへと意気込んで町から飛び出した。




　メイプルは森とは逆方向へとてくてく歩く。ここがゲームの外で、メイプルが大盾と短刀を持っていなければ、遠足に向かっているようにしか見えないくらいの気楽な行進である。

　道中で何度かモンスターに襲われたが、ノーダメージのため倒すこともなくスルーしていく。

　この辺りのモンスターは森のモンスターよりも頭がいいようで、攻撃が通らないとなるとさっと行動を切り替えて去っていった。

　この時、目撃者が誰もいなかったためメイプルの異常な防御力が露見することはなかった。

　メイプルがそうして歩いていくと、次第に周りの木々が枯れて、地面はひび割れ荒れて風景が寂れていくことに気が付いた。

　さらには、ぽこぽこと音を立てる沼が地面にいくつも発見できた。

　そうして歩くことさらに十分。

　地面が一部隆起してぽっかりと口を開けているのが見えた。

「あれがそうかな？」

　メイプルが中へと入っていくと、中は思っていたよりも天井が高く、大盾もちゃんと構えることができるくらいだった。

　奥へと進んでいくと毒々しい色のスライムや蜥蜴とかげが壁や地面を這はって突撃してきた。

「えいっ！　やっ！」

　メイプルはスライムに刃を突き立てるが、その半透明の体の中を漂うように動き回る核を捉とらえることができず、ダメージに繫つながらない。しかし、スライムの体当たりもまた、ダメージに繫がらない。

「むぅ……かくなる上は。喰らえ！　大盾プレーース！」

　大盾ごと前に倒れ込んでスライムの体全体を押おし潰つぶす。スキルでも何でもないため威力など期待できず、敵地で倒れ込むという隙だらけの攻撃である。

　ただ、隙に関しては攻撃も毒液も全てノーダメージで受け切れるメイプルにとって、考える必要のないことであった。

　盾攻撃はダメージなどほとんどないが、スライムの核を潰すのには十分だったようだ。核を攻撃できれば倒せるのだから、むしろメイプルには相性のいいモンスターだった。




「よーし！　もっと奥へ行こーっ！」

　スライムの対処法も分かったことでメイプルはずんずん奥へと進む。因みにメイプルは蜥蜴を倒すのは諦あきらめた。ＡＧⅠが足りず攻撃する前にスルスルと逃げられて当たらなかったからである。

　もう何度目だろうか、盾を持って地面に倒れ込む。その時。





『スキル【シールドアタック】を取得しました』






　メイプルは早速そのスキルの説明を読む。名前から大体の内容は摑つかめていたが念のためだ。






【シールドアタック】




盾で攻撃する。威力はＳＴＲ依存。ノックバック効果小。




取得条件




盾での攻撃でモンスターに十五回止めを刺すこと。








「あんまり使えないかな……でもノックバックは強そう！」

　そうしてメイプルは奥へ奥へと進んでいく。毒をテーマとしたこのダンジョンには、あちらこちらに毒々しいモンスターがいたり、ギミックがあったりした。




　メイプルがダンジョンを進んでいくと少し開けた場所に出た。今まで進んできたところが通路だとするならば、この開けた場所は部屋といった感じである。そしてその部屋の中心では草花がいきいきとした緑をアピールしていた。

　薄い紫色の小さな花弁がひらひらと揺れているのがメイプルの目に映る。

「かわいい……アイテムだったりするかな？」

　メイプルは花の近くまで行くと、しゃがみこんで花びらをつんつんとつついた。すると紫色の花びらがつぼみのように丸まって、紫色の霧を噴き出した。さらに連鎖するように、まわりの花も毒々しい霧を噴き出し始める。

「わわわっ!?」

　メイプルは部屋全体に広がり出した霧から離れるために慌てて立ち上がり走り出す。

　部屋からつながる通路を随分走ったところで、メイプルはふうっと一息ついた。

「あ、危なかった……そっか、罠わなもあるんだった」

　落ち着いて再度歩き出したメイプルが、次に開けた場所で目にしたのは、いかにも毒がありそうな紫色の沼である。ぽこぽこと音を立ててガスが沼の奥から上がってきていた。

「ぜーったい毒だ。もう分かるよ？」

　そう言ってメイプルが無視して通り過ぎようとした時、毒沼から何かが飛び出してきて、メイプルの側頭部にクリーンヒットした。

「わっ!?　な、なに!?」

　メイプルがキョロキョロと周りを確認すると、足元にビチビチと跳ねるトビウオのような魚がいることに気がついた。

「こ、これ？」

　メイプルは毒沼の方をじっと見る。すると跳ねた魚の姿を捉えることができた。

「びっくりした……」

　メイプルは突撃してきたトビウオのみ念入りに盾で押しつぶし、他のトビウオは見逃して先に進んでいった。




　モンスターやトラップを搔い潜り、スライムと戯れながらもついに辿たどり着ついた最深部。

　目の前にはメイプルの背丈の三倍はある大きな扉。

　メイプルは両開きのその扉を力を込めて開ける。

　ギギギと油の切れたような嫌な音を発しながら扉が開ききり、部屋の全ぜん貌ぼうが明らかになる。

　あちらこちらに毒沼があり、薄く紫がかった気体で満たされている。

　メイプルがその部屋に恐る恐る入ったと同時。

　後ろの扉が勢いよく閉まった。




「ひゃん!?」

　その短い悲鳴をかき消すように毒沼から竜が姿を現した。しかし、それはただの竜ではなかった。

　ところどころ溶けて骨が見えている腐り落ちたような体。長く伸びる三本の首。いくつかなくなっている眼球のあとは暗い闇を覗のぞかせている。竜が咆吼し、紫色の霧が散る。毒沼に浸る腐竜は道中のモンスターなどとは比べ物にならない存在感を放っていた。




「こ、これが毒竜!?」

　メイプルの動揺もお構いなしに毒竜がその口を大きく開き、毒液の奔流がメイプルに襲いかかる。メイプルが咄とつ嗟さに盾で体を隠そうとしたところで濃い毒のブレスがメイプルを包み込んだ。

　毒が地面にびちゃびちゃと滴る中、メイプルは閉じてしまっていた目を開けた。メイプル自身はほぼ無傷だったが、その装備はそうはいかなかった。




「お、大盾と短刀が……」

　腐食しボロボロと崩れ落ちていくそれらはもう装備としての役割を果たさないだろう。幸いにもグローブの下に着けていた指輪だけは無事だった。

　そしてこの瞬間。

　メイプルのＶⅠＴは大盾の【ＶⅠＴ　28】を【絶対防御】と【大物喰らいジヤイアントキリング】の効果で四倍した値分。つまり１１２下がる。

　それによって、毒竜が吐き出すブレスのダメージがさらに通るようになる。

　一発受ける度に３ダメージ。メイプルの体力は一発目のブレスで１減っている。

　つまりこのままではあと十三発で確殺されてしまう。




「ふぅ……集中！　【瞑想】！」

　メイプルは落ち着き直して、目を閉じ、集中力を高める。

　今回はダメージで体に痛みが走る中での【瞑想】になる。【瞑想】は集中力を高め続けなければその効果を成さないのだ。

　指輪と【瞑想】そしてなけなしのお金で買い込んだポーション。全て使って、メイプルが狙うはさらに上の【毒耐性】。それが唯一の勝機である。

【瞑想】をしている間は痛みも、恐怖も薄れていく。まるでメイプルの体が溶けていくかのように何も感じなくなっていくのだ。

　そうやって耐え続け、ＨＰが残り二割を切った辺りでポーションを飲む。

　これを繰り返していく。

　回復量は追いついていない。ポーションが無くなるか、耐性を手にするか。

　どちらが早いかだった。




　暫く耐えるとメイプルの頭の中に声が響く。





『スキル【毒耐性中】が【毒耐性大】に進化しました』






　念願のその声に、しかしメイプルは喜べなかった。

　未だ皮膚を焼く痛みは残っている。

　まだ耐性が足りないのだ。

　これ以上成長するかも分からない耐性スキルだが、メイプルはそれに賭かけるしかなかった。




　最後のポーションも空き瓶となった頃。




「はは……やった……」

　メイプルの頭の中に響き渡ったのは【毒無効】というスキルの取得通知だった。

　今なら降り注ぐブレスすら心地よく感じられた。

　しかし、休んでばかりいられないのだ。体力の回復と共にメイプルは考える。




　そう。武器を壊されてしまった今。どうやってこの竜を倒せばいいのだろうかということだ。竜の攻撃はノーダメージ。しかしメイプルの攻撃も、もちろんノーダメージだ。

　埒らちがあかないのである。

　しかも、死ぬか倒すかしなければまともにこの部屋から出られないのだ。ログアウトすれば脱出できるものの、せっかく痛いなか頑張ったのだから何かが欲しいところだった。このほぼ手詰まりの状況は開発陣すら予想していなかった事態だろう。




「うぐぐ……まあ、色々試してみよう！　明日も休みだしね！」

　そう、幸いなことに明日もまだ学校は休みなのだ。メイプルはじっくり時間をかけることが出来る。

　あーでもないこーでもないと色々と考えて試し、どうにもならなかったメイプルはついにとある行動に出た。




「竜のお肉、ボロボロで柔らかそうだし……【毒無効】なら食べられるかも！」

　毒のブレスを浴びながら毒竜の体へと近づいていく。

　そして。メイプルは両手を合わせて。




「……いただきます」

　その背中に齧かじりついた。




「うっ……あんまり美味しくない」

　メイプルが顔を歪ゆがめる。

　しばらく観察していて分かったことは、齧り取った部分は再生されることがないということだ。しかし、削るだけでは剝はがれ落ちた肉がどういう原理か逆再生のように元の場所へと戻ってしまう。ダメージも通っていない。



















「やっぱり食べないとダメかぁ……」

　毒竜の肉は僅わずかに苦味があってメイプルの苦手なピーマンを思い起こさせるのだ。

　それでも、食べなければこの部屋から出られないのだから鼻をつまんで涙目になりながら食べる。

　メイプルにとっての味方はこのゲーム内には満腹というものがないことである。味は感じてもお腹は満たされないのだ。

「もぐもぐ……あっ毒竜さん……ブレスかけてくれてありがとう。むぐむぐ……辛味があってピーマンっぽさが消えて助かるよぉ……」

　そうやって胴体部分を食べ進めていく。そうして五時間程食べ続けた結果。胴体部分が骨だけになった。

　次は尻尾しつぽ、とメイプルが尻尾の方に滑り降りようとした時、毒竜の骨がボロボロと崩れ落ちて、毒竜自体も動かなくなる。そして毒竜は光となってそのまま消えていった。

　システムの穴を突けるだけ突いて、メイプルはついに毒竜を打ち倒したのである。

　それと共に毒竜のいたあたりに、光り輝く魔法陣と大きな宝箱が現れた。





『スキル【毒竜喰らいヒドライーター】を取得しました。これにより【毒無効】が【毒竜ヒドラ】に進化しました』







『レベルが18に上がりました』






　メイプルはまずはステータスポイント20をいつものようにＶⅠＴに振った。

　これでＶⅠＴの基礎値は１５０である。




「よし……また守りが堅くなった！」

　続けてスキルを確認する。メイプルもまさか【毒竜喰らいヒドライーター】などというスキルがあるとは思っていなかった。






【毒竜喰らいヒドライーター】




毒、麻ま痺ひを無効化する。




取得条件




毒竜をＨＰドレインで倒すこと。








　食べることはＨＰドレインという扱いだった。ただ、こんなことをするプレイヤーがメイプル以外にいるのかはかなり怪しい所だ。

　確かに食事によってＨＰは微量ながら回復する。

　しかし、正規の取り方ではないだろうことは明白だった。むしろ正規の取り方の方がよっぽど難易度が低いだろう。だれが好き好んで毒竜の腐肉を食べるというのか。






【毒竜ヒドラ】




毒竜の力を意のままに扱うことができる。

ＭＰを消費して毒魔法を使用できる。




取得条件




毒無効を取得した上で毒竜をＨＰドレインによって倒すこと。








　これを見たメイプルは戦せん慄りつした。




「は、初めての私のまともな攻撃手段だ！　しかも毒だなんて相性ぴったり！」

　当ててしまえば後は耐えているだけでいい、メイプルのＶⅠＴを最大限に活かせる。




「でも、ＭＰが問題だなぁ……でもＶⅠＴに振りたいしなぁ……」

　うんうん唸うなっていたメイプルだったが、宝箱の存在を思い出して思考を中断する。

　その宝箱はかなり大きく、横は三メートル、縦は二メートル、高さは一メートルほどの長方形だ。

　初めての宝箱にメイプルはゴクリと唾つばを飲み込む。緊張と興奮で鼓動が高鳴る。

　メイプルはゆっくりと蓋ふたを持ち上げて中身を確認した。




「おおおおおおおおおおおおおおっ！」

　メイプルが興奮のあまり大声で叫ぶ。

　中に入っていたのは黒を基調として、ところどころに鮮やかな赤の装飾が施され、中心には赤い結晶がうめこまれた大盾。

　そして重厚な輝きを放ち、薔薇ばらのレリーフが目立ち過ぎずそれでいてしっかりとした存在感を持つように彫られたいかにも先程の大盾に合いそうな鎧よろい。

　そして、美しく輝くガーネットが埋められている鞘さやを持つ、落ち着きのある漆黒の短刀。




「もうっ……さいっこう！　格好良い！」

　メイプルはそれらを手に取り一つずつ説明を見ていく。






【ユニークシリーズ】




単独でかつボスを初回戦闘で撃破しダンジョンを攻略した者に贈られる、攻略者だけの為の唯一無二の装備。

一ダンジョンに一つきり。取得した者はこの装備を譲渡できない。










『闇夜ノ写うつし』




【ＶⅠＴ　＋20】【破壊成長】

スキルスロット空欄




『黒薔薇ノ鎧』




【ＶⅠＴ　＋25】【破壊成長】

スキルスロット空欄




『新月』




【ＶⅠＴ　＋15】【破壊成長】

スキルスロット空欄








　まさにメイプル専用装備である。短刀までもがＶⅠＴ強化であり、まともな攻撃を投げ捨てている。メイプル以外の人が使ってもその強力さを十分に発揮できない装備だった。




「スキルスロットと【破壊成長】は戻ってから見ようっと！」

　メイプルは三つの装備を大事にインベントリに仕舞い込むと魔法陣の光に包まれてダンジョンからいつもの町へと転送された。





◆□◆□◆□◆□◆






　メイプルは戻るなりそそくさとその場を退散して、残った僅かなお金で一日だけ、宿を一部屋借りた。

　このゲーム内でも睡眠をとることはできるため宿という設備があるのだが、今回のメイプルの目的は泊まることなどではなかった。




「まずは確認かな」






【破壊成長】




この装備は壊れれば壊れるだけより強力になって元の形状に戻る。

修復は瞬時に行われるため破損時の数値上の影響はない。










スキルスロット




自分の持っているスキルを捨てて武器に付与することができる。

こうして付与したスキルは二度と取り戻すことができない。

付与したスキルは一日に五回だけＭＰ消費０で発動できる。

それ以降は通常通りＭＰを必要とする。

スロットは15レベル毎に一つ解放される。








「ふふっ……格好良くて！　強い！」

　スロットが追加されることを確認できたメイプルは迷うことなく短刀『新月』に【毒竜ヒドラ】を付与する。これで懸念だったＭＰ問題も解消である。




「そして、お待ちかねの～装備！」

　メイプルが全ての装備を身に付けて鏡でその姿を確認する。初期装備とは比べ物にならない強そうなオーラが感じられてメイプルは満足した。




「おおおおおおお！　格好良いよ私！」

　それから一時間程その装備に慣れる意味も含めて鏡の前でポーズをとり続けた。




「ふふふ……そして、いざ外出！」

　勝負服を着て外へ出るようなものなので、実のところかなり緊張しているメイプルだった。

　案の定、上層プレイヤー以上に目立つと言っても過言ではない、圧倒的存在感を放つその装備に注目する人が沢山現れる。ただ、メイプルはそのほとんどに気がつかなかった。

　もう夜も遅くなってきているが、もう一度狩りに行ってみようとメイプルは町の外へ足を向けた。











四章　防御特化と秘密特訓。









　漆黒の装備に身を包んで、噴水の縁に腰掛けてメイプルは悩んでいた。

　なかなかレベルが上げられないのだ。

　現在のメイプルのレベルは18で、現在最高レベルは48である。メイプルは最初このゲームに全く興味が無かったため参戦が遅れたのだ。このままではレベル格差は開く一方だ。

　では、何故メイプルがうまくレベルを上げられないのかというと、ＡＧⅠが足りないために、レベルを上げられる程、強力な敵がいる場所に気軽に行けないからだった。




「うーん……」

　メイプルは情報掲示板とにらめっこして有用なスキルを手に入れられないか考える。

　今までで一番真面目に考えている理由は、昨日運営から届いたイベント通知のせいである。

　そう、あと一週間すればイベントが始まってしまうのだ。イベント内容はポイント制のバトルロイヤル。参加者全員が、他のプレイヤーを倒した数と死亡回数で争いあうのだ。

　他にも与ダメージや被ダメージによってもポイントが入るらしい。

　そして上位十名には限定の記念品が贈られるのである。




「限定と言われると欲しくなっちゃう……っ！」

　メイプルは地雷と分かっている商品でも期間限定と書いてあると買ってしまうタイプの人間だった。限定とは魔性の言葉なのである。

　だからこそ、このレベル差を覆す戦法を考えているのだ。




「うー……取り敢えずこれで行こう！」

　メイプルは掲示板との睨にらめっこを止めると北へ向かって歩き出した。




　そう、メイプルは知らなかったのだ。




　自分の防御力がいかに異常なのか。




「明日は休みだし……泊まり込みでスキルを発掘してみせる！」

　メイプルのインベントリには寝袋が入っている。これがあれば安全に外で時間を過ごすことができる。使い捨ての安いアイテムだが、素材を売ってちまちまと貯めたお金でやっと買うことができたものである。

　メイプルは装備こそ豪華だが、金欠なのだ。

　そして、メイプルがやって来たのは北の森。

　ここで泊まり込みで狙う獲物のうち、一匹は爆発テントウという自爆攻撃をしてくるテントウムシである。

　そして、もう一種類は様々なゲームでお馴な染じみの、ゴブリンだ。




「よし……【挑発】！」

　メイプルの身体から光が円形に放射されてモンスターが寄ってくる。メイプルはその内のゴブリンだけを相手取る。ゴブリンの数は五体。その他のモンスターは攻撃されようがノーダメージなのでメイプルは放置していく。

　ゴブリンはその粗悪な剣でメイプルに斬りかかってくる。しかし、いくらメイプルが【ＡＧⅠ　０】とはいえ、正面から斬りかかってくるだけの相手の攻撃を大きい盾で防げないなどということはない。体を縮めれば盾はメイプルの体のほとんどを守ってくれるのである。

　ガッチリと受け止め、弾く。地味だがこれを繰り返すのだ。ゴブリンは五体。効率は五倍だ。





『スキル【大盾の心得Ⅰ】を取得しました』






　これは情報掲示板に書いてあった通りの基本的なスキルのため、メイプルも予習済みだ。

　大盾を装備している時に敵からのダメージを１％カットしてくれる。ＶⅠＴを上げるのでは無くダメージ軽減スキルを片っ端から身につけることで防御力を上げるつもりなのだ。




「【挑発】！」

　さらにゴブリンを増員して十体に叩たたいて貰もらうことで、より効率を上げる。

【大盾の心得Ⅰ】は数時間の内に【大盾の心得Ⅳ】まで成長し、ダメージを４％カットしてくれるようになった。

　さらに【体たい捌さばき】と【攻撃逸らし】のスキルも手に入れた。効果は共に被ダメージ１％カットだ。




「これくらいでいいかな」

　そうして今も頑張ってくれているゴブリンを【シールドアタック】で叩き潰つぶす。といっても、一撃というわけにはいかず、メイプルは何度も盾を打ちつけていた。





『スキル【極悪非道】を取得しました』






　ここで、メイプルの予期していなかったスキルが手に入ってしまった。

　メイプルのプレイスタイルが他のプレイヤーとは全く違い、耐えて耐えて時間を使うものなので他のプレイヤーがそう簡単には発現しないようなスキルばかり手に入ってしまうのだ。






【極悪非道】




相手の攻撃をわざと受ける度に【ＶⅠＴ　＋１】する。

ただし効果はスキル発動から一日の間。

上限は【ＶⅠＴ　＋25】




取得条件




倒すことの出来る相手の攻撃をわざと受け続ける時間が一定値を超えること。

かつ、それまでに一度もデスペナルティを受けていないこと。








「嬉うれしい誤算きたっ！」

　小躍りしそうになるのを抑えて、メイプルは森の奥へ進む。

　そう、今回メイプルはこのゲームを始めてから初めて。

　未発見スキルを見つけ出しにいくのだ。




　爆発テントウはその名の通り爆発するテントウムシで、サイズは普通のテントウムシの二倍くらいだろうか。経験値もまずく、生息地が森の奥のため狩るのが手間で、さらにサイズのせいで回避し辛く受けるダメージも大きい。故に狩場として使われることもなくここはメイプルが独占出来た。

　メイプルは生息地まで来ると【挑発】を使いテントウムシを呼び寄せる。ほとんど狩られていない為か大量に飛んできたテントウムシに対し、メイプルは新月の刀身を鞘さやからほんの少しだけ出した。

「【パラライズシャウト】」

　シャウトと言うには静かな、しかし確かなキンッと言う音が響く。

　新月に付与したスキルは元々毒竜のものなので、技名は竜のものがほとんどである。

　音をトリガーとする少し特殊なスキルのため、メイプルは鞘に短刀を収める時の高いキンッという音をトリガーにしている。

　理由は格好良いからである。そこに深い理由などなかった。

　テントウムシがバラバラと地面に落ちていくのを満足気に見つめるメイプル。

　そして、メイプルはしゃがみ込み、目を瞑つぶると。




　テントウムシを片っ端から食べ始めた。




「あっ……あのパチパチ弾けるお菓子みたいな感じ！　目を閉じればどうってことないね。っていうか、もう毒竜食べてるし、今更これくらい……」

　メイプルも何の考えもなしにこんなことをしている訳ではない。

　メイプルの考えが正しかったことはテントウムシを五十匹程食べた時に証明された。





『スキル【悪あく食じき】を取得しました』







『スキル【爆弾喰らいボムイーター】を取得しました』






「じゃあ……もう食べなくてもいいね」

　メイプルは新しく手に入れたスキルを確認する。






【悪あく食じき】




あらゆる物を飲み込み糧に変える力。

魔法や攻撃、アイテムを自分のＭＰに変換することができる。

容量オーバーの魔力は魔力結晶として体内に蓄えられる。




取得条件




致死性の劇物を一定量経口摂取すること。










【爆弾喰らいボムイーター】




爆発系ダメージを50％カットする。




取得条件




爆弾テントウをＨＰドレインで倒すこと。








「いいスキルだっ！　はぁ～頑張って食べた甲か斐いがあったよ～」

　メイプルは【悪食】を『闇夜ノ写』に付与する。

【悪食】は常時発動なので回数制限には関係が無い。さらにこれで魔法攻撃と直接受け止めた相手の武器を食べてしまうことで無力化ができるのだ。




「そして魔力結晶に変えて『新月』で大魔法を撃つ！　ふへへ……格好良い……」

　バッ、と新月を抜き放ち前に突き出してポーズを取る。イメージトレーニングは完かん璧ぺき過ぎる程に完璧だ。




「本当は爆発系の魔法を探しに来たけど……結果オーライだね！」

　後はレベルを期限ギリギリまで上げるだけである。




　果たしてメイプルの初イベントはどうなるのだろうか。メイプルは本番のことを考えながらレベルを上げていった。











五章　防御特化とイベント開始。









　そうしてついにイベント当日がやってきた。メイプルは最後のステータスチェックの為に青色のパネルを出す。






メイプル




Ｌｖ20　ＨＰ　40／40　ＭＰ　12／12




【ＳＴＲ　０】　　　【ＶⅠＴ　１６０〈＋66〉】

【ＡＧⅠ　０】　　　【ＤＥＸ　０】

【ⅠＮＴ　０】










装備




頭　　【空欄】　　　　体　【黒薔薇ばらノ鎧よろい】

右手　【新月：毒竜】　左手【闇夜ノ写：悪食】

足　　【黒薔薇ノ鎧】　靴　【黒薔薇ノ鎧】

装飾品【フォレストクインビーの指輪】

　　　【空欄】

　　　【空欄】










スキル




【シールドアタック】

【体捌き】【攻撃逸らし】【瞑めい想そう】【挑発】

【大盾の心得Ⅳ】

【絶対防御】【極悪非道】【大物喰らいジヤイアントキリング】【毒竜喰らいヒドライーター】【爆弾喰らいボムイーター】








「よし！　準備万端。ダメージ受けないといいなぁ……」

　メイプルはダメージを受けた回数が少な過ぎて、まだダメージを受ける感覚に慣れていないのだ。

　さらに、対人戦は初めてのことである。緊張してしまうのも無理は無いだろう。

　しばらく最初の広場で待っていると参加者が続々と集まってきた。

　空中には巨大スクリーンが浮かんでいる。あれで面白いプレイヤーを中継するとのことだった。それは、生産職の人や参加しなかった人が主に見ることになる。




「それでは、第一回イベント！　バトルロイヤルを開始します！」

　あっちこっちからうおおおおおといった怒号が響く。メイプルも少し恥ずかしそうにしながら手を突き上げて叫んでおいた。

　そこで大音量でアナウンスが流れる。

「それでは、もう一度改めてルールを説明します！　制限時間は三時間。ステージは新たに作られたイベント専用マップです！　倒したプレイヤーの数と倒された回数、それに被ダメージと与ダメージ。この四つの項目からポイントを算出し、順位を出します！　さらに上位十名には記念品が贈られます！　頑張って下さい！」

　そう言い終わるとスクリーンに転移までのカウントダウンが表示され、ゼロになった瞬間メイプルを含めた全員が光に包まれて転移した。




「ん……ここは？」

　メイプルは眩まぶしくなくなっていることに気付きゆっくりと目を開ける。

　どうやら崩れかけた廃はい墟きよの中心の広場にいるようである。

　周りにはパッと見渡した分には誰もいなかった。緊張していたメイプルは、いきなりの戦闘とはならないだろう状況に少し安心した。




「どうせ動いても誰にも追いつけないし……ここで待ってようっと！」

　メイプルは大きめの石レンガの上に座ると、他のプレイヤーが襲撃してくるのを待つ。メイプルはリラックスしつつも、盾だけは手放さずにしっかりと持っていた。

　しばらく地面に棒で絵を描きながら待っていると、あちらこちらから、がさがさと音が聞こえてきた。




「来たかな！」

　そう思って顔を上げると、もう既に振りかぶった剣が当たる距離にまで詰め寄られていた。




「もらった！」

　以前のメイプルなら受けられなかっただろうが、今のメイプルは【大盾の心得Ⅳ】を持っているのだ。体が以前よりスムーズに動いて大盾が剣を受け止めて。




　飲み込み、消し飛ばした。




「は？　う、うわああああっ！」

　襲撃してきた男は盾に剣を弾かれなかったために、剣を持っていた手から順にそのまま盾に突っ込んでいってその半身を飲み込まれて粒子となって消えた。メインウェポンを失った今、彼は戦線復帰できず、観戦者になるかもしれない。もっとも、サブ装備があるのなら話は別だがそれでも厳しい戦いになることだろう。

　そして、その命は綺き麗れいな赤い結晶となって盾の装飾として浮かび上がる。




「続きを描こっと！」

　そうしてまたメイプルは隙だらけの姿を見せて地面に絵を描き始める。

　そう、楽しそうに絵を描くメイプルは本当に隙だらけなのだ。それは狙ってやっている訳ではないが、結果として今度は三人で構成されたパーティーを釣り上げた。

　パーティーを組むことは反則ではない。パーティーメンバーの一人を十位以内に入れようと結束しているのである。

　剣士の男性が駆けてくる。何の工夫も無い直線のダッシュだ。それでも【ＡＧⅠ　０】のメイプルからすればかなりの速度である。

　しかし、十メートルの距離を詰めるのとメイプルが新月の納刀音を鳴らすのでは速さが違いすぎた。




「【パラライズシャウト】」

　キンッと小気味いい音が鳴って三人のプレイヤーがばたりと倒れる。

　そして盾の赤い結晶がパリンという音と共に砕ける。メイプルは大盾を持って立ち上がる。




「むふー……私の勝ちだね！」

　今回はメインウェポンを破損させないように頭だけを大盾に付ける。その瞬間、剣士のプレイヤーは光の粒子となって消えた。

　同じようにして他の二人も倒してしまう。

　赤い装飾が輝きを増し、大盾に新たな赤の結晶が浮かび上がる。

「大盾って……思ってたより強い！」

　これで不遇だなんてありえないという風に頷うなずいてもう一度定位置に戻った。

　そんな化物じみた大盾使いはお前だけだと言う人は、この場に誰一人としていなかったのである。

























【ＮＷＯ】第一回イベント観戦席３




２４１名前：名無しの観戦者

やっぱ優勝はペインか？

ゲーム内最高レベルだし無双してんな




２４２名前：名無しの観戦者

あれはやばい

動きが人間辞めてるｗ




２４３名前：名無しの観戦者

でもやっぱ順当に勝ちを重ねてるのはよく聞く名前ばっかだな




２４４名前：名無しの観戦者

トッププレイヤーが強いのはそりゃ当然よ




２４５名前：名無しの観戦者

は？　何こいつ……やばくね？




２４６名前：名無しの観戦者

うっわ映ってる奴ら強っ




２４７名前：名無しの観戦者

暫定成績ランキング

メイプルっていう大盾

百二十人潰つぶして被ダメなんとゼロ




２４８名前：名無しの観戦者

ふぁっ!?




２４９名前：名無しの観戦者

チート？　いや……無いか




２５０名前：名無しの観戦者

って言うかそんだけ暴れてたらそろそろスクリーンに映るんじゃね




２５１名前：名無しの観戦者

こいつか？　今映ってる




２５２名前：名無しの観戦者

盾がｗ　剣食ってるｗ

何これｗ




２５３名前：名無しの観戦者

可愛い顔してやることえぐすぎんよー

状態異常とあの大盾で殆ほとんど無抵抗のまま潰してる




２５４名前：名無しの観戦者

でも動き遅くね？

さっきからカウンターばっかり




２５５名前：名無しの観戦者

確かにあの立ち回りならダメージ貰もらって普通だよな

ほら言ってるそばから……は？




２５６名前：名無しの観戦者

は？




２５７名前：名無しの観戦者

は？




２５８名前：名無しの観戦者

あいつ何で頭に振り下ろされた大剣頭で弾き返してんの？




２５９名前：名無しの観戦者

え？　真面目な話そんなことできんの？




２６０名前：名無しの観戦者

出来たら皆やるわ




２６１名前：名無しの観戦者

大盾よりも状態異常よりも本体の方が謎すぎてやばい件について










　所変わってイベントエリア、流石に座っているのも飽きてきたメイプルは一本道をてくてく歩いていたのだが。

　正面から大所帯。その数何と五十人である。

　パーティーを組む者は何度か見かけたが、五十人は流石に見たことがなかった。

　その殆どが魔法使いのようでメイプルを視認してすぐ杖つえを掲げ魔法を放ってくる。

　恐らくこうやって一本道で何度もプレイヤーを狩ってきたのだろう。

　その動きには淀よどみがなく慣れが感じられる。




「大魔法で、吹き飛ばす！」

　魔力結晶が溜たまりすぎて黒の大盾が赤の大盾になってしまっているのだ。メイプルとしてはそろそろ消費したいところである。

　もう魔力結晶はいらないため、五十人近い魔法使いから放たれる魔法を素で受け止める。

　相手の魔法が尽きた時。メイプルは腰の短刀を引き抜ききる。

　最大威力の攻撃は刀身全てを見せて行うのである。

　刀身から紫色の魔法陣が展開され、紫の光が溢あふれる。




「【毒竜ヒドラ】！」

　三本の首を持ち、全身劇毒で出来た毒竜が、大盾の魔力結晶全てと引き換えに前方三方向を毒の海に変えていく。

　魔法使い集団の他に巻き添えを食った人もおり、近くのプレイヤーはひっそりと吹き飛んでいた。










２９５名前：名無しの観戦者

化けもんすぎんだろ




２９６名前：名無しの観戦者

おかしい所

防御系スキルの発動無しの素のＶⅠＴ値で魔法全てをノーダメで受けきる

アホみたいな威力の魔法

あいつのステどーなってんの？




２９７名前：名無しの観戦者

魔法受けたのは鎧よろいがなんかやばいスキル持ちなんじゃないの？




２９８名前：名無しの観戦者

大規模スキルは殆どがエフェクト付きだから多分鎧が光ってないところを見るに何も無い

と思う

絶対じゃないがな




２９９名前：名無しの観戦者

うん

俺も鎧は今のところ何も無い……と思う




３００名前：名無しの観戦者

マジ何あの歩く要よう塞さいｗ




３０１名前：名無しの観戦者

マジで歩く要塞で草生える










　残り時間は一時間となっていた。後たった一時間で全ての順位が決定するのだ。

　そんな緊張状態の中。

　大音量でアナウンスが鳴り響いた。




「現在の一位はペインさん二位はドレッドさん三位はメイプルさんです！　これから一時間上位三名を倒した際、得点の三割が譲渡されます！　三人の位置はマップに表示されています！　それでは最後まで頑張って下さい！」




「どうにも簡単には終わらせてくれないようだ」

　危機感は感じていない様子のペイン。




「うぇーめんどくせーマジで？」

　露骨にだるそうなドレッド。




「やった！　私三位だ！」

　喜ぶメイプル。




　三者三様の反応を各地で見せる中、イベントはクライマックスへと向かっていく。

　三人の元へ我先にとその首を狙うプレイヤー達が走り出す。




「いたぞ！　あいつだ！」

　わらわらと森から出て来るプレイヤー達。

　その中には当然ＡＧⅠに多めに振っている者もいたりする。

　その速度についていけるわけもなく、うなじにナイフが振り下ろされる。




「は？　な、なんで??」

　しかし、そんなものはメイプルには通らない。

　確実に仕留めたと思っていた敵プレイヤーは次の動きに移る前に、大盾に食われてしまった。その後も数人が飛びかかっては何故か通らない刃に文句を言いつつ食われていった。

　流石にそんな光景を何度も見ればプレイヤーの出方も慎重になるようでじりじりと距離を詰めてくる。特に一撃必殺の大盾を気にしている者が多い。

　しかし、メイプルの攻撃役は大盾では無く短刀だということをプレイヤー達は失念していた。




「【致死毒の息】」

　メイプルが新月を半分程度抜くと鞘さやから濃い紫の霧が溢れ出す。




「【パラライズシャウト】！」

　パタパタと倒れていくプレイヤー達が致死毒から逃げられる筈はずもなく。最前列から順に粒子に変わっていった。

　結局。プレイヤー達はメイプルのポイントになっただけだった。





◆□◆□◆□◆□◆






「終了！　結果、一位から三位の順位変動はありませんでした。それではこれから表彰式に移ります！」

　メイプルの目の前が白く染まったかと思うとそこは最初の広場だった。

　一位から三位までが壇上に登るように言われてメイプルも登壇する。メイプルは真っ直ぐ前を向いて立っていたが余りの視線の量に何だか恥ずかしくなってしまい顔を赤くする。

　そして、緊張で頭が真っ白の状態の所にマイクが渡された。




「次は、メイプルさん！　一言どうぞ！」

　次はということは後の二人はもう言ったのだろうが、メイプルは緊張して全く聞いていなかったのだ。




「えっあっえっ？　えっと、その、一杯耐えれてよかったでしゅ」

　メイプルは嚙かんだ。

　それも盛大に嚙んだ。

　しかも何を話せばいいか分からなかったために言っていることが滅茶苦茶である。




　メイプルは、流石に恥ずかしすぎて前を向けなかったためその様子が動画として多くのプレイヤーに記録されていることも分からなかった。




　記念品を受け取ると、そそくさと宿屋に帰るメイプルであった。

　その夜。掲示板はメイプル可愛すぎスレとメイプル強すぎスレで大いに盛り上がった。











六章　防御特化とステータス考察。















【ＮＷＯ】メイプルちゃんの謎【考察】




１名前：名無しの槍やり使い

スレ立てたぞっと




２名前：名無しの大剣使い

おう

議題は我らがメイプルちゃんのことだ




３名前：名無しの魔法使い

正直ペインよりもやばいと思った

何で三位なん？




４名前：名無しの槍使い

序盤廃はい墟きよでお絵描きしてたから




５名前：名無しの弓使い

可愛すぎかよｗ




６名前：名無しの大盾使い

あれ本当に大盾なのか不安になるわ

あっ因みに俺は九位でした




７名前：名無しの槍使い

流石

大盾でそこまでいくとは

（メイプルから目を逸らしつつ）




８名前：名無しの大剣使い

それでは今回のメイプルちゃんまとめだ

第一回イベント

メイプル三位

死亡回数０

被ダメージ０

撃破数２０２８




装備は敵を飲み込む謎の大盾とアホみたいな状態異常魔法を発生させる短刀と黒い鎧

黒い鎧は異常性能を発揮していないように思われる

異常なまでの防御力で魔法使い五十人からの集中砲火をノーダメで受けきる




９名前：名無しの魔法使い

もう本当何回見ても頭おかしいとしか……




１０名前：名無しの大盾使い

大盾[image: ]まあそういう装備もあるかもな……うん

短刀[image: ]まああるかもしれんな

メイプルちゃん本体[image: ]は？

本体のステとスキル構成が一番の謎

メイプルちゃんのＶⅠＴいくつよ……




１１名前：名無しの大剣使い

マジで歩く要よう塞さいだったからな

マジで




１２名前：名無しの弓使い

単純にＶⅠＴ値で受けてるっぽいんだよなぁ

っていうかメイプルちゃんの持ってるスキルに心当たりある奴いんの？

魔法攻撃受けてる時とかなんかキラキラ光ってたし何かしらスキル使ってるのは確定




１３名前：名無しの大盾使い

状態異常[image: ]分からん

防御力アップ[image: ]そんな硬くなるスキルがあれば取ってる

大盾[image: ]知らん




１４名前：名無しの魔法使い

これ

メイプルちゃんの持ちスキルが一個も分からん流石に基本的な奴は持ってるだろうけど

メイプルちゃん固有のやつが本当分からん




１５名前：名無しの弓使い

タイマン最強じゃない？




１６名前：名無しの魔法使い

マジであり得る

あの広範囲の状態異常攻撃を何とかしないとまあまず勝てん

致死毒とか言ってたし相当高位の魔法

それで疑問なんだがＭＰどうなってるん？

あんなポンポン魔法使って、しかも多分ＶⅠＴ極振りだろ？

ＭＰ足りないだろ普通




１７名前：名無しの大剣使い

あれなー……多分大盾が魔力タンクになってる

喰くったものを魔力にして溜ため込む感じ




１８名前：名無しの槍使い

じゃああの赤い結晶がそうか

確かに魔法使う度に割れてたしな




１９名前：名無しの大剣使い

つまりメイプルちゃんは

自分自身はあり得ない程の高防御であらゆるダメージをゼロにし

その装甲を抜こうとした攻撃やプレイヤーをＭＰに変換し

状態異常で叩たたきのめす

とこういう訳だな




２０名前：名無しの槍使い

何そのラスボス




２１名前：名無しの弓使い

ええ……鬼畜すぎんよ～




２２名前：名無しの大盾使い

しかもまだ隠し持ってるスキルがあるかもしれないという

今回はダメージ与えた奴がいないから分からんがＨＰ回復するかもしれんぞ




２３名前：名無しの魔法使い

ラスボスのＨＰ回復は禁止って昔から言ってるだろォ!?




２４名前：名無しの大剣使い

自分でも文字に起こすと変な笑いでたわ

しかもまだ始めたところ

大型新人過ぎる




２５名前：名無しの魔法使い

次のイベントでは鎧よろいも異常仕様に！

はいこれ




２６名前：名無しの弓使い

実際既にトッププレイヤーなんだよなぁ……

あれヤベェわ

可愛くて強いとか最高かよ




２７名前：名無しの槍使い

見守ってやろうぜ

ステが第一線級でも中身は初心者だ




２８名前：名無しの大剣使い

そうだな

これからも各自調査を頼むぞ




２９名前：名無しの弓使い

ラジャ！




３０名前：名無しの魔法使い

ラジャ！




３１名前：名無しの槍やり使い

ラジャ！




３２名前：名無しの大盾使い

ラジャ！










　第一回イベントの翌日。メイプルは掲示板の前でメモを取っていた。

　ダメージ軽減系のスキルを取る作業に再び入るために、現在取得条件が判明している全てのダメージ軽減スキルとそのスキル名を記録しているのだ。




　そして『NewWorld Online』が発売されて明日でちょうど三ヶ月。それに合わせて明日は大規模アップデートが行われる。幾つかのスキルの追加やアイテムの追加。それらもネットを賑にぎわせたが目玉はそれでは無い。

　目玉は現在のマップの最北端にあるダンジョンのボスを倒した者が、アップデートで新たに追加されたマップに進むことが出来るようになるというものである。

　勿もち論ろんパーティーで挑んでもソロで挑んでも問題無い。

　分かりやすく言うなら、一層をクリアすると二層に行けますよということである。

　メイプルもスキルを身につけたら行ってみようと思っているのだ。




「今日は……【大防御】を取得しよっと！」

　そう意気込むメイプルだったが、問題点が一つ見つかった。闇夜ノ写は触れたものを全て飲み込む凶悪スキル持ち。そのため攻撃を受けとめることが取得条件の【大防御】が取得出来ないのである。なにせ受け止める前に消しとばしてしまうのだから。




「うーん……でもこの大盾があればいらないかなぁ……いや、でもなぁ……スキルいっぱい持っておきたいなぁ……」

　考え込んでいたメイプルは暫くすると何かを思いついたのか歩き出した。




「上手くいくかな？」

　そう言うと以前クロムに連れて行ってもらったイズの店へと向かった。




「あら！　いらっしゃい。随分と有名人になったわね……ここに来た時はまだ装備も初期装備だったのにね」

「ありがとうございます！　それで……今日は話があってですね。無理ならいいんですけど……」

　そう前置きをしてメイプルが話し始める。それを最後まで聞いたイズはメイプルの話を確認するように復唱し始める。

「性能は気にしなくていいから、純白の、見た目にこだわった装備一式が欲しい。そうなると作るのにはいくらかかるか……ね。そうね……ある程度素材持ち込みなら一式で百万Ｇてところかしら。持ち込む素材によっては勝手にある程度性能は上がるかもしれないけど」

　闇夜ノ写はスキル上げに適さない戦闘用の大盾である。

　そのためもう一つスキル上げ用の大盾を手に入れることに決めたメイプルだったが、見た目にはこだわりたいのだ。だからしょぼい盾を買おうとは思わなかった。注目されるようになった今、オシャレにも気を配りたいのである。

　それならいっそ、全身分の装備を揃えようという訳だ。

　漆黒の装備の次は純白の装備。

　メイプルがむふふっと笑う。頭の中には既にその装備に身を包んだ自分がイメージされていた。

「分かりました！　お金と素材を持ってまた来ます！」

　そうして、メイプルは店を飛び出していく。

　自分の思った装備の為に必要な素材がどこで取れるかを知るため、メイプルは情報掲示板へと戻っていったのだった。




　まずはある程度の硬さを持った真っ白な素材が必要である。メイプルは掲示板からその条件に合う素材を二つピックアップした。

　一つは白い水晶。しかし、これは【ＤＥＸ　０】のメイプルには採掘出来ないと分かった。

　なので、メイプルはもう一つの方に向かうことにした。




　場所は町から南に行った広い地底湖である。この湖には何か秘密があると言われているが、未だ何も怪しい物は見つかっていない。

　そこで狙うのは雪のように白く、硬質な鱗うろこを持ち集団で泳ぐ魚である。うち一匹は長であり、水に溶け込むような青色らしい。




「小学校の時にそんな話読んだなー！　懐かしい！」

　メイプルは釣り道具を新たに買うと意気揚々と地底湖目指して歩き出した。




「さてと……いざ、釣り開始！」

　ぽちゃんという音が釣り開始の合図だ。それから先は静かに獲物がかかるのを待つ。

　そして、二十分後。




「か、かかった！」

　メイプルがぐっと力を込めて釣つり竿ざおを引く。水の跳ねる音が静かな地底湖に響く。

　そして、ついに真っ白な魚が釣り上げられ、メイプルの背後でピチピチと跳ねていた。

　しばらくそのまま放置しておくと、五センチ程の鱗を一枚残して光となって消えてしまった。

　本来の鱗はもっと小さいのだが、ゲームの仕様なので納得しておいてインベントリにしまい込む。まだまだ釣らなければならないが明日は学校である。




「まさか、こんなに時間がかかるだなんて……ぐぐぐ……今日はあと二匹釣ったら引き上げるしかないか……」

　釣りにはＤＥＸやＡＧⅠのステータスが関係する仕様となっているため、メイプルの効率は最低値である。生産系のステータスの人、例えばイズなら一分で一匹釣り上げられるだろう。

　仕方ないので、メイプルは切り上げてログアウトすることにした。

　ゲームのために現実を疎かにする訳にもいかないのである。そのあたりは誘ってきた友達の理り沙さとは違いまだ冷静だった。




「ふうっ……今日はこれで終わりっ。明日の準備しないと！」

　楓はハードの電源を落とすと明日の時間割を見て教科書を鞄かばんに詰めていく。

「それじゃあ……お休みなさい」

　ベッドに横になって数分で楓はすぅすぅと寝息を立て始めた。

　きっといい夢を見ることだろう。











七章　防御特化とお友達。









「それじゃあ……行ってきまーす！」

　制服を着て学校へ向かう。

　ここ数日で日差しも強くなってきてぽかぽかとした陽気が心地いい。ようやく春らしくなってきたと言える。

　楓かえでの席は窓際なので油断すると眠ってしまいそうなくらいである。この調子では、二つ隣の理沙は午後の授業は居眠りコース確定だろう。

　と、そんなようなことを考えながら楓は通学路を歩いていく。楓の家は学校からかなり近いため歩いて登校しているのだ。その距離なんと徒歩五分である。

　心地いい風が吹いていて歩くことが苦にならない。

　花粉症を患っていないため、楓はこの季節が結構好きだった。




「よし！　今日も一日頑張ろうっと」

　校門をくぐって、教室に向かい自分の席に着く。

　この後今までは読書をしていたのだが『NewWorld Online』を始めてからはスキルのことを考える時間になっている。こんなスキルがもしあったならどうすれば取れるか、なんてことを考えているとそれだけで楽しいのである。







「なーにニヤニヤしてるのかなっ！」

　すぱこーんと楓の頭に突っ込みが入る。

　突っ込みの主は理沙だった。

「べ、別に何でもない！」

「本当に??　っと、そうだ。今日はそんなことをしに来た訳じゃなくて、んっん……ふふふ……ときに、楓くん。今日は重大な発表があるのだよ」

　そう言って理沙が腰を曲げてずいっと顔を近づけてくる。咳せき払ばらいをしてわざわざ言い直して謎のキャラを作っている理沙に楓も乗っかってあげる。

「むむっ……何だい理沙くん。んー、今日はテンション高いね」

「そう、何と、何と！　ゲームをプレイする許可が下りたからなんですっ！」

　楓がパチパチと小さく拍手をする。

　相当勉強を頑張ったのだろう、とても嬉うれしそうにしているのが分かる。その表情を見るだけで楓も嬉しくなる。

「と言うわけで、楓にゲーム押し付けただけになってたけど今日からやっとプレイ出来るよ～」

「じゃあ、パーティーが組めるね！」

「うん、そうそう。パーティーが……って楓もう始めてたの!?」

　理沙は驚いたのか大きな声でそう言った。

　因みに二人とも登校はかなり早いため教室には二人しかいない。周りのことは気にしなくていいのだ。

「え……えへへ……」

「あの楓が、私にゲームを押し付けられて嫌々ながら付き合ってくれてた楓が……」

「押し付けてた自覚あったの!?」

「いやー嬉しいなぁ……二人でプレイは無理かなと思ってたんだけどまさか楓が乗り気だなんて……」

　それで、と理沙は話を続ける。

「何レベルまで上げたの？　それともアカウント作っただけ？」

「え、えっとぉ……その……に、20レベル」

　理沙は一瞬ポカンとしていたが、楓の言った意味を理解したのかニヤニヤし始めた。

「おーっとぉ……予想以上に楓さんはゲームにハマっているようですねぇ」

「むうぅ……」

　楓が頰を赤らめながら理沙を睨にらむ。理沙はまだ少し楽しそうに笑っていたが、悪気は無さそうなので楓も何も言わないでおいた。

「あはは、ごめんごめん冗談だって、でもそこまで育ってるならキャラの方針も決まってるんでしょ？」

「うん！　防御特化の大盾使いだよ！　それでねー……理沙になら話してもいいかなー」

　楓は理沙に自分自身のスキルやステータスのことを全て話した。




「何その化物キャラ！　さっすが楓、普通のプレイから脱線してるよ」

「えっ……そうなの!?」

「うん、っていうかもう脱線した先で手に入れたものが強過ぎ。あー……これは楓に追いつくの大変そうだなぁ……」

「で、でも私と同じようにすれば……」

　楓がそう言うと理沙は手を胸の前で交差させて小さくバツ印を作って首を振る。

「楓は楓。私は私。楓の見つけたスキルを友達権限で掠かすめとる気は無いの！　まあ……異常なスキルを手に入れる糸口は貰もらっちゃったけどね。それは仕方なかったってことで」

「それで、理沙はどうするの？」

「楓が防御特化のタンクだし、魔法使いもいいかなと思ったんだけど……楓とパーティー組むのにそれは普通過ぎるよね。それに、それなら私いらないし」

　むーっと唸うなりつつ考えごとをしていた理沙は、何かを思いついたのか少し笑った。

「よし！　決めた！　私は……『回避盾』になる」

「回避……盾？」

「うん！　敵の攻撃を引きつけて回避することで攻撃を無力化するんだよ」

「おおおお！　格好良い！　……でも、盾なら私がやるよ？」

　楓が疑問に思ったことを口に出す。そう、盾職ばかり集まっても仕方が無い。

「楓と私のパーティーはどんな戦いに出てもノーダメージ！　いつだって無傷！　どう？　格好良くない？」

　その言葉を聞いて楓がその光景を想像したのか首をぶんぶんと縦に振った。興奮しすぎたのか手までぶんぶん振ってしまっている。

「そういうコンセプトでパーティーを組みたいと思ったから回避盾を目指す！」

「頑張って！　私はもっと防御力上げるね！」

　そして、今夜一緒にプレイする約束をして二人の話は終わった。理沙も自分の席に戻っていく。

「回避盾……難易度は最高クラス？　でも、だからこそ燃えてくる……！」

　小さな声で呟つぶやいたそれは楓の耳には届かなかった。

　ゲーマーとしての性だろうか。

　理沙は達成条件の難しいものを選択するのを好む傾向があった。

　さっき理沙が言った、無傷の無敵パーティーを実現するためには、まずは理沙が敵の攻撃を避け続けることが必ひつ須す条件である。




　何十発と撃ち込まれる魔法。

　高速の連続攻撃。

　それを紙一重で避けて敵を倒す自分をイメージするだけで。




「ゾクゾクする……！　やめられないね」

　理沙は今日の授業が早く終わって欲しくて欲しくて仕方なかった。





◆□◆□◆□◆□◆






「おー！　町はこんな感じなんだー！」

　理沙が周りを見渡して、嬉しそうに声を上げた。理沙のその様子がゲームを始めたころの自分と重なって、懐かしく思えた。

「楓の……っと……危ない。メイプルの装備との見た目格差があり過ぎてちょっと辛い」

　プレイヤーネームに言い直して理沙が話す。続けて理沙はこっちでの私の名前はサリーだとメイプルに言った。

「サリー、サリーだね。うん覚えた！」

　メイプルも理沙のことを理沙と呼ばないように気をつけなければならない。

　理沙ことサリーは、メイプルと早速フレンド登録をし、パーティーを組むと、メイプルにステータスを見せてくれた。






サリー




Ｌｖ１　ＨＰ　32／32　ＭＰ　25／25




【ＳＴＲ　10〈＋11〉】【ＶⅠＴ　０】

【ＡＧⅠ　55〈＋５〉】【ＤＥＸ　25】

【ⅠＮＴ　10】










装備




頭　　【空欄】　　　　　体　【空欄】

右手　【初心者の短剣】　左手【空欄】

足　　【空欄】　　　　　靴　【初心者の魔法靴】

装飾品【空欄】

　　　【空欄】

　　　【空欄】










スキル




なし








「色んなステータスに振ってるんだね」

「これが普通だから！　……ＶⅠＴとＭＰとＨＰにはとりあえず今は振らないでおいたんだ」

「どうして？」

「全部回避して、ノーダメージならＨＰもＶⅠＴもいらないからね！　魔法を使うかどうかは分からないから……今はＭＰとⅠＮＴは低めでいい。ＳＴＲは武器である程度補えるしね」

「色々考えてるんだねー」

　メイプルはレベルが上がればＶⅠＴに振るだけなので考えることなど何もないのだ。

「ふふふ……受け切ってノーダメの人とは考える量が違うのだよ。そういや……三位入賞の品は装備品とかじゃなかったの？」

　見たところ装備がサリーの聞いていた話のままなため疑問に思ったのだ。

「あれは記念メダルだったよ。装備品かもって期待してたんだけどなぁ」

「まぁ……次のイベントもそうとは限らないからなぁ……っと、それで？　……今からどこか行くの？」

　メイプルの今の目的が地底湖に行くことだと告げるとサリーはふむふむと頷うなずく。どうやら何か考えがありそうだ。

「それなら、私に任せて！　いい考えがあるから……」

　メイプルは素直に耳を傾ける。




　サリーは地底湖方面へと爆走していた。ゲーム内でも動きすぎると脳が疲労して動きが鈍くなるのだが、これはプレイヤーによって個人差がある。

　脳がどれだけ上手く働いてくれるかによって反応速度やスタミナなどのＰＳプレイヤースキルに違いが出る。

　サリーがここまで走れるのはＶＲ慣れしているからである。
















　肝心のメイプルはというと。

　サリーの背中にしがみついていた。

　いつもの重装備全てを外しているので、メイプルだと分からない人の方が多いかもしれない。

　防具を装備するのにはＳＴＲ値は干渉しないが、背負うとなると防具分のＳＴＲが余分に必要になるのだ。

　装備を外しているのはそのためである。

「前方から狼系モンスターが三匹！　メイプル！」

　ゲーム内で少しずつ冷静になっていくサリーがメイプルに指示を出す。繰り返される的確な指示のおかげで、メイプルは一人でいるよりも状況把握がしやすくなっていた。

「りょうかーい！」

　メイプルがそう言うとサリーはメイプルを下ろして距離を取る。

　地底湖までＡＧⅠの高いサリーがメイプルを背負って走り、途中の敵はメイプルを下ろしてメイプルが相手をするという役割分担で、メイプル一人で向かった時の五分の一の時間で地底湖に辿たどり着ついた。




「おおおお！　すっごい速かった！」

　メイプルが装備を付け直して嬉しそうに言う。

　サリーは早速役に立ててどこか得意げだ。

「ふふふ……崇めたまえ～！」

「ははーっ！　サリー様～！」

　そんな茶番もそこそこに、二人は釣りを始める。サリーも自分の釣つり竿ざおを買ってきたので二人で並んで湖面に糸を垂らして待つ。

　そして釣り始めてから一時間。




「や、やっと三匹目！」




「お、またかかった！」

　釣果はメイプルが三匹。

　サリーが十二匹である。




「１レベルでここに来たおかげで釣り上げた魚に止めを刺すだけでレベルが上がる上がる」

　実際、サリーのレベルは６まで上がっていた。

　しかも。




「【釣り】スキルゲット！　……初スキルが【釣り】かぁ……メイプルのこと変って言えないなぁ」

【釣り】スキル取得にはＤＥＸが20以上必要なためメイプルには一生無縁のスキルだろう。

「サリーはステータスポイント振り分けないの？」

「それはもうちょっとスキルを取ってから。スキルで戦闘スタイルが決まってくるところあるから……ステータスポイントはまだ取っとこうと思って。初期ステータスでもそこそこ戦えるしね」

「やるな～上級者め～！」

「それほどでもないけど、まあメイプルよりは色んなゲームやってきたしね」

　そう言ってもう一時間釣りを続ける。

　メイプルの釣果は変わらず。

　しかし、スキル【釣り】を手に入れたサリーの釣果は二十匹となった。




「どう？　これで足りそう？」

「うーん……もう一時間だけ……いい？」

「いいよ！　でも、私も一つ試したいことがあるから……釣りじゃなくて素潜りで狩ってきてもいい？」

「いいけど、そんなこと出来るの??」

「出来ると思うよ。と言うかメイプルの方が今までに意味分からないこと試してるよ？　多分私のＡＧⅠなら固まって泳ぐ魚のうちの一匹位なら倒せるかな？　私、泳ぎ得意だし」

　それだけ言うと、ぐっぐっとストレッチをして、サリーは地底湖へと飛び込んだ。

「じゃあ、頑張ってね！」

「うん！　一匹でも多く狩ってくるね」

　そう言ってサリーが潜水する。そのまま一時間もの間地底湖を泳ぎ回っていたサリーが戻ってきた。少し息は荒いもののその前に爆走してきたとは思えないスタミナの残りようだった。

「【水泳Ⅰ】と【潜水Ⅰ】のスキルが手に入ってからは簡単になったかな！」

　そう言ってサリーはインベントリから真っ白い鱗うろこを八十枚出す。

「こ、これ貰もらっていいの？」

「私はいらないし……今度私の手伝いをしてくれるのと引き換えで」

「じゃあ、それで！　手伝うって約束するからいつでも言ってね」

　メイプルはありがたく八十枚の鱗をインベントリにしまい込んだ。そこでサリーが神妙な面持ちで話し始める。

「ねえメイプル。確か、今見つかっているダンジョンって二つだっけ？」

「えっと……うん、確かそうだよ」

「地底湖の底に、小さな横穴があった」

「……！　それって！」

　興奮を隠し切れない様子でサリーが頷く。

「ダンジョンの入り口かも……でも……」

「うん……私は行けないね」

　メイプルのステータスではまともに潜水などできはしないだろう。溺おぼれれば初死亡である。

「だから、慎重に攻略しようと思ってる。メイプルと同じユニークシリーズが手に入るかもしれないし……だから」

　メイプルはサリーの言わんとするところを理解して食い気味に言う。

「うん、地底湖まで来るのを手伝うよ！　借りは即返すってね！」

「そう言ってくれると思ってた！　さっすがメイプル！」

「えへへーそれ程でもー！」

　帰りはログアウトすればいいので【水泳Ⅰ】と【潜水Ⅰ】のスキルレベルを上げるためにサリーは再び泳ぎ始めた。











八章　防御特化と地底湖攻略。















５３２名前：名無しの大盾使い

皆もう二層には行ったか？　俺は無事に二層に入ったぞ




５３３名前：名無しの槍やり使い

おう

ついさっき勝って二層入ったところだ




５３４名前：名無しの大剣使い

俺も無事に勝利




５３５名前：名無しの魔法使い

俺も

勝ったぜ

やったぜ




５３６名前：名無しの弓使い

何と俺も二層到達してるんです




５３７名前：名無しの槍使い

あれ？　俺ら割と強くね




５３８名前：名無しの大剣使い

メイプルちゃんがさっさと二層に行ってもついていけるようにレベル上げてたら……




第一線の仲間入りですよ




５３９名前：名無しの弓使い

俺もそれだわ




５４０名前：名無しの大盾使い

そんなメイプルちゃんだが

まだ二層に行ってないっぽい

っていうかパーティー組んだ表記が俺のフレンド欄に出てるんだけど




５４１名前：名無しの弓使い

俺それ見たぞ多分




５４２名前：名無しの魔法使い

ちょっとそれ詳しく




５４３名前：名無しの弓使い

名前は分からないが初期装備だったし仲よさそうだったからリア友だと思う




５４４名前：名無しの大剣使い

武器は？




５４５名前：名無しの弓使い

短剣だったはず




５４６名前：名無しの魔法使い

意外

魔法使いか弓使いだと予想してた




５４７名前：名無しの槍使い

俺も




５４８名前：名無しの大盾使い

まあ二人で戦うならその構成は良くないな

だが……メイプルちゃんの友達だろ

果たして普通の初心者なのか

メイプルちゃんタイプの初心者かもしれん




５４９名前：名無しの魔法使い

確かにありうる




５５０名前：名無しの弓使い

メイプルちゃん「極振りは強いよ！」

友達「そうなの!?　じゃあそうする！」




これ




５５１名前：名無しの大剣使い

メイプルちゃんが二人いるパーティーとか

どうしようもねぇぞ




５５２名前：名無しの槍使い

おいお前ら落ち着け

短剣使いだぞ




５５３名前：名無しの魔法使い

ああそうか

何か無意識に大盾イメージしてたわ




５５４名前：名無しの大盾使い

短剣ならＡＧⅠ特化か？




５５５名前：名無しの弓使い

でもそれあんまり強くなさそう




５５６名前：名無しの大剣使い

防御力無いから一撃で終わりだもんな

しかも火力ゼロ




５５７名前：名無しの槍使い

まあ多分勝手に頭角を現してくるだろ

次のイベントっていつだっけ？




５５８名前：名無しの大盾使い

今からだいたい一ヶ月後で時間加速させてゲーム内とリアルの時間がずれるらしい

んでイベントは二時間で途中参加と退場は時間加速の関係でできないんだと

運営が前回の盛況でイベントの開催スパンを短くしたらしい




５５９名前：名無しの魔法使い

そのあたりは運営ぐう有能




５６０名前：名無しの槍使い

一ヶ月あれば多分鍛えてくるだろうし

プレイスタイルも見られるだろ

そこで判断できる




５６１名前：名無しの大剣使い

あー早く次のイベント来いよー

その子の実力気になってしゃーない










　そんな話をされているとはつゆ知らず。

　メイプルとサリーは地底湖で今日も釣りと水泳に明け暮れていた。と言ってもメイプルはたまに外に出て寝転がると、【挑発】をしてモンスターに攻撃されるという謎行動にでていたりする。

　ダメージ軽減系スキルは盾を作って貰もらってからにしようと思っているため、新たなスキルを探しているのだ。うまくいっているとは言えないが、メイプルは試すことそれ自体を楽しんでいた。

　ちなみに、今日でもう既にサリーが始めてから二週間である。

　別にいつも二人で時間を合わせてログインしている訳ではない。

　サリーもプレイ時間を別で確保して【水泳Ⅰ】と【潜水Ⅰ】以外の身につけやすいスキルを広く浅く取得している。

　二人共イベントへの準備を着々と進めながらも、ダンジョンらしき地底湖を探索しようと地底湖に入り浸っているのである。




「ぷはぁっ……！　はぁ……はぁっ……何分潜ってた？」

　サリーが水面まで上昇してきてメイプルにタイムを聞く。

「す、凄すごいよ！　四十分！」

「【水泳Ⅹ】と【潜水Ⅹ】になったってことは……これが今の私の最大ってことだから……片道二十分で奥まで辿たどり着つけないと溺でき死しか……」

「二十分経ったら私がフレンド機能でメッセージを送るっていうのはどう？　通知音が頭に響くから分かると思うよ」

「ナイスアイデアメイプル！　じゃあ……お願いしていい？」

「任せといて！　存分に潜ってきてね！」

「行ってきます！」

　サリーが水中へと物もの凄すごいスピードで潜っていく。

　透き通った水の中、サリーは優雅に泳ぐ白い魚の群れをすり抜けて底へ底へと潜っていく。水草がゆらゆらと揺れる水底に、ごつごつとした岩が見えてくる。サリーはそこに近づいてその陰にある横穴に入っていく。静かに青い光を放つ水草が横穴の中を照らしていた。

　サリーの予想通りその穴は奥へ奥へ、深く深く伸びていて、サリーはそこを人魚と言ってもいい程の速度で泳いでいく。

　しかし、途中で道が枝分かれしているのを見てサリーの動きが止まる。てっきり最奥まで一本道だと思い込んでいたためである。

　サリーはこれは骨が折れると思いつつ右へ左へと進んで脳内にマッピングしていく。

　しばらく進んでいるとメイプルからの通知が届いた。二十分経った証である。

　横穴の道中にモンスターは出ないため、イレギュラーも無く無事にメイプルの元に戻ってくることができた。

「はぁっ……はぁっ……」

　サリーは息を整えながら陸に上がって座り込む。

「どうだった？」

「何本にも枝分かれしてて……今日はあと一回で止める。どれくらい深いか分からないし」

「じゃあ、また通知するね」

　サリーは再び湖底へと向かっていく。前回途中までは迷路を攻略してあるためそこまでは最速で向かう。

　もう一度、一つ一つ可能性を潰つぶして奥へ奥へと向かう。

　そうして、再びメイプルからの通知が来ると同時。

　サリーは真っ白い大きな扉を通路の先に見つけた。

　よし、と小さくガッツポーズをして来た道を引き返す。サリーはユニークシリーズをとり逃さないために万全の状態で来なければならないのだ。




「ボス部屋！　見つけたっ……はぁっ……はぁっ」

　浮上するなりそう言ってメイプルとハイタッチをする。後は無事に勝てるかどうかである。

「私はちょっと休憩したらボス部屋に突っ込む！　もう、見つけちゃったしね。メイプルは？」

「私は、今日はそろそろログアウトかな」

「そっか……付き合わせちゃってごめんね」

「別に気にしてないよ！　頑張って勝ってね」

「もちろん！」

　そう言い残すとメイプルは光に包まれログアウトして消えた。

　静寂がサリーの集中力を高めていく。

「ステータスはどうしようか……」






サリー
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装備




頭　　【空欄】　　　　　体　【空欄】

右手　【初心者の短剣】　左手【空欄】

足　　【空欄】　　　　　靴　【初心者の魔法靴】

装飾品【空欄】

　　　【空欄】

　　　【空欄】










スキル




【スラッシュ】【ダブルスラッシュ】【疾風斬り】

【ダウンアタック】【パワーアタック】【スイッチアタック】

【ファイアボール】【ウォーターボール】【ウィンドカッター】

【サンドカッター】【ダークボール】

【リフレッシュ】

【状態異常攻撃Ⅱ】

【筋力強化小】【連撃強化小】【体術Ⅰ】

【ＭＰ強化小】【ＭＰカット小】【ＭＰ回復速度強化小】【毒耐性小】

【採取速度強化小】

【短剣の心得Ⅱ】【魔法の心得Ⅱ】

【火魔法Ⅰ】【水魔法Ⅰ】【風魔法Ⅰ】

【土魔法Ⅰ】【闇魔法Ⅰ】【光魔法Ⅰ】

【気配遮断Ⅱ】【気配察知Ⅱ】【しのび足Ⅰ】【跳躍Ⅰ】

【釣り】【水泳Ⅹ】【潜水Ⅹ】【料理Ⅰ】








「ステータスポイント35は、まだ振らないでおこう……回避して勝つ」

　メイプルと比べて圧倒的に多いスキル群はサリーが寝る間も惜しんでかき集めたものである。

　ＭＰに関しては消費ＭＰ７％カット。

　回復速度５％増加。ＭＰ＋10。




　ＳＴＲに関しては、ＳＴＲ５％増加。

　連撃時、威力上昇最大ＳＴＲ10％増加。




「よし！　行こう！」

　サリーは戦略を練るとあの真っ白い大きな扉へと舞い戻っていった。




　扉をゆっくりと開く。中は巨大な球体の部屋に半分水が溜たまった造りになっていた。

　サリーにとっての嬉うれしい誤算は酸素があったことだ。これで無理をして短期決戦に持ち込む必要がなくなったのである。




「ぷはっ……さぁ……こい！」

　サリーの目が真剣な色に染まる。それに応えるように一点に収束した光が形を成し真っ白な巨大魚が現れた。

　巨大魚はその巨体で突進攻撃をしてくる。

　サリーはその動きを完全に見切り、体を捻ねじりすれすれで回避し、すれ違い様に赤く輝く短剣で鱗うろこと肉を僅わずかに斬り裂く。




「【スラッシュ】！」

　赤い光の下の毒々しい紫に染まった刃は【状態異常攻撃Ⅱ】がかかっている証である。

　それは巨大魚の体に毒を注ぎ込んでいく。

　ほんの僅かなダメージだが、巨大魚のＨＰバーは少しずつ確実に削られていく。

　巨大魚は切り返して再び突進してくる。

　サリーはそれを同じようにあしらい相手の体を削りとる。

「【ウィンドカッター】！」

　赤いダメージエフェクトがいくつか水中に輝く。サリーの最大威力の魔法は鱗を浅く傷つけるくらいの力はあった。

　繰り返される巨大魚の突進は、しかしサリーに傷を付けることが出来ない。

　そして巨大魚のＨＰバーが八割を切る。

　ここでサリーは集中を高めて、巨大魚の行動を注視する。

　普通のプレイヤーなら先程と同じように見えるであろう突進はサリーには全く違って見えていた。それはほんの僅か、だが確かに遅かった。

　巨大魚は途中で突進を止めて尾びれでの範囲攻撃を前方に繰り出す。

　しかし、それもサリーには届かない。

　サリーは行動パターンが切り替わるタイミングを敵の頭上のＨＰバーの減りから予測していたのだ。

　巨大魚の体長から攻撃範囲を正確に見切り、一歩分下がることで目の前を尾びれが通過していく。サリーはその尾びれをスキルでもって切り裂く。

「【ダブルスラッシュ】！」

　ここまで相手の攻撃を受けずに巨大魚に攻撃を入れてきたサリーの連撃ダメージＵＰは既に最大値だった。

　今までより少し深く、赤いエフェクトが二回巨大魚の尾びれに食い込む。

　それと同時。【状態異常攻撃Ⅱ】によって麻ま痺ひ毒を注ぎ込み敵の動きを緩慢にさせる。

「【パワーアタック】！」

　動きの鈍った巨大魚の体に短剣が根本まで突き刺さる。サリーはそれを素早く引き抜くと距離を取る。巨大魚のＨＰは五割を切った。

　行動パターンの変わりどきである。

　巨大魚の体の左右に白い魔法陣が浮かび上がりそこから泡が溢あふれ出る。

「【ウォーターボール】！」

　サリーが泡に魔法を当てると泡は激しい音と共に爆発した。あの泡には触れられないとサリーは確信する。

　サリーは巨大魚から逃げつつ泡を水魔法で爆破し、逃げ道を作っていく。

　巨大魚の行動パターンがサリーの通った道を追ってくる追尾式になっていることに逃げ回っていたサリーが気付く。

　それならと。

　サリーは逃げていた体を反転させ水魔法で泡を爆発させる。そして、一瞬だけ開いたその空間に体をねじ込みすり抜ける。

「【パワーアタック】！」

　赤いエフェクトが巨大魚の背に赤い一本の線となって残る。

　頭から尾びれまでを深く切り裂かれた巨大魚のＨＰバーが二割程吹き飛ぶ。そのまま体を回転させて尾びれを刃でさらに数回削る。

　サリーの後を追って振り返ったその一瞬。体の速度についていけなかった泡の弾幕が薄くなった。

　それをサリーは見逃さない。

「【ウィンドカッター】！」

　泡を潜り抜けた風の刃は巨大魚の額を深く傷つける。そして遂に巨大魚のＨＰバーが二割を切って赤く染まった。

　それと同時。巨大魚の体の左右の魔法陣が消えて、部屋が水で満たされる。

　上下左右の壁に爆発する泡を発生させる魔法陣が現れる。

　巨大魚がその大きな口をガパッと開ける。その口の中には泡の魔法陣よりも強い輝きを放つ魔法陣があった。

　サリーがゲーム内で培ってきたセンサーがその体を反射的に動かした。

　直後、さっきまでサリーのいた場所に向かって真っ直ぐに高速の水のビームが放たれる。

　サリーが焦る。あれを次に躱かわすためにはかなり運が絡むだろう。

　それに泡も迫ってきている。

　まずい。まずいとサリーが落ち着きを失っていく。

　焦りは思考を停止させる。




　こういう時こそ落ち着いて。

　サリーは自分に言い聞かせる。焦る心を落ち着け鎮めて集中する。

　まるで時間が止まったように。

　泡も、ビームも、巨大魚の動きも。

　遅く、遅くなっていくようにサリーは感じていた。

　危険な場所が、安全な場所が、全て手に取るように分かる。

　敵の体の微妙な動き、目線。

　これらからビームの位置を予測する。

　泡の弾幕が次にどこへ広がるとまずいかを現在の泡の位置から予測し、先回りして逃げ道を作る。過去の経験とも照らし合わせ、生き残る確率の高い道を先手先手で作り出す。

　それはもはや未来予知。

　チートにも似た圧倒的なＰＳプレイヤースキル。




「【ウィンドカッター】」

　静かに放たれた魔法はその度に泡のカーテンを綺き麗れいにすり抜けて巨大魚を抉えぐる。

　そして遂に。




　巨大魚のＨＰバーは空になった。





◆□◆□◆□◆□◆






　部屋の中に溜まっていた水が、全てどこかへと抜けていって、中央に大きな宝箱が現れる。

　サリーは喜ぶより先に、地面に仰向けに寝転がった。

「あー……やっぱ本気で集中すると疲れる……」

　レベルアップとスキル取得の通知が鳴り響くが、そんなものの確認は後だとサリーは寝転び続ける。

　出来ればあのモードには入りたくなかったのだが、流石のサリーもあの弾幕と高速レーザーは手に余った。

　しばらく寝転がっていたサリーはテンションを元に戻すと、宝箱の方に向かった。

「いざ、オープン！」

　両手で勢いよく蓋ふたを開ける。

　中に入っていたのは海のような鮮やかな青を基調として、端には泡を思わせる白があしらわれたマフラー。

　腰くらいまでの長さの水色のコートとそれに合わせた上下の衣服。

　そして光の届かない深海のように暗い青のダガーが二本と、それをしまうことができる鞘さや、水色のベルト。

　サリーは全ての装備の能力を確認していく。






『水面のマフラー』




【ＡＧⅠ＋10】【ＭＰ＋10】【破壊不可】

スキル【蜃しん気き楼ろう】




『大海のコート』




【ＡＧⅠ＋30】【ＭＰ＋15】【破壊不可】

スキル【大海】




『大海の衣』




【ＡＧⅠ＋20】【ＭＰ＋10】【破壊不可】




『深海のダガー』




【ＳＴＲ＋20】【ＤＥＸ＋10】【破壊不可】




『水底のダガー』




【ⅠＮＴ＋20】【ＤＥＸ＋10】【破壊不可】








「これは……私のスキルの取り方が影響したのかな？　ふふふ……私好みの装備だなぁ。メイプルよりも装備が多いけど……【破壊成長】とスキルスロットは無いんだね」

　装備欄を弄って全て装備して、喜びからくるりとターンする。ベルトは装備としてはショートパンツの一部のようで、新たに装飾品のスロットをつかうことはなかった。

　メイプルの時とはまた違った、ステータスの伸びが大きいユニークシリーズを身につけて、サリーは洞どう窟くつを後にした。

　スキルの確認は明日メイプルと一緒にしようと考えながら。それ程に疲労していたのだ。




　翌日。




「おー！　格好良くなったね！」

「でしょー！　靴は手に入らなかったから黒いブーツを買ったし……これで統一感は完かん璧ぺき！」

　そして、二人で手に入れたスキルを一つ一つ確認していく。

　まずは装備についているスキルからだ。

　その後に新たに取得した二つのスキルを確認する。と言っても一つはメイプルも知っているスキルだったのだが。






【蜃気楼】




発動時、相手の視覚情報での座標と本当の座標とにズレを生じさせることが出来る。

対象は使用者以外全員。

使用可能回数は一日十回。

効果時間は五秒。

また、【蜃気楼】で作り出したズレた映像に何らかの攻撃が加えられた際、【蜃気楼】は効果を失う。










【大海】




モンスター、プレイヤーが触れた場合ＡＧⅠを20％減らす水を、使用者を中心として円状に地面に薄く広げる。空中では使用出来ない。

範囲は半径十メートルで固定。

使用者のみがその対象から外れる。

使用可能回数は一日三回。持続時間は十秒。










【器用貧乏】




与ダメージ三割減。消費ＭＰ10％カット。

【ＡＧⅠ＋10】【ＤＥＸ＋10】




取得条件




武器・攻撃に関するスキル十個を取得済み。

魔法・ＭＰに関するスキル十個取得済み。

その他のスキル十個取得済み。

その中で最低スキルレベルのスキルが十個以上ある。

この条件を満たした後でモンスターを撃破すること。








　あとの一つは【大物喰らいジヤイアントキリング】である。




「おー……なるほどなるほど。あの巨大魚の前に【器用貧乏】ついてたらヤバかったかも」

　その後でサリーがうーんと唸うなる。

「【大物喰らいジヤイアントキリング】はいらないなぁ……」

「えっ!?　なんで!?」

「そりゃあメイプルなら使えるかもしれないけど……私は極振りじゃないから相手によって急にＡＧⅠが上がったり、上がらなかったりするから感覚がズレちゃうんだよね」

　自分の意思に関係なく急にステータスが上昇すると、回避の感覚がズレるためサリーのプレイスタイルからすると困るのだ。

「あーそっか……」

「これは【廃棄】かな……」

「何それ？」

「え？」

「え？」

　二人は顔を見合わせる。




「スキルを【廃棄】……そんなこと出来たんだ……」

「むしろ知らなかったのが驚きなんだけど？　まあ、でもそうやって【廃棄】したスキルを取得し直すためには、専用の施設に五十万Ｇ払わないと駄目だし本当にいらない時だけね」

　それだけ言うとサリーは【大物喰らいジヤイアントキリング】を【廃棄】する。

　12だったレベルも今は15である。

　ステータスポイントはこれで40溜たまっているが、サリーはまだ振り分けないようだ。

「よし、これくらいかな！　あと、そうだ！　メイプルの装備はどうなったの？」

「んー、とりあえず大盾だけ作ってもらえることになったよ。一番大事だし、短刀と鎧よろいは後回し」

　メイプルはサリーに、イズの店で盾の製作を依頼したことを話した。

「そっか！　イベントも近いし……もう少しスキルも集めたいなぁ」

「それなら……二層に向かう？　……あ、でもどうする？　多分あそこもユニークシリーズがあると思うけど……一人で行ったりする？」

　二層に上がるための条件が『ダンジョンの突破』である。恐らく単騎撃破で装備が手に入るだろうことは二人にも分かった。

「うーん……私は別にいいかなぁ……今の装備気に入ったし」

「サリーがいいなら、私もいいや。じゃあさ、二人で一緒にダンジョンに行ってみようよ」

「いいね！　早速行こうか」




　二人は二層へと続くダンジョンへと向かった。移動方法は地底湖に行った時と同じである。

「やっぱりはやーい！」

「しっかり捕まっててね？」

　目指すは北。

　このペースならたいして時間もかからないだろう。











九章　防御特化と二層攻略。









「到着！」

「よーし、早速中に入ろう！」

　目の前には石造りの遺跡の入り口がある。

　情報通りならここが二層に繫つながるダンジョンである。

　メイプルを先頭にして道を歩く。闇夜ノ写を構えながら歩いているだけで防御面は万全だ。

　そうして歩いている内に二人はモンスターに遭遇した。

　前から現れたのは少し大きめの猪だった。大きな牙きばが口もとから伸びており、二人には攻撃力が高そうに見えた。




「【ウィンドカッター】！」

　サリーが先手をとって魔法を撃ち込む。しかしそれはＨＰバーを二割程削っただけだった。

「むぅ……結構威力減ってるなあ。これは私も状態異常攻撃スキルを上げないとダメか」

　そんなことを言っていると、体勢を立て直した猪が突進してきた。それは勢いよくメイプルにぶつかろうとして。

　大盾に飲み込まれた。

「んー……猪との戦闘は任せていい？」

「おっけー！」

　道幅が狭いため猪の突進はただの自殺だった。

　メイプルの大盾のことを知らない猪達は自ら飛び込んでくるのだ。

　分かれ道を右へ左へと進み少しずつ少しずつ奥地へと進んでいく。

「おっ！　別のが来たよ！」

　メイプルが新手のモンスターに反応する。曲がり角の先で現れたのは熊である。

　熊も同じように飛び込んでくるかとメイプルは盾を構える。が、しかしそうはいかなかった。

　熊がその太い腕をブンッと振ると、爪の形の白いエフェクトが飛んでくる。

　それはメイプルが構えていた大盾に飲み込まれて消えたがメイプルを驚かせるには十分だった。

「び、びっくりした」

「まさか、遠距離攻撃があるなんてね。しかも距離を取りながら道を塞ふさいでるし」

　猪とは違って行動パターンが複雑な熊は、猪よりも上位のモンスターなのだろう。

　サリーは考え事をするように口もとに手をやって、そして話し始めた。

「私がやってみる。真っ直ぐ大盾を構えて立ってて」

　サリーがそう言ってから小さく何かを呟つぶやく。すると、メイプルは自分の大盾が地面に落ちていったように見えた。

　それはメイプルにも熊にも共通してそうだったようで、熊がチャンスと思ったのだろう、突撃してくる。

　メイプルもその手に大盾を持っている感覚が無ければ地面に手を伸ばしていただろう。

　熊が元々大盾の構えられていた地点に到達したと同時にその体は消え失せた。

　そして、何もなかった筈はずの空間が歪ゆがんで大盾が姿を現した。地面に落ちていた大盾も同様にして消えていく。

「【蜃気楼】の実験は成功かな？」

「【蜃気楼】かぁ！　私、いきなり大盾が地面に落ちててびっくりしちゃった」

「今回は実験として使ってみたけど、回数制限もあるしボスまで取っておくから、戦闘は当分任せるよ」

「うん！　任された！」

　メイプルとサリーは再び奥へと進んでいく。ダンジョンはそこまで深くなかったようで、十回ほどモンスターとの戦いを挟んだだけで、ボス部屋に到達することができた。

　二人はその大扉をぐっと開けて中に入る。




　中は天井の高い広い部屋で奥行きがあり、一番奥には大樹がそびえ立っている。

　二人が部屋に入って少しすると背後で扉が閉まる音がする。

　そして。




　大樹がメキメキと音を立てて変形し、巨大な鹿になってゆく。

　樹木が変形して出来た角には青々とした木の葉が茂り、赤く煌きらめく林りん檎ごが実っている。

　樹木で出来た体を一度震わせると大地を踏みしめ二人を睨にらみつける。




「来るよ！」

「おっけー！」

　鹿の足元に緑色の魔法陣が現れ輝き出す。

　それが戦闘開始の合図となった。




　鹿が地面を踏み鳴らすと魔法陣が輝き、巨大な蔓つるが次々に地面を突き破って現れ、メイプル達に襲いかかる。

「よっ！　と……」

「ははっ！　遅いね！」

　メイプルの大盾は正面からその蔓を受け止めて飲み込む。サリーは自慢の回避力で、唸りを上げて襲いかかる蔓を難なく躱かわす。

　メインの火力はメイプルの新月。

　メイプルがカウンターとばかりに毒で作られた竜を放つ。

　それは蔓を飲み込み、溶かし、消し飛ばして鹿へと迫る。

　しかし、毒竜は鹿の目の前で緑に輝く障壁に阻まれて消失した。

「えっ??」

「多分、あの魔法陣だよ！　攻撃が通ってない。どこかにギミックがあるはず！」

　鹿は再度蔓を伸ばして攻撃してくる。それ自体は二人にとっては問題でないのが救いといったところだろう。

　しばらくそうして耐えていた二人だったが埒らちがあかないと思ったサリーが提案する。

「ちょっと本気で観察に回るから、防御を受け持ってくれる？」

「分かった！　……【挑発】！」

　蔓の向かう先が明らかにメイプルに偏る。その隙にサリーが実験に回る。

　魔法で攻撃を重ね障壁を何度も出させているうちに、サリーはついにあることに気付いた。

「角の部分には攻撃が通るよ！　……あと、障壁はあの林檎が維持してるっぽい！」

　サリーが木の葉の中で煌めく林檎を指差す。障壁発動時には林檎がより赤く輝いており、小さな赤い魔法陣がくるくるとまわっていたのである。

「じゃあ……私に任せて！　纏まとめて吹き飛ばすから！」

「うん、お願い！」

　メイプルが新月を突き出す。サリーが角の部分には攻撃が通ると教えてくれたため、メイプルの今回の狙いは鹿の角部分である。再び現れた毒竜は今回は障壁に阻まれることなく木の葉全てを飲み込み溶かし、林檎を全て吹き飛ばしていった。

「【ウィンドカッター】！」

　すかさずサリーが攻撃を試す。すると今度は障壁に阻まれることなく鹿に攻撃が通った。林檎が防御に関係しているというサリーの読みは見事に当たっていたのである。鹿から赤いダメージエフェクトが散る。

「よしっ！　通った！」

「大技でいくよ！」

　大盾に浮かんでいた結晶がパリンパリンと音を立てて割れると共に新月から巨大な紫の魔法陣が展開される。それはしばらくして光を増し、三つ首の毒竜となって鹿に襲いかかった。

　鹿の体が溶けて赤いエフェクトが絶え間なく溢あふれる。間違いなく致命的ダメージだった。

　しかし、鹿の足元の緑の魔法陣が一際輝きその傷を癒す。ＨＰバーを二割まで回復すると毒の状態異常を取り除いて魔法陣はその役目を終え、薄れて消えていった。

「さっきのってまだ撃てる？」

「いけるけど、ちょっと時間かかる！」

　相談するのを鹿が待ってくれるはずもなく、行動パターンの変わった鹿が風の刃とさらに太くなった蔓で攻撃してくる。

　さらに。

「っ！」

「うううわぁあああっ！」

　地面が急に隆起して足元から二人を攻撃してくる。サリーはそれを敏感に察知して躱したが、メイプルは空中に弾き上げられた。

　ノーダメージではあったが、メイプルは地面に叩たたきつけられると、【スタン】の状態異常を受けて倒れたまま身動きがとれなくなってしまった。本来なら生存は絶望的だがその後、風の刃を受けてもＨＰバーが減っていないのを見るに、起き上がるまで耐えられることは間違いなかった。

　だが、メイプルのスキル発動が大幅に遅れることとなるのは確かだ。

「仕方ない……面倒だけど……」

　サリーが両手にダガーを持ち、走り出す。

　言葉とは裏腹にその表情は嬉うれしそうだ。




「私が殺るか」




　敵の攻撃を完かん璧ぺきに見切る。

　集中状態のサリーにとって、この程度の攻撃はないに等しい。隙間をぬって確実に鹿の足元に近づくと【跳躍Ⅰ】で鹿の目の前まで飛び上がる。

　そこは風の刃の止まない戦場で唯一静かな安全地帯。




「ここが安全なのは分かってるんだよ？　……【ダブルスラッシュ】！」

　体を回転させて両手のダガーでの四連撃。

　武器を二本持つことで一本の時と比べて二倍の攻撃を繰り出せる。一本の時よりも単発の威力は落ちるが、手数で圧倒する。

　そしてサリーはそのまま顔を背中に向かって駆け上がっていく。




「【パワーアタック】！」

　額から首筋にかけてを切り裂く二連撃。

　さらに、火魔法でその背中を焼いていく。

　背中で飛び回るサリーに風の刃が飛んでくる。

　が、回避は容易だった。

「ん？　ここは安地じゃなかったか」

　ヒュンヒュンと音を立てて飛ぶ風の刃を縫うように移動して回避する。隙を見ての連撃がついにＨＰバーを削り取ったその時。

「んんっ……そ、そうだ！　戦わないと……」

　メイプルがようやく起き上がり鹿を見据えた。

　とはいえ、目の前で光となって爆散する鹿を見届けることしかできなかったが。

「ええええええええっ!?」

「寝てる間に終わらせちゃった」

　サリーが戻ってきてそう言う。

　メイプルにとってはなんとなく腑ふに落おちないダンジョン攻略となってしまった。




　しかしとにもかくにも、二人は二層進出の権利を手にしたのだった。




















十章　防御特化とメンテナンス。









「あうぅ……」

　新しく二層の町を拠点として活動を始めたメイプルとサリーだったが、メイプルは暗い顔で唸うなっていた。




「うーん……私もまさかイベントの二週間前にメンテが来るとは思わなかった。しかも……」

　そう、二人はメンテナンスが終わると早速ログインしたのだが、そのメンテナンス内容を見て愕がく然ぜんとしたのだ。

　正確には主にメイプルがである。




　メンテナンス内容は一部スキルの効果や取得条件の修正とフィールドモンスターのＡⅠ強化。

　対象となるスキルの名称はゲームの仕様上明かされてはいないため所持している者しか分からない。

　そしてさらに残り一つ変わったことがある。

　それは。




　防御力貫通攻撃スキルの実装と、それにともなう痛みの軽減。

　スキルは一つの武器につき三種から五種あり、威力もそれなりに確保できるものだ。

　問題はスキルの修正である。




「うぐぐ……」

「まあ……目立ち過ぎればよくあることかな。本来の使い方の強さを振り切ってたし」

　サリーがドンマイドンマイと肩を叩く。

　メイプルに関係する調整は主に二つ。

　しかし、サリーが言うには遠回しなのも考えれば三つ全てとのことだ。




　まずスキル修正では【悪食】が修正された。

【悪食】の修正後の能力は一日十回の回数制限が付き、吸収出来るＭＰが二倍になるというものだ。

　常時発動は変わらないため十回攻撃を大盾で受けた後は、闇夜ノ写はただの大盾になってしまう。吸収できるＭＰが二倍になっているため、ある程度の魔力タンクにはなるだろうが、弱体化しているのは間違いない。




　次に、ＡⅠ強化はモンスターが回り込んで攻撃してくるようになったり、場合により逃走するようになるというものだ。

　これはメイプルの再発生防止だろうとサリーはメイプルに話した。どういう意味か分からないという様子のメイプルにサリーが詳しく説明する。




「だって……ＡⅠを強化すればメイプルの根本となる【絶対防御】を白兎っていう抜け道を使って取れなくなるでしょ？　ＡⅠを強化した白兎が一時間も突進してこないだろうし……運営もあの取り方は予想外だったんじゃない？」




　このメンテナンスでメイプルというイレギュラーの再発生は防止されたが、サリー曰いわく流石にメイプルの今の性能を完全に殺してしまうピンポイントなメンテナンスは出来ないだろうとのことだった。




「例えば……【絶対防御】を消去するとか。そういうのはないと思う。多分だけど……上位プレイヤーの持ってるような強力なスキルはいくつか弱体化を受けてると思う。その一つがメイプルの【悪食】だったっていうわけ」

「んー……まあ仕方ないとも思うよ。【悪食】すっごい強かったもん。でも……あの修正がなぁ……」

　メイプルの言いたいことを察したサリーが続きを話していく。

「これでメイプルもダメージを受けるようになっちゃったもんね……あの修正はメイプル対策だろうなあ。遠回しだしよくあるスキルだけど」

「うぐぐぐぐ……」

　メイプルの耐久性が明らかに常軌を逸していたため運営側も苦肉の策としてこの修正を実装せざるを得なかったのだ。

「まあ、貫通攻撃はよくあるスキルだし、今までが少な過ぎたかな」

　そうサリーが言うとメイプルは両手を合わせて申し訳なさそうに話し出した。

「あー……ごめんね！　無敵じゃなくなっちゃった……これじゃあ無敵パーティーになれないし……せっかく回避盾になってもらったのに」

　そう言ってメイプルがサリーに謝る。二人のパーティーの理想は二人ともノーダメージというものだった。これではそれができない。

「それは仕方ないよ。それに、ダメージは受けるようになったけど……絶対ノーダメージじゃなくなっただけだし……ダメージエフェクトが出る分削っても削っても死なない！　ってなって無敵感が強調されるし。不敵に笑っていれば格好良いままじゃない？」

　メイプルは相手がダメージを与えられていることを唯一の希望にして、必死に攻撃してくるのをふふふと笑いつつ受け止めて、相手が疲労しきった所で倒す様を想像した。

「おー……確かにいいかも……？」

「黒い笑みがこぼれてるよ？」

「わわっ！　い、今のなし！　なしで！」

　そう言って手をぶんぶん振る。サリーは微笑みつつ話を続ける。

「んー……でもそうなるとＨＰも上げないといけないか。貫通で削られちゃうとまずいし…………痛いのは平気？」

「まあ……どうしても無理、ではないかな？　現実よりは全然痛くないし……しかも、痛みが軽減されたみたいだし」

「ＰＳプレイヤースキルを磨いて出来るだけ防ぐのと……回復系のスキルと装備、ＭＰとＨＰ系統もいるかな？」

　それさえあれば結局のところ無敵のようなものだろうとサリーは言う。

「装備品とか集めるの手伝ってあげる！　あとはスキルも良さそうなのを探してみるね」

「い、いいの？」

「私が誘ったゲームなんだからメイプルと一緒に楽しむためならそれくらいするよ？　っていうか今から一緒に行かない？」

「ありがとう！」

「まぁ私も手伝って欲しい時があるから……」

「うん！　その時は頑張るね！」

　メイプルは満面の笑みで答える。

「それじゃあ……まずはＨＰを上げるスキルを取得しに行こうか。それが一番大事そうだしね。私もいくつか知ってるし、それからだね。イベントも近いし急ごう！」

「おー！」

　二人はフィールドに飛び出していった。

　新たなスキルを手に入れて、メイプルの弱点をカバーして、第二回イベントでも好成績を残すために。

　今出来ることをするのである。





◆□◆□◆□◆□◆






　そうして能力強化のためフィールドへ飛び出した次の日。

　メイプルは二層の町で【悪食】の使い方について考えていた。

　今までのようにいつでも使えるというわけではなくなってしまったため、使いどころを考えて節約していかなければならないのである。

「えっと……だから、防御力をもっと上げてダメージを受けにくいようにして……」

　メイプルに今できることはひたすら【ＶⅠＴ】値を高くして、盾を使わずともダメージを受けないという状態を目指すことである。

「レベルもちょっとは上げないと」

　メイプルが立ち上がって、今日もフィールドへと向かおうとしたその時、メイプルにメッセージが届いた。

「ん？　……あ！　イズさんからだ！」

　メイプルがメッセージを読み込んでいくと、そこには盾が完成したことが書かれていた。

「そうだ、これでちょうど使い分けしやすくなった！」

【悪食】をどう節約するかを考えていたメイプルにとって、これはベストタイミングでの完成報告だったのだ。

「早速いこうっと」

　メイプルはイズの店へと急いで向かった。







　メイプルはイズの店に到着すると扉を開けて中へと入る。

　すると、すぐにカウンターの向こうのイズと目が合った。

「あら、メイプルちゃん。早かったわね」

「はい。完成したんですか？」

「ええもちろん。はい、これよ」

　メイプルは【白雪】と名付けられた真っ白い大盾を受け取るとそれを装備した。

　綺き麗れいな装飾が施されており、新雪のように真っ白な大盾には所々に青い宝石がはめ込まれている。【闇夜ノ写】と比較しても遜そん色しよくない大盾だと言えるだろう。

「ありがとうございます！」

　メイプルは喜んでその大盾を眺めてみる。

　イズはその光景を微笑みながら見守っていた。

「そうね。似合っているわ。耐久値も高くしておいたけど……こまめにメンテナンスに来てね？　壊れると大変だから」

「はい！」

　メイプルは元気よく返事をした。

「あとはそうね、一度その大盾で戦ってみて？　サイズもできる限り合わせたけど……使いにくかったらまた改良してあげるわ」

「分かりました。ありがとうございます！」

　その後メイプルはイズと少しばかり話をし、【白雪】をインベントリにしまうとイズの店を後にした。




　店の外に出たメイプルはそのままフィールドへと歩いていく。

　イズの言ったように【白雪】を一度使ってみようと考えたからである。

　善は急げというわけだ。

「えっとじゃあ……サリーにやってみてって言われた訓練も一緒にしにいこう！」

　同時にできるようなことも思い出して、メイプルはやる気十分にフィールドへと飛び出した。







　そうこうしているうちに、サリーとスキル集めを開始して一週間が過ぎた。

　つまり、イベントまで一週間となった時、そんな頃にメイプルは一人ログインしてスキルを探していた。




「サリーに言われて初めて気付いたけど……パーティーで大盾の人が普通は持ってるスキル、全然持ってないや」

　サリーに大盾の固有スキルに防御力や防御に関わる物が豊富にあると言われ、時間が合わず一人でログインしている時は基本的にそれを身に付けようとしているのだ。

　ちなみに、ＨＰ強化やＭＰ強化のスキルを中心に既にいくつかの集めるべきスキルはサリーと一緒に手に入れてある。
















　メイプルは現在のステータスを確認しつつ自分に必要そうなスキルを探す。






メイプル




Ｌｖ24　ＨＰ　40／40〈＋60〉　ＭＰ　12／12〈＋10〉




【ＳＴＲ　０】【ＶⅠＴ　１７０〈＋66〉】

【ＡＧⅠ　０】【ＤＥＸ　０】

【ⅠＮＴ　０】










装備




頭　　【空欄】　　　　　　　体　【黒薔薇ばらノ鎧よろい】

右手　【新月：毒竜】　　　　左手【闇夜ノ写：悪食】

足　　【黒薔薇ノ鎧】　　　　靴　【黒薔薇ノ鎧】

装飾品【フォレストクインビーの指輪】

　　　【タフネスリング】

　　　【空欄】










スキル




【シールドアタック】【体たい捌さばき】【攻撃逸らし】【瞑めい想そう】【挑発】

【ＨＰ強化小】【ＭＰ強化小】

【大盾の心得Ⅳ】

【絶対防御】【極悪非道】【大物喰らいジヤイアントキリング】【毒竜喰らいヒドライーター】【爆弾喰らいボムイーター】








　スキルは【ＨＰ強化小】と【ＭＰ強化小】を取得し、ＨＰが30増加し、ＭＰが10増加した。

　さらにサリーがくれたタフネスリングのお陰でＨＰがさらに30増加した。

　少ないように感じられるが、取り敢えずこれでメイプルのＨＰは倍以上に跳ね上がった。

　サリーはイベントまでに急いで防御力貫通スキルを取得すると言っていた。

　理由は、おおよそのメイプルへのダメージを測るためである。流石にぶっつけ本番という訳にもいかないからだ。




「いろいろしてもらってるし、私も役に立てるスキルを身に付けないと……」

　そうして、メイプルが一つのスキルに目をつける。




「【カバームーブⅠ】と【カバー】……大盾の基本スキルかぁ……私はとってなかったけど」

　パーティーメンバーを守るためのスキルで大盾専用スキルだ。パーティーを組んでいる大盾装備のプレイヤーなら全員が持っていると言ってもいいスキルだろう。

　メイプルもパーティーを組んだことで、前に見た時には必要ないと思ったこのスキルに対して興味が湧いたのである。






【カバームーブⅠ】




ＡＧⅠ値を無視して半径五メートル以内にいるパーティーメンバーの元へ移動できる。

使用後三十秒間被ダメージ二倍。

使用可能回数十回。

使用可能回数は一時間毎に回復する。




取得方法




スキルショップで購入すること。










【カバー】




隣にいるパーティーメンバーを攻撃からかばう。

発動時ＶⅠＴ値10％増加。




取得方法




スキルショップで購入すること。








　スキルショップとは、装備ごとに基本となるスキルを販売しているＮＰＣショップだ。

【カバームーブⅠ】や【カバー】他には、【スラッシュ】や【ダブルスラッシュ】なども販売している。

　地底湖で手に入れた白い鱗うろこのあまりを売って、大量にＧを手に入れているため二つくらいなら余裕を持って買うことができる。

「買いに行っておこうっと！」

　メイプルはＮＰＣショップの方へと歩いていった。

　これで、サリーのピンチを救えることがあるかもしれないのだから必要だと考えたのだ。




　メイプルがスキルを買って袋を片手に店から出てくる。袋の中にはスキルが記された巻物が二つ入っている。

　メイプルはベンチに腰掛けると、それをがさがさと音を立てながら袋から出して広げる。

　それと共に書かれていた文字が光り輝き、その光が消えていくのに合わせて巻物もボロボロと崩れて、光になって消えた。





『スキル【カバームーブⅠ】を取得しました』






「おお──！　綺麗！」

　メイプルは【カバー】の巻物も取り出すと勢いよく広げる。

　それは同様にして光を放ち、崩れて光に混じりつつ消えていった。

「ああー……もう終わっちゃった。まだ何か必要なスキル無かったっけ……」

　現状必要とするスキルを手に入れるために下調べをして行ったのだからそんな物はあるはずもなかった。

「まあ、いいか……またいつか追加されるかもしれないし……それよりサリーに言われたＰＳプレイヤースキル磨きをしに行こうかな！」

　そう言って第二層のフィールドへ意気揚々と向かった。





◆□◆□◆□◆□◆






「うー……おっそい。ものすっごく遅い。私の徒歩ってこんなに遅かったっけ……」

　サリーに言われてそこそこ遠出してやって来たのは砂漠だ。そこをある程度歩いて行って立ち止まる。サリーが言うには今の所この砂漠が一番いいとのことだった。




「んー……敵は見当たらないけどなぁ…………うわぁっ!?」

　背後からの衝撃にメイプルが前に倒れそうになる。

　ダメージは勿もち論ろんゼロなので死亡の危険は全くない。

「な、何が??　って、あれか！」

　メイプルの背中に体当たりをしたと思われるダンゴムシ型のモンスターがゴロゴロと転がっていくのが見えた。

　それはしばらく転がった後、丸まっていた体を元に戻して、がさがさと砂漠の砂の中へ潜っていってしまった。

「なるほど……あれを防御する練習かぁ」

　メイプルは大盾を純白の盾に取り替える。

　イズが作り上げた大盾【白雪】である。






【白雪】




【ＶⅠＴ＋40】








　闇夜ノ写と比べればスキル名も無くシンプルだが、そのＶⅠＴ補正は現状、闇夜ノ写を上回っている。

　このことからもイズの腕の良さが見て取れるだろう。第一線級のプレイヤーを支えているのは最高の生産職プレイヤーなのだ。




「よし……頑張ろう！」

　そう言って、大盾を構えたメイプルの後頭部にダンゴムシがぶち当たった。

「うわっ！　ち、ちょっと待ってよもう！」

　モンスターが待ってくれるはずもなく、そうやって叫ぶメイプルにもう一発ぶつかってくる。

「うぐっ……お、怒るよ！」

　立ち上がり大盾を構えて耳を澄ませる。

　サリー曰いわく、敵の移動で発生する音から敵の位置を探ることが大切らしい。メイプルはサリーに言われたことを意識して、できる限り頑張って敵の位置を探っていく。

「んー……こっち！」

　メイプルが右を向いて大盾を構える。それと同時に飛び出してきたダンゴムシが大盾にガツンとぶつかって弾き返される。

「よしっ……きゃあっ！」

　受け止めて満足気にしていたメイプルの背後から別のダンゴムシがぶつかってくる。

「そ、そっか。一匹じゃないんだ。難しいなあ」

　その後二時間ほど戦ったが最終的に止めることが出来たのは四割程度だった。

　サリーが言うには、全て止められるようになればだいたいの場面で貫通攻撃を食らわずにいられるだろうとのことだ。

「四割かぁ……まあ頑張った方かなぁ、本当サリーは何であんなに避けられるんだろ……」

　敵の攻撃が避けていくかの如く回避する友人の姿を思い浮かべながら、今日の所はログアウトした。





◆□◆□◆□◆□◆






　少し時間を遡さかのぼって、サリーが一人でログインしていた時のこと。サリーは自分のステータスについて考えていた。




「よし、そろそろステータス振ろう。もう方針も決まったしね。んー……攻撃手段は手広い方がいいし……ＳＴＲに15とＡＧⅠに20残りはⅠＮＴに全部振って……これで50全て振り切った！」






サリー




Ｌｖ18　ＨＰ　32／32　ＭＰ　25／25〈＋35〉




【ＳＴＲ　25〈＋20〉】【ＶⅠＴ　０】

【ＡＧⅠ　75〈＋68〉】【ＤＥＸ　25〈＋20〉】

【ⅠＮＴ　25〈＋20〉】










装備




頭　　【水面のマフラー：蜃しん気き楼ろう】　体　【大海のコート：大海】

右手　【深海のダガー】　　　　　　左手【水底のダガー】

足　　【大海の衣】　　　　　　　　靴　【ブラックブーツ】

装飾品【空欄】

　　　【空欄】

　　　【空欄】










スキル




【スラッシュ】【ダブルスラッシュ】【疾風斬り】【ディフェンスブレイク】

【ダウンアタック】【パワーアタック】【スイッチアタック】

【ファイアボール】【ウォーターボール】【ウィンドカッター】

【サンドカッター】【ダークボール】

【ウォーターウォール】【ウィンドウォール】【リフレッシュ】【ヒール】

【状態異常攻撃Ⅲ】

【筋力強化小】【連撃強化小】【体術Ⅰ】

【ＭＰ強化小】【ＭＰカット小】【ＭＰ回復速度強化小】【毒耐性小】

【採取速度強化小】

【短剣の心得Ⅱ】【魔法の心得Ⅱ】

【火魔法Ⅰ】【水魔法Ⅱ】【風魔法Ⅱ】

【土魔法Ⅰ】【闇魔法Ⅰ】【光魔法Ⅱ】

【気配遮断Ⅱ】【気配察知Ⅱ】【しのび足Ⅰ】【跳躍Ⅰ】

【釣り】【水泳Ⅹ】【潜水Ⅹ】【料理Ⅰ】【器用貧乏】








「光魔法もⅡに上げて、【ヒール】が使えるようになったし……【状態異常攻撃Ⅲ】まで上げて状態異常もかけやすくなったし……貫通攻撃も取ったし、攻撃も支援もそれなりにいい感じかな」

　そう言うとサリーはステータスを閉じてフィールドへと向かう。目指すは少し離れた深い森の奥だ。




「メイプルに隠れて格好良いスキルを取得して、驚かせようかな」

　サリーは現在ゲーム内で常に発生している、ＮＰＣとのイベントの内の一つを攻略しようとしているのだ。

　森の奥には小さな家があり、そこでイベントをこなすことで【超加速】を手に入れられる。




「【ＡＧⅠ　70】突破が条件だし、ギリギリ足りて良かった！」

　サリーもサリーなりにメイプルとの初イベントに向けて自身を強化していた。





◆□◆□◆□◆□◆






「よし、到着！」

　サリーが辿たどり着ついたのは森の奥の小さな家である。見た目は特に変わったところのない、一般的なログハウスだ。

　その家の真横には澄み渡る小川が流れていて、水車がゆっくりと回っている。

　家の前には小さな畑と、薪割りの後に残されたままなのだろう、割られていない薪がいくつか置かれていた。

　小鳥のさえずりがサリーの耳に心地よく響く。

　サリーは家に近づくと、コンコンと扉をノックしてそのまま待つ。

　少しして扉が内側から開かれる。

　出てきたのは杖つえをついていて、白い髭ひげを長く伸ばした男性だった。

「こんな所に人が来るとは珍しい……とりあえず上がっていきなさい。この辺りは厄介なモンスターも多い」

　そう言って老人はサリーを家の中に通す。サリーは素直に従って家の中に入った。

　ＡＧⅠ値が足りないと老人は家におらず、イベントが発生しないのだ。

　家の中は最低限の家具があるくらいでさっぱりしている。

　唯一気になることといえば、端の方にある棚の上に、古びてはいるものの確かな存在感を放っている短剣があることぐらいだろう。

　サリーはその後言われるままに、テーブルの近くの椅子に座った。

　老人はそんなサリーの前に、お茶の入った湯飲みを置いた。

「飲むといい、少しは体も休まるはずだ」

「えっと……ありがとうございます。いただきます」

　サリーがお茶を飲む。老人の言う通り確かに体が休まった。

　具体的には、ＭＰが全回復したのである。

　ＨＰは減っていなかったため分からなかったが、情報によると回復するらしかった。

「ふむ……しばらく休んでいくといい。わしは【魔力水】を汲くみに行く」

【魔力水】は魔力が回復する水が湧き出る泉から汲んだ水のことだ。その泉の場所は第二層の町でＮＰＣから聞くことが出来る。

　泉があるのは、現在地からおおよそ三十分のそれなりに遠い場所である。

　ここで、サリーが待ってましたとばかりに口を開く。

「はい、じゃあ、私が代わりに汲んできますよ」

「ん、そうか？　……ここは甘えておこうか……最近は足の調子も悪くなってきた」

　老人はそう言うとサリーにガラス瓶を渡す。

　サリーの前に青色のモニターが現れる。

　そこにはＹＥＳ、ＮＯという文字が表示されていた。

　サリーはもちろんＹＥＳを押してクエストを受ける。




【魔力水】は二層に入ってすぐ生産職プレイヤーが検証を行ったが、どうやっても泉から汲み上げることはできなかったのだ。

　その場で飲んで、ＭＰを回復することは出来たとのことだが、現時点でそれを持ち帰ることは不可能である。

　唯一汲み上げられるのが、このイベント途中で渡されるガラス瓶を使った場合だ。

　しかし、それも汲み上げてから一時間でインベントリから消えてしまう。

　つまり、泉はこのイベントの為に用意されたスポットといえる。

「それじゃあ、行ってきます！」

「すまんな……頼んだ」

　そして、サリーはログハウスを飛び出して泉へと向かう。

　この辺りに生息しているモンスターは主に三種類。

　一体目はビッグスパイダー。

　その名の通り大きな蜘蛛くもである。その大きさは一メートルで対象を拘束する蜘蛛糸での攻撃が厄介だ。サリー自身、糸攻撃は苦手としていた。

　二体目はスリープビートル。

　対象を眠らせる状態異常攻撃をしてくるカブトムシである。大きさは通常のカブトムシより少し大きい程度なので、見逃しやすく不意打ちの怖いモンスターだ。

　三体目はトレント。

　木に擬態しており、奇襲攻撃を得意とする。

　しかし、この森の中で唯一赤い木の実を付けている木という特徴がある。

　そのため事前に知っていれば回避率は上がるだろう。しかし、それを除いても枝や根を伸ばしての攻撃はリーチが長く、周りを塞ふさがれてやられるプレイヤーも多い。




　サリーは森の中を駆けていく。

　下調べの通りモンスターは一匹も現れない。

　そして、きっちり三十分程で泉へと辿り着くことができた。

「綺き麗れい……」

　どこまでも透き通るその水は薄く輝いて周りの木々や草花を照らしていた。

　その幻想的な光景にサリーもしばし足を止めて泉を眺める。

　そして、泉の水を飲みＭＰを回復させると集中力を高める。

「ここから……だね」

　サリーはガラス瓶に泉の水を汲み、インベントリに入れる。制限時間は一時間。

　時間内にログハウスまで戻ることができなければイベントは失敗に終わる。

　そして、行きには全くいなかったモンスター達が、待ってましたとばかりに森に溢あふれかえる。

「行くか……」

　サリーは振り返ると、森に飛び込みそのまま駆ける。蜘蛛の嫌な鳴き声が響く。

　このイベントはここからが本番だ。

　モンスター無しで三十分の道のりをモンスター有りで一時間以内に帰る。

【超加速】を手に入れるにはこの試練をくぐり抜けなければならない。

　蜘蛛の糸が木の上や茂みからヒュンヒュンと音を立てて飛んでくる。これに当たれば捕獲されておしまいである。

「よっと！　……っ！　【蜃しん気き楼ろう】！」

　サリーが駆けていく、その体にスリープビートルが大量にぶつかっていった。

　しかしそれはグニャリとその形を歪ゆがめて空気へと溶けていく。

　それを尻しり目めにサリーはスリープビートルの群れを突破する。

「危ない危ない……っと！」

　サリーの足元から鋭い木の根が伸びてくる。

　サリーのステータスなら一撃死は免れない。

　決して立ち止まらずに、木の根を避けつつ周りを確認する。

　赤い木の実がついた木が三本。間違いなくトレントだ。

「【ファイアボール】！」

　燃え盛る火の玉が動きの鈍いトレントに当たりその幹を激しく燃やす。

　トレントの怒りの声が森に響き渡る。

「これは……っ！　ミスったかも……」

　トレントの声に引き寄せられて近づいてくるモンスター達が、サリーの【気配察知Ⅱ】に引っかかる。

「【蜃気楼】！」

　サリーは泉方向に幻想の自分を走らせる。

　カブトムシはそれで上手く誘導出来たが蜘蛛はそうはいかなかった。何かのスキルを持っているのかサリーの方向に向かってくる。

「バレてるし！　【スラッシュ】！」

　蜘蛛の糸を躱かわしつつの二連撃。

　ＨＰバーが確かに減るが、まだ七割程は残っている。とても倒している暇はない。

「くそっ……トレントも鬱うつ陶とうしい……！」

　敵の数が尋常ではない上にそれぞれが別の意思を持って動いている。

　その上蜘蛛のＡＧⅠ値はかなり高い。サリーと大して変わらないのだ。

　そもそもがＡＧⅠ特化が挑戦するクエストなのだから当然なのだろう。

「【大海】！」

　サリーの足元から水が薄く広がる。追ってきていた蜘蛛がそれに突っ込んで減速する。

「【スラッシュ】！　……【ウィンドカッター】！」

　トレントが伸ばした枝と根を断ち切ってサリーはさらに前へと進む。

　蜘蛛との距離がじりじりと開く。

　しかし、サリーの神経もすり減る。

　走り抜けなければ捕まってしまうが、ここは森の中だ。乱立する樹木に、足元の茂み、どこにぬかるみがあるのかも分からない。

　もし、足を取られてしまえば一気に状況は悪化する。

　サリーの耳に羽音が聞こえてサリーが振り返る。

「またカブトムシ!?　…………噓でしょ」

　この森に生息しているモンスターは『主に』三種類。

　そう、滅多に遭遇しないとはいえもう一種モンスターがいるのだ。

　背後から迫るのは巨大な蜻蛉とんぼだった。

　その名は風蜻蛉。

　その名の由来となった風魔法で加速しながらまるで木など無いかのように高速で飛んでくる。

「運が悪いっ！　……くそっ……！　【ウィンドカッター】！」

　風の刃を背後に放ち威嚇する。

　この状況で戦っている暇は無い。何としても逃げ切らなくてはならない。今もじりじりと距離は詰まっているのだ。

　練度の高い風魔法がサリーの周りを風切り音と共に通り過ぎていく。木を盾にして風魔法を避けつつ【大海】を広げて蜘蛛を牽けん制せいする。

　右から飛んできたスリープビートルは【蜃気楼】で逸らす。そうして、走り続ける内に再びモンスターに囲まれていく。

　サリーに焦りの色が浮かぶ。

「前から蜘蛛が来てる……左はトレント。これは左！」

【気配察知Ⅱ】をフル活用してできるだけの情報を仕入れて最善のルートを選ぶ。

　少しでも木々が茂り、蜻蛉の飛びにくい方向に。目の前には三体のトレント。勿もち論ろん相手にしている暇など無い。

「【蜃気楼】！」

　トレントはあっけなく引っかかり、その何十本と伸ばした鋭い枝をサリーの幻影に向けて突き刺した。

　トレントには確かな感覚があったのか勝ち誇ったように気味の悪い笑い声を上げる。

「ありがとう！　本当助かる！」

　サリーが安あん堵どと共に呟つぶやく。

　貫いたのはサリーではなく。




　風蜻蛉の羽、その内の一枚である。




　風蜻蛉と言えど予想外の攻撃を完全に回避することは出来なかったのだ。

　羽を破られた風蜻蛉のスピードが落ちる。

　サリーとの距離が開いていく。

　ギチギチと嫌な音を立てつつ、風蜻蛉は風魔法をサリーに放つが、苦し紛れのその攻撃がサリーに届くはずもなかった。




「はぁ……はぁ……到着！　っはあ！　本気で一番疲れたかも……」

　サリーの目の前にはログハウスがあった。

　かかった時間は五十二分、ギリギリで間に合った。

　サリーがログハウスの扉を開ける。

「戻りました！」

「おお！　待っていたぞ、無事そうで何より何より……」

　数十回の死地をくぐり抜けたサリーは微妙な顔をするが、老人はそんなことは気にもせずに話を続ける。

「ふむ……お礼をせねばならんな……どれ、少し待っているといい」

　そう言うと老人は一つの巻物を引き出しから取り出して持ってきた。

「スキル【超加速】を覚えられる。役に立つはずだ……遠慮は要らんぞ」

　そう言うと老人の姿が霞かすんで消える。

「わしには必要無い物だ」

　サリーの背後から声がして、サリーが慌てて振り返る。

　そこには悪戯が成功した少年のような嬉うれしそうな笑みを浮かべる老人がいた。

「ふふ……精進するといい」

「は、はい！」

　思わず返事をして、サリーはログハウスを後にする。

　新たな力を手に入れて。





◆□◆□◆□◆□◆






　スキル集めに奔走した一週間はあっという間に過ぎ去り、ついに第二回イベントの日がやってきた。二人は二層の町で開始の時を待っていた。

「ふー。初めてのイベントだしちょっと緊張するなあ」

　サリーが呟きぐっと伸びをする。

「前と同じくらい人がいるよー。やっぱりイベントは皆参加するんだね」

「そうだね、やっぱり得られるものも多いし……おっと、そろそろかな」

　二層の広場には多くの人が集まり、ある種の熱気が渦巻いていた。

　そんな中ついにアナウンスが入る。備え付けられたスピーカーからザザッという音が流れ、話が始まった。

「只ただ今いまより第二回イベントを開催します！」

　わああっという歓声とともに。今、第二回イベントの幕が開いた。











書き下ろし番外編　防御特化と一層めぐり。









　メイプルとサリーが水中ダンジョン攻略のため、地底湖で【水泳】スキルを鍛えている時、なにも二人はそれだけのためにログインしていたわけではなかった。メイプルの装備に使う別の素材探しや、観光などもしていたのである。




　地底湖での釣りと素潜りでかなりの量の鱗うろこを手に入れることに成功したメイプルとサリーは、さらなる素材を求めて別の場所の探索をすることにした。

「サリー、どうする？　どこにいく？」

「んー……まだ始めたばかりだしなぁ。私よりメイプルの方がこのゲーム長いからメイプルについていくけど？」

「実は私そこまで見て回れていないんだよね……どこにいくのも遠くて、それだけで一日分ゲームしたなあって思うくらい」

　実際のところそこまでフィールドや町が広すぎるという訳ではないが、メイプルの足は標準以下どころか遅い以下である。

　となると見て回れていないというのも当たり前かとサリーは納得した。

「なら私と見て回る？　とりあえずこの町からさ。店売りの素材にもいい感じのものがあるかもしれないしね」

「うん！　いいね、そうしよう！」

　メイプルもサリーの案に賛成し、二人は人で溢れる一層の町を歩き始めた。




　メイプルの装備の素材。そのベースとなるものはインベントリの中に入っている地底湖産の大量の鱗だが、装飾に利用するつもりの青色の素材が足りていないのだ。

　そのため二人の目的はとりあえず青色の素材を探すことである。

「メイプル、とりあえず近場から入ってみようか」

「そうだね」

　メイプルとサリーが入ったのはＮＰＣが営む装飾品が売られている店だ。

　始めたてのプレイヤーでは買えないくらいの、そこそこ高い値段の指輪やネックレスなどが飾られているものの、宝石単体が転がっているというようなことはなかった。

「綺き麗れいだけど……ちょっと違うかな」

「だね。メイプル、次行こう」

　二人はそれぞれ手に取っていた装飾品を元の場所に戻すとその店を後にした。

「装飾品売ってるようなところはどれも駄目かもしれないなあ」

　店から出てすぐサリーがメイプルに言う。

「うー……じゃあどうする？」

「クエスト報酬を当たってみるか、それかもういっそフィールドに出てみるか」

　地底湖で素材を集めた時のようにするのが手っ取り早いとサリーは締めくくった。

「でも、心当たりないよ？」

　メイプルは今まで行った所、もしくは取得してみようかと考えた防御系スキルいくつかの取得条件、そのクエストの発生場所くらいしか知らない。

　深い知識はところどころあるものの知らないものは全く知らない。

　そしてその偏った知識の中には青色の素材の在処などというものはもちろんない。

　今回のところは、むしろスキル集めに奔走したサリーの方が広く浅くフィールドの知識を持っているため適任かもしれないのだ。

「じゃあ、情報でも見に行こうか」

「おっけー！」

　二人はメイプルも利用したことのある掲示板、その中のモンスター情報、ドロップアイテム情報から青い素材を落としそうなモンスターを探す。

「染料……とはまた違うし、ならこれ？」

　そう言ってサリーが指差した文をメイプルも読み込む。

　その上でそれがメイプルの欲しい素材に合致しているのか吟味する。

「うん、それにしよう！」

「おっけー。じゃあ場所をきっちり確認して準備も整えて行こう」

　状態異常攻撃を使用してくるわけでもなく、攻撃力が突出して高いということもないことは書かれていた情報から手に入れることが出来た。

　そのため二人は、メイプルが守りサリーがちくちくと攻撃すればいいという結論に至った。

　万が一ダメージを受けた時のためのポーションも持っている今、全滅しない程度の安全は間違いなく確保されている。

「町から出て北西の森へ」

「しゅっぱーつ！」

　こうして二人は町を出ていった。




　町を出るとメイプルは装備を外し、サリーに背負われての移動に切り替えた。

　普通に歩いていったのでは、その素材で満足出来なかった場合に次のアイテム収集へと移行するための時間がなくなってしまう。

　地底湖に行く時にも使った、サリーがいることで初めて出来るようになった、メイプルの足の遅さをカバーするための策である。

「やっぱり速いねー」

「メイプルが遅すぎるくらいなんだって」

　途中何人ものプレイヤーとすれ違いつつ、メイプルを背負うサリーは目的地を目指して走る。

　第一回イベントでよく分からない勝ち方をして、しかも表彰台にまで乗ったメイプルは当然一度注目されているプレイヤーである。

　そんなメイプルが誰かの背中に乗って駆け抜けていくというのもまた、少し話題になったりするのだった。

　そんなことは知らない二人はそのまま目的地にたどり着いた。

「ありがとうサリー」

　メイプルは地面に降りると防具を装備し直してぐっと伸びをする。

「うん。じゃあ目的のモンスターを探しに行こう」

　情報からするとそこまで出現率が低いモンスターではないため、二人はある程度の時間をかければ見つけることは出来るだろうと当たりをつけてこの森にやってきたのである。

「この森の奥の方だよね？」

「そう。遠いくせに経験値が美味しくないモンスターばかりだから、そこまで人もいないだろうしじっくり探せるかな」

　二人は深い森のその奥へと向かって歩を進めていった。




　当然森の中には目的のモンスターとは違ったモンスターも出てくる。

　素通りというわけにはいかない。

「サリー、とりあえず私の後ろに隠れてて」

「了解」

　メイプルが盾を構えながら歩いていく。

　必殺の盾、全てを食らう防壁が前方からくる危険のほとんどを潰つぶすのである。

「メイプル、上！」

「上？」

　メイプルが上を向くと緑色の毛をした猿が目の前まで迫ってきていた。

　猿は落下の勢いもそのままにメイプルの顔を蹴けり飛ばす。

「うわっ！」

　メイプルは奇襲に驚き声を上げたもののダメージはゼロである。

　猿はそのままメイプルの頭にしがみついてひっかくことで攻撃を続けるが、メイプルにとってその攻撃はじゃれつかれている程度にしか感じない。

「【スラッシュ】！」

　サリーのダガーが猿を斬りつけ、猿はメイプルから離れてサリーの方へと飛びかかった。

　ただ、その攻撃が成功することはなかった。

「どこっ!?」

　ぐるんと体ごと振り返ったメイプルの盾が偶然猿の体を半分持っていってしまったからである。

「おー、ナイスプレー。偶然だろうけどね」

「あはは、ばれた？」

「完全に見失ってたしね。メイプルも上を警戒していこう」

「そうだね、そうする」

　メイプルは次はこうすると言わんばかりに盾を真上に数回突き上げてみせた。

「ドロップアイテムは後でお金にしようか。装備には使えないだろうしね」

　サリーはドロップした猿の緑色の毛をインベントリにしまいながらそう言った。

　今回のアイテムは売ったところでほとんど金にはならないが、塵ちりも積もれば山となるというものである。

　インベントリに空きがある今なら持っていくのはありだろう。




　そうして茂みや木の上から飛び出してくるモンスターをいなして進むことさらに十分。

　より深い緑の葉をつけた木々が並ぶエリアにやってきた。

「ここかな。メイプル、それ下ろしていいよ」

「そう？」

　メイプルは頭の上に傘のように掲げていた大盾をいつも通り体の前に持ってくる。

　飛び降りてきたモンスターの着地先となっていた大盾は同時に多くのモンスターの墓場だった。

「とりあえず一匹見つけ出そう」

「うん」

　二人は周りを警戒しつつジリジリと歩く。

　特にサリーは茂みの揺れ一つ見逃さないというくらいにキョロキョロと辺りを観察していた。

「いた！」

「どこっ？」

　メイプルがサリーの方を見た時にはサリーはもう走り出していた。

「【スラッシュ】！」

　茂みを薙ないだダガーが十センチ程の蜘蛛くもを一匹弾き上げる。

　黒曜石にも似た綺麗な体、その目の部分が青い宝石のように光っていることをサリーは見てとった。

「うわっ、とぉ！」

　盾を突き出して走り出そうとしたところで木の根につまずき、ダイブする形となったメイプルがそのまま蜘蛛を受け止める。

　もちろん手ではなく【悪食】を持つ大盾でだ。

「大丈夫？」

「うぅ、ありがとう」

　サリーがメイプルの手を取って起こす。

　メイプルはポンポンと鎧よろいについた土つち埃ぼこりを払うと周りを見渡した。

「どうなったの？」

「倒せたよ。でもドロップはしなかった」

「そっか、じゃあ次だね」

　そうして鳥のさえずり一つ聞こえない静かな森を歩き回り十匹の蜘蛛を倒したものの、一つもアイテムをドロップしない。




「なかなかドロップしないねー」

「売値も高いアイテムみたいだし、ドロップ率も低いんだろうね。どうする？　二手に分かれようか？　蜘蛛は動き出す前に見つけられれば簡単に倒せるし」

　ＨＰの低い蜘蛛は、ほとんどの場合に自前の索敵能力で先に発見出来るサリーにはたいした相手ではなく、メイプルにとってはただの動く的のようなものである。

　そのためメイプルもこの提案に乗って、二人はより効率よく素材集めをすることとした。

「じゃあ二十分くらいしたら連絡するから」

「うん、頑張ろう！」

　サリーが茂みの向こうに消えていったのを見届けたメイプルは蜘蛛を探し始めた。

　だが、今までの探索では基本的にサリーが見つけ出していたこともあり全く見つからない。

「そうだ、【挑発】！」

　メイプルが発動したスキルに反応して近くの茂みから蜘蛛が一匹飛び出してきて、青い魔法陣を展開しメイプルに魔法を撃ち込み始めた。

「見つけたっ」

　メイプルのすることは地面にいる蜘蛛を大盾でプレスするという、ただそれだけだった。

　サリーのダガーとは違い一撃で仕留められるだけの破壊力を持った不思議な不思議な盾である。

　メイプルは地面に押し付けた盾を持ち上げて蜘蛛のいた場所を確認したものの、ドロップアイテムは今回もなかった。

「もう一回使えるようになるまで時間がかかるし適当に探してみよっと」

　メイプルはガサガサと茂みを揺らしたり、木の上を確認したりするが見つからない。

　メイプルは【挑発】なしで見つけ出すのは自分には無理そうだと思い始めた。

「よし、もう一回……」




「メイプルー！」




「えっ？」

　森の奥から聞こえてきたのはサリーの声だった。

　まだ二十分は経っていない。

　連絡するとは言っていたがまだ早いはずである。

「行かないと！」

　メイプルはサリーの声のした方に向かって急いで走っていった。




　ガサガサと茂みをかき分けてメイプルがサリーの所までたどり着くと、そこでは今までの三倍ほどの大きさの蜘蛛とサリーが激しい攻防を繰り広げていた。

「メイプル手伝って！　こいつすっごい避けるっ！」

　蜘蛛の攻撃を全てきっちり躱かわしながら攻撃するサリーは、きっと蜘蛛から見たら同じことを思われているんだろうとメイプルは危機感なくそう思った。

「【挑発】！」

　メイプルがスキルを発動するものの、この蜘蛛には効果がないようでそのままサリーに飛びかかり続けている。

「なら……サリー！　こっちに走ってきて！」

　メイプルはサリーから少し離れた位置まで向かうとそう呼びかけた。

「了解っ」

　サリーが蜘蛛に背を向けて一気に駆け出す。

　蜘蛛も一瞬遅れてサリーについていくがサリーの方が先にメイプルの横を通り過ぎた。

「【毒竜ヒドラ】！」

　迸ほとばしる毒の濁流と比べあまりにも小さくかよわい黒蜘蛛は、サリーに追いつくことができないままに毒の海に沈んでいった。

「おー……オーバーキル」

「サリーは入っちゃ駄目だよ。ドロップアイテム探してくるから」

　びちゃびちゃと音を立てて毒の沼を歩くメイプルは、毒にまみれてはいるがキラキラと光る青色の塊を見つけた。

　しゃがみこんでそれを拾い上げ毒液を拭ぬぐうと、まさに宝石といったようなピンポン球くらいの青色の球体が姿を現した。

「お、初ドロップだね。それだよメイプル」

「やっと一つ目だよー。でも綺き麗れいだね……頑張ってよかったかな」

　メイプルはころころと手のひらでそれを転がすとインベントリにしまい込んだ。

「【大蜘蛛の青眼】だってさ、目だったんだね」

「そうだよ？　ゲーム内だから出来る素材だよね。大蜘蛛とただの蜘蛛とじゃドロップする素材の大きさもドロップ率も違うから……小さい方の素材もいくつか集めておく？」

「うん。出来ればそうしたいかな」

「じゃあやろう。時間もあるし」

　大蜘蛛が出てきた時のことも考えて元通り一緒に行動することにした二人の前を小さな蜘蛛が横切った。

「【スラッシュ】！　っやあ！」

　サリーは素早く反応し蜘蛛を空中に跳ね上げると、曲芸師のようにそれをポンポンと斬り飛ばし続け身動きの取れないままにそのＨＰを削りきってしまった。

「おっ、ドロップ」

　そのまま落ちてきた青い球を摑つかみ取りメイプルへと手渡した。

「す、すごいね……私にも出来る？」

「大盾では厳しい……あと私は結構ゲーム内で練習したから出来るだけだよ」

「うーん……ならいいや。でも二刀流ってかっこいいね」

「ふふっ、ありがとう」

　その後、大蜘蛛は珍しいモンスターのため出てこなかったが、十数匹普通の蜘蛛を倒して追加でもう二つ青い球体を手に入れた。




「これでいいかな。アクセントで使うだけだし、ありがとうサリー」

　メイプルはそう言うと木にもたれかかった。

「ちょっと疲れた？」

「うん、ちょっとだけ。あんまりゲーム内で探索ってしてないから」

　慣れるまでは疲れるのも早いのだ。

　メイプルは第一回イベントでもあまり動かずにいた上に、動いた後は決まって休憩していた。

　今回の探索はメイプルにとって数少ない連続移動だったために少し疲れたのである。

「まあすぐ慣れてくるよ。私もそうだったし」

「うん、分かった」

　メイプルとサリーは森を抜けると日の光の下で二人でぐっと伸びをした。

「帰りも背負っていくよ」

「じゃあ、お言葉に甘えて！」

「戻ったら今度は本当の観光なんてどう？　素材集めも一応終わったしさ」

「いいね！」

「よし、なら乗って」

　メイプルは装備を外すとサリーの背中にしがみついた。

　サリーがゲーム外では出来ないだろう速度で走り出し町へと一直線に戻っていく。




　そうして道中のモンスターも上手く避けながら二人は町へと帰ってきた。




「到着、メイプルどこへ行く？」

「サリーが決めていいよ」

「そう言われると難しいけど……ならとりあえず何か食べられるような場所にいく？　ゲーム内なら現実のお財布に影響はないし。店を出しているプレイヤーもいたりするらしいよ」

　レベル上げに邁まい進しんするプレイヤーもいれば、それぞれの趣味の延長に生きるプレイヤーも一定数いる。

「いくいく！　行こう！　私、甘い物がいいな」

「いいね。じゃあ探しにいこうか」

　疲れた体を癒すため。

　もしくは単純に興味を持って。

　二人は甘味を求めてプレイヤーが立ち上げた店を探しに向かった。





◆□◆□◆□◆□◆






　二人は良さそうな店を探して町の中を歩き、落ち着いたブラウンの外観、しかしそれでいてどこか華やかな店を見つけた。店の前に飾られた花は、水やりの後なのか雫しずくをキラキラと輝かせていた。

「メイプル、ここにする？」

「うん、いいよ！　美味しそうだし……」

　メイプルは、店の表に置いてあるブラックボードに書かれたおすすめメニューを見ながらそう言った。

「おっけー。なら入ろうか」

　サリーが扉を開け、メイプルが続いて店内に入る。

　それほど広くない店内には既に何人かのプレイヤーがいた。

　彼らはドアが開いた音に反応し入り口の方をチラッと見ると、そこにいたメイプルに対し程度の違いはあれどある種驚きといったような表情を見せた。

　メイプルは第一回イベントでただ一度目立っただけでなく、その後も覚えやすい特徴的な装備を身につけているため、継続してプレイヤーの記憶に残っていたのである。

　表彰の影響もあり、大半のプレイヤーにトップレベルだと思われているメイプルは、どこにいても何かしら注目を集めてしまうのだ。
















　そして、一瞬の空気の変化を敏感に捉とらえたサリーがメイプルに話しかけた。

「すっかり有名人だね」

「ど、どういうこと？」

　メイプルはよく分からないといった風に首をかしげる。

　今回メイプルはプレイヤー達が一瞬メイプルに注目したことに気づかなかった。

「いや、なんでもない。それより席につこう？　空いてるよ」

　サリーが壁際の席を軽く指差してみせる。

「そうだね。そうしよう」

　二人は席につくとメニューを見る。

　その途中でサリーが今覚えている違和感の正体に気づいた。

「あーそうか、メイプルの装備は重装甲の鎧よろいだから店内ではちょっと違和感があるんだ」

「……そうだね」

　メイプルは他のプレイヤーをチラッと確認する。

　今日はたまたまローブなど軽装のプレイヤーしかいなかったため、より浮いていた。

　もちろん、このゲーム内にはメイプルと同じように、それなりにがっしりとした鎧に身を包んだプレイヤーも数多くいる。

　いつもこうというわけではないものの、今の状況はメイプルに鎧とはまた違った装備を買いたいと思わせるには十分だった。

「この後何か買いにいこうかなぁ？」

「それもいいね。でも、とりあえず今は何か注文しよう？」

「うん、私にもメニュー見せて！」

　再度机に置かれていたメニューをペラペラとめくっていく。この店のメニューは基本的に、現実にあるようなスイーツを再現しているものだった。ショートケーキだったり、バニラアイスだったり、味がイメージしやすいものがほとんどである。そんな中からサリーは苺いちごのタルトを、メイプルはチョコケーキを頼むことにした。

　二人は注文を終えるとまた話し始めた。

「次のイベントはいつになるか……二人でやれるようなイベントだと嬉うれしいけど」

「うん、サリーと一緒にイベントに参加できたらいいなあ」

　やっと二人でプレイすることが出来るようになったのである。

　なるべく二人で協力しつつ、楽しくやっていきたいというのが二人の共通の考えだった。

「第一回みたいな形式だと無理だけどね」

「うーん、サリーとは戦いたくないなあ」

「そう？」

　なぜかを聞くまでもなくメイプルは簡潔に続きを述べた。

「だって、絶対勝てないと思うし」

「どうかな……？　でも私も出来るだけ負けないようにしたいな」

　二人が話していると注文したものが机まで運ばれてきた。

　ほのかな甘酸っぱい匂いと鮮やかな色合いが楽しい苺のタルトは、春らしく明るく華やかである。

　チョコケーキは落ち着いたブラウンに少し濃い色のチョコをコーティングしてあるものだった。

　二人はさっそくそれらを口に運んだ。

「おいしい！　外で食べたらすっごい高いと思う」

　メイプルは、なめらかでほんのりビターなチョコケーキを頰張る。

「確かにね、高級なものを食べやすくていいよねー……メイプルのもいいねー」

「ちょっとあげようか？」

　メイプルの提案にサリーは口元に手を当てて考える。

「……いいや。いっそそれも頼もう」

　サリーはメイプルの食べているケーキを追加で注文するとまたタルトを食べ始めた。

「なら私も追加しようかな」

　ゲーム内でいくら注文しようと現実の財布へのダメージはない。

　もちろん、カロリーを気にする必要もない。

「メイプル、これも美味しそうだよ」

「んー、ならこれはどう？」

「いいね」

　二人はスイーツを楽しめるだけ楽しんだ。




「またのご来店をお待ちしています」

　一時間半程して、二人は店員の声に送り出されて店から出た。




「「……」」

　サリーとメイプルは店を出てすぐ青いパネルを出してステータス画面の一点を確認する。

　それは所持金のところだった。

「結構……したね」

「まあ……あれだけ頼めば、ね」

　入った店はなかなか高級なスイーツを取り扱っていた。

　それはメニューを見た時に書かれていた値段で分かっていた二人だったが、ついつい次から次へと手が伸びてしまった。

　流石に今回は財さい布ふの紐ひもが緩み過ぎたと感じた二人だった。

「えっと、次は何しようか？」

　メイプルがサリーに聞いてみる。

「どこか観光する？　確かフィールドにいくつか綺き麗れいな場所が……」

　これもサリーがスキルを集める時に得た副産物の一つである。

　スキルや実用的なアイテムが手に入ることはないものの、サリーは綺麗な風景が楽しめるような場所の情報をいくつか持っていた。

「いつでも行けそうなのは……西に終わらない夕焼けのエリアがあったかな？　あとは夜限定の場所が北の方に」

「行ってみたい！　サリーがいいならだけど」

　このあと時間があればという意味もあったが、運んでもらいたいという意味も含まれていた。

　そうでなくては短時間で回ることなど到底できない。

　サリーは当然というようにこの後一緒にフィールド観光をすることも、メイプルを乗せて走り回ることも了承した。

「自転車でもあればなーって」

「いつか実装されるのを待つしかないかな……それよりは馬とかが先かもしれないけどね」

「う、馬は乗れそうにないなぁ」

　スイーツを補給した二人はフィールドへと舞い戻る。

　ついでにごっそりと減った所持金をある程度元に戻すためにモンスターからお金を稼ぐことを目的とした二人だった。

　この時すでにメイプルの鎧以外の装備を買うことは忘れ去られてしまっていたため、メイプルが新たに観光用と言えるような装備を買うのは当分先のこととなるのだった。





◆□◆□◆□◆□◆






　フィールドを西へと進む二人はサリーの魔法でモンスターを牽けん制せいしつつ、それでもまだ近づこうとするモンスターには【毒竜ヒドラ】をプレゼントするというスタイルをとっていた。




「この辺りではもうメイプルは敵なしかな」

「えへへ、そう？」

「私も追いつかないとねっ！　【ファイアボール】！」

　メイプルの毒の奔流と比べると迫力のない火炎弾は、しかし毎回確実にモンスターの体を捉える。

　地味ではあるが、今までに培ってきた技術の片へん鱗りんがそこに現れていた。

「ん、まあまあかな」

「サリーそろそろ着く？」

「もうちょっとだよ、ほら少しずつ見えてきた」

　サリーの言葉にメイプルが目を細めて地平線を見る。

　メイプルにも薄うつすらと何かがそびえ立っていることが確認出来た。

「夕日……とは関係ないよね？」

「まあそうだね。目印だよ」

　サリーはラストスパートとばかりに少し加速して目印の真下へと向かった。







「さて、到着っと」

　メイプルはサリーの背中から離れると装備を元に戻して辺りを見渡した。

　荒く削られた高さの違う岩の柱が、等間隔で円形にそびえ立っている。

　喩たとえるならばストーンヘンジというような見た目である。

　その中央の地面には焼け焦げた跡のようなものがあり、いかにも何かがありそうな雰囲気である。

「ここからどうするの？」

「こうするの」

　サリーは焦げた跡の方へスタスタと歩いていくとその中心で立ち止まった。

「【ファイアボール】！」

　サリーの放った炎に呼応して足元の焦げ跡が赤く発光する。

「メイプル、来て！」

「え、あ、うん！」

　メイプルが走ってサリーの元までやってくる。二人は環状列石の中心でそのまま待機し変化を待った。

　足元の赤い光はより濃い赤へと変わっていき、そびえ立つ岩石の元へと、蜘蛛くもの巣すが広がるように放射状に進んでいく。

　焼け付くような赤は岩を侵食しまるで火柱のように煌こう々こうと輝きを放つ。

「そろそろ……来た！」

「わあっ!?」

　目の前が白に覆い尽くされて、メイプルは咄とつ嗟さにぎゅっと目を閉じ顔を手で隠した。




　焼けてなくなってしまったように二人の姿は消えて、燃え盛る赤は次第に薄れていき、やがて焦げ跡と岩石だけが残る殺風景な岩場に戻っていった。







　何が起こったか分からないまま咄嗟に目を閉じたメイプルだったが、顔に風を感じて薄く目を開けた。

「わぁ……っ」

　静かな風にメイプルの髪がなびく。

　二人の前には先程までと違った景色が広がっていた。

　メイプルはサリーとともに丘の上に立っていた。

　斜め下へと伸びる道、その周りの斜面には向日葵ひまわり畑が広がっており、その向こうには赤く染まった海が見える。

　その上では大きな大きな夕日が静かに海を照らしていた。静かに浮かぶ浮遊城と飛んでいくドラゴンのシルエットがここが現実でないことを二人に実感させる。

　周囲に人の姿はなく、風が吹き抜ける音が聞こえるばかりである。

　乾いた風は潮と向日葵の香りを運んでくる。

「これは、外ではそうそう見られないね」

　この条件の場所へ二人きりで行けるようなことは現実にはないだろう。

　静かな波の音が微かに響いていた。

「うん！　綺麗、でも……何だかちょっと寂しくなる？」

「あー、そうかも」

　メイプルとサリーは海まで続く道を歩いていく。周りの向日葵は二人の背丈よりもまださらに高く、もし中へ入っていったならば、すっかり隠れて見えなくなってしまうだろう。

「一本持って帰れたりしないかな？」

　メイプルが道のそばの向日葵の茎をつんつんとつつく。

「これは破壊不能オブジェクトっぽいから流石に無理だね。しっかり目に焼き付けて帰ろう……まあメイプルが炎系スキルを覚えればいつでも来られるんだけど」

「じゃあ、また探してみようかなあ」

　メイプルは自分に取得出来る炎系スキルがあったか記憶を遡さかのぼったが、今の所そんなものを見たという記憶はなかった。

　緩やかな下り坂を海辺まで進むと砂浜がはっきりと確認できるようになった。

　きめ細かい砂粒に波が弾け、夕日の輝きを受けてキラキラと光っていた。

　二人は波打ち際まで歩いていき、そこに二つ寄り添って何かが落ちていることに気づいた。

「これ、何かな？」

　メイプルがそれを一つ拾い上げて確認する。

　それは【茜あかね色いろの真珠貝】というアイテムだった。

　その名の通り茜色の殻を持っており、ぱかっと開いた貝の中には薄らピンク色の真珠が一つだけあった。

　アイテムとしての説明はＮＰＣに高値で売れるということしか書いていない。

「記念品かな。素材として使えるかは分からないけど、まあ換金用だろうね」

　サリーも真珠貝を拾い上げ、手に取って眺める。

　夕焼けを吸い込んだようなその色は今日の思い出を残しておくには十分なものだった。

「これは大事に残しておこうっと！」

　メイプルはインベントリにアイテムをしまいながら言った。

「私もそうしようかな。売るのはちょっともったいないし」

　メイプルの考えに乗っかって、サリーも真珠貝をインベントリにしまった。

　これを取り出して眺めれば、この日この場所での光景が思い出されることだろう。

「ねえサリー、もう少しここでのんびりしていかない？」

「いいね、私もそう言おうと思ってた。夜限定のエリアにいける時間までは流石に長いから途中一いつ旦たん解散するとしても、ちょっとの間ここで適当に過ごしてようか？」

「うん！　それがいい！」

　二人はもうしばらくここで時間を過ごすことに決めた。

　メイプルは砂浜に座り込むと、遠くに浮かぶ浮遊城を指さした。

「ああいう所にもいつかは行ったりするのかな？」

「どうだろう。私は別のゲームで浮遊城を攻略したことあるけど」

　メイプルはそれを聞くと羨うらやましそうな顔をした。

「いつか行こうよ。二人でさ。メイプルならあの飛んでいるドラゴンにだって勝てるんじゃない？」

「えー？　流石にそれは無理なんじゃないかな」

　いつかくるかもしれないそんな探索の機会に、二人は期待で胸を膨らませる。

「メイプルが楽しんでくれてるみたいで嬉うれしいよ」

「ふふっ、うん！　すっごい楽しいよ！」

　そう言ってメイプルはニッコリと笑ってみせた。

　二人がこのエリアを出ていくまで、いや、出て行ってからも大きな夕日はずっと静かに空に浮かび続けていた。







　永遠に続く夕焼けのエリアから出てきた二人はその後一度ログアウトし、再び町の広場で待ち合わせることとした。

　メイプルはログインすると待ち合わせ場所の噴水のところまで歩いていく。夜になった町の通りは、街灯が優しい光で照らしてくれていた。また、ＮＰＣが少なくなり、町の雰囲気もどこか変わっていた。メイプルはキョロキョロとサリーの姿を探す。

「サリーは……いた！」

「ん、来たねメイプル」

「早速行こう！」

「おっけー。じゃあ、北だね」

　二人は町の北側へと出るといつもの移動方法でもって北へと向かった。

「夜の間だけ強くなるモンスターとか夜しか出ないモンスターもいるみたいだし、メイプルも気をつけててね」

「うん、任せて！」

　いわゆる夜行性のモンスターというものである。逆に昼にしか現れないモンスターもいたりする。

「おっと、噂をすれば……！」

「え、何？　わあっ!?」

　空から音もなく降りてきた何かがメイプルの額に体当たりをして再び空へと舞い上がっていった。

　短刀以外の装備を外していても圧倒的な防御力を誇るメイプルは、奇襲に重きをおくその何かがダメージを与えられる程やわではなかった。そのモンスターはまだ二人を狙っている。

「メイプル、一旦降りて！」

「分かった！」

　メイプルはサリーの背中から飛び降りて、そのままサリーから離れた。

「【挑発】！」

　メイプルはモンスターの攻撃を自分に向けると出来る限り急いで装備を戻していく。

　モンスターが空から降下してはメイプルに無意味な突撃を繰り返す。

　気づけばモンスターは複数匹に増えていた。

「【ダブルスラッシュ】」

　サリーの振るったダガーが、今まさにメイプルに突撃しようとしていたモンスターの背中を斬りつけた。

「フクロウか！」

　サリーの攻撃で地面に倒れたモンスターはフクロウだった。

　サリーは倒れ伏したフクロウの背中をダガーで一突きし残りＨＰを吹き飛ばした。

　しかし、まだその多くは上空にいる。

「メイプル、上に向かって毒竜！」

「分かった！　【毒竜ヒドラ】！」

　メイプルが天に向かって突き出した漆黒の短刀から、大きな紫色の魔法陣が展開される。

　それを見たサリーは全力でその場を離れた。

　どうしてもそうしなければならなかったのだ。

　数秒後、メイプルの周りは地獄と化すからである。

　天へと昇る三つ首の竜は、メイプルの近場にいた何匹かのフクロウを飲み込み滅した。

　そのまま遥はるか高い空で砕けた竜は、雨というにはあまりにも大きい、いくつもの毒の塊となって地面へと降り注いだ。

　一瞬のうちに天地を行き来した猛毒は全てのフクロウを上手く倒すことに成功した。

　びちゃびちゃと音を立てて地面に落ち、毒の紫色に染め上げていく。

「メイプルー！　私そっち行けないからここまで歩いてきてー！」

　サリーが離れたところからメイプルを呼ぶ。

　メイプルは装備を外すとサリーのもとへと走っていった。

「思ったよりあっさり倒せたね」

「あのくらいで妥当だよ。メイプルが苦戦するモンスターが溢あふれかえってるなんて、ほとんど誰も生き残れないからね？」

「そうかなあ？」

「生き残れるとしてトップレベルが数人だと思うな」

　メイプルが苦戦する程度のダメージを受けるということ、それすなわち多くのプレイヤーが一、二撃で倒されるということである。

「とりあえず行こうか。またフクロウが出たら同じ感じで倒していこう」

「了解！」

　二人はそのまま目的地へと最短ルートを突き進み森の中へと入っていく。

　森の中は暗く普通に歩くだけでも大変である。しかし、この森は少し不思議な明かりをメイプル達に与えてくれていた。一つは木の幹や茂みに張り付いており、きれいな明かりになってくれている五センチくらいの蛍である。もう一つは薄らと発光するコケで、これが足元を見やすくしてくれていた。照らされた足元には茂みや荊いばらが多かった。

　そのためサリーがメイプルを乗せて進めるのはここまでだった。

「装備を整えて……よしっ」

　メイプルを先頭にして森の中を進んでいく。

　サリーが先頭を行く方が危険を察知することは容易になるだろう。

　しかし、もし一度でも危険を見逃せばサリーが倒されかねない。

　メイプルが先頭ならば罠わなを踏んだとしても、そのうえで押し通ることが出来る。

　作り手の思惑通りに動いたうえで全てを乗り越える理不尽。

　これを叩たたきつけられるのだ。

　さらにメイプルは一方向への長距離攻撃を持っている。

　となればメイプルを先頭にしない理由はなかった。

「何かあったら言うね！」

「うん、荊に気をつけて」

　まさにそう言ったその時、メイプルの前方の地面からメイプルに向かって真っ直ぐに荊が伸びて襲いかかる。

「えいっ！」

　しかしそれはしっかりと構えられた大盾に文字通り飲み込まれて無力化された。

　半分程残った荊もパリンと音を立てて光になり消えていった。

「やっぱりそれ強いね」

「でしょー！　かっこいいしお気に入りなんだ」

　メイプルは盾の縁を撫なでつつ言う。

　実際下手な武器の数倍は強いだろう。

「じゃあ、そのままお願い」

「うん、どんどん進もう！」

　二人は荊に苦戦することもなく、また途中襲ってきた数匹のコウモリも難なく倒し、ついに目的地へと辿たどり着ついた。




「ここ？」

　メイプルが目の前を指さす。

「そう、ここ」

　二人の前には高さ二メートルほどの洞どう窟くつの入り口があった。

　ぽっかりと開いたその口は期待とスリル、そしてその先に待つ宝によって旅人を誘い込む。

　サリーがインベントリから松明たいまつを取り出し使用すると入り口の奥が少しだけ見えた。

「上り階段だね、狭いし今回もメイプル先頭でいい？」

「問題なしだよ」

「おっけ、ならいこっか。綺き麗れいな景色が待ってるらしいよ？」

　二人は洞窟の中へと踏み入った。

　その先の美しい景色を目指して。







　二人は急な階段を上っていく。手すりもない荒く削られた岩の階段は、上ることも一苦労である。

　モンスターが出たとしても、サリーがいる以上この狭い階段で毒竜を放つ訳にもいかないため、メイプルの短刀は役に立たない。

　そのため、メイプルはサリーから松明を受け取ってサリーの両手をフリーにすることにした。

　そうして上ること十分。

　モンスターと出会うこともなくメイプルとサリーは階段を上り終え、頂上へとたどり着いた。空には現実では見られないような満天の星。心地よい穏やかな風が二人の髪を僅わずかになびかせる。

「結構上ってきたけど、ここどこ？」

「暗いから分かりにくいけど、周りは全部崖がけだから気をつけて」

「崖……ああ！　あそこかあ！」

　メイプルとサリーは直径十メートルほどの円柱の中を上ってきたのである。

　そして、それは昼間ならばなかなかに目立つ地形であり、メイプルも一応見たことがあった。

「誰もいない……運がいいね」

「あ、あれは？」

　メイプルが歩ける場所を確認しようと円の中心へ歩き始めたことで、照らし出されたものがあった。

　それは一つの木製のテーブルだった。細部まで加工が施されており、また表面もなめらかである。屋外には不釣り合いと言えるくらいに整ったものだった。

　向かい合うように置かれた二つの椅子、二つのワイングラスにナイフとフォーク、綺麗な白い皿が一枚ずつ、そしてテーブルの中心に火のついていない蠟ろう燭そくが残った燭しよく台だいがあった。

「サリー、座る？」

「座ろう。座ったら何か起こる……らしい」

　今回はサリーも起こることをよく知らない。

　ただこの場所と、面白いことが起こるということ、人が並んでいることもあるということなど、掲示板でチラッと見ただけのふわっとした知識しかなかったのだ。

「じゃあせーので座ろうよ」

　メイプルがサリーに提案する。

「分かった」

「「せーの！」」

　二人は椅子の背もたれに手をかけると同時に椅子を引いて同時に座った。

　直後、ボッという音がして蠟燭に火が灯りテーブルの上が明るく照らし出される。

　そして二人の目の前でふわりとワイングラスが浮かび上がった。

　二人が目を丸くしてその光景を見ていると、星空からつーっと紺色の糸のようなものが二本垂れ下がってきた。

　それらはそれぞれのワイングラスに注ぎ込まれ溜たまっていく。

　ワイングラスの半分程まで溜まったところで、ふわふわと浮かんでいたワイングラスは机の上にコトッと置かれた。

「何これ……」

「へぇ……」

　ワイングラスの中には小さな夜空があった。

　小さな星は大空と同じように煌きらめき、雲がゆっくりと流れ、雲間には三日月が浮かんでいた。

　見上げれば今もある吸い込まれそうな夜空は、逆にワイングラスに吸い込まれ、二人の目の前でゆらゆらと揺れていた。

　二人がその不思議な飲み物に見とれていると今度は皿がふわりと浮かび上がった。

　蠟燭の炎がパチッと弾けて二つの小さな炎がそれぞれの皿に飛んだ。

　それらはクルクルと回転し綺麗な球体になって皿の上で浮かんでいる。

　二人がそれを見つめていると、空から二つの雫しずくが弱い光を纏まとって落ちてきた。

　光は皿の上で雫から離れ、ほんのりと光る小さな黄色の球体となった。雫は炎同様皿の上でふわふわと揺れている。

　皿の上には赤、青、黄の三つの球体が静かに浮かんでいた。

　皿は静かに机に戻され、ちょうど二人の間、どちらからも見える場所に、今回の品の名前と一言が書かれたプレートが現れた。

「【小さな大空】……？」

「【どうぞ、お召し上がりください】」

　二人は顔を見合わせると皿の上の球体にフォークとナイフを伸ばし、口へと運んだ。

「不思議な味……」

「美味しいの……かな？　どう、メイプル？」

「う、うーん？　苺いちごと蜜み柑かんとりんごをいっぺんに食べたみたいな感じ？　分からないよ……？」

「あーいや、私は分かるよその感じ」

　困惑するメイプルにサリーがうんうんと頷うなずく。

　甘いような、酸っぱいような、熱いような、冷たいような。

　外では食べられないようなものだろうと、そうメイプルは思った。

「グラスの中は」

　サリーがグラスの中の星空を飲み込む。

　口の中でパチッと弾け、液体の感触はすっと消えていった。

「サリー!?　か、髪光ってるよ？」

　赤と青の球体を食べたところでメイプルがサリーの方を向いて言った。

「えっ？」

　メイプルの言葉の真偽を確かめるために、サリーはインベントリから手鏡を取り出して自分の髪を確認した。

　サリーの髪は星がちりばめられたようにキラキラと輝いていた。

「ん？　メイプルも目の色変だよ？」

　サリーはそう言ってメイプルに手鏡を手渡した。

　メイプルが手鏡を覗のぞき込むと左目は赤色に、右目は青色になっていた。

「うぇえ!?　も、元に戻るかな……」

「さ、さあ、どうだろう」







　夜空の下の不思議な不思議な夕食を終えた二人は、キラキラと光る髪と変わった目の色はそのままに立ち上がった。

　するとそこで、プレートの文字が書き換わっていく。

　サリーがそれを読み上げていく。

「【ご来店ありがとうございました。今回は隠し味を入れすぎ失敗作となってしまいましたが、またお越しください。こちら、お詫わびの品となります】」

　そして二つの瓶がコトリと机の上に置かれた。

　メイプルはサリーが手に取った二つの瓶を見て尋ねた。

「なにそれ？」

「【瓶詰めの星空】」

「こ、効果は？」

　サリーは咳せき払ばらいを一つすると声の調子を変えてアイテムの説明を話し始めた。

「失敗シェフの失敗作、開けるべきではない！　そもそも開けることもできない！　ただし見た目はそれなりに綺麗である……これで説明そのままだね」

「わ、わあ……」

　メイプルはサリーから一つ受け取るとそれをすっとインベントリにしまった。

　開けることは出来ないが、もしも出来たとしても、忠告通り開けることはないだろう。

「また来る？」

　メイプルがサリーに聞く。

「シェフの料理が上手くなったら来るかも」

「あはは……それはなさそうかな」

　二人は不思議で確かに少し面白い、印象に残る体験をして夜空の下の料理店を後にした。

　後日、掲示板でまれに成功するということを知り、また行くかどうか考え直す二人だった。





◆□◆□◆□◆□◆






　二人が夜空の下で不思議な食事をした日から数日。髪や瞳ひとみの色がちゃんと元の色に戻った頃。メイプルは一人ログインして町を歩いていた。

　今日はどうしても行っておかなければならない場所があったのである。




「えっと……こっちだったかな？」

　左へ右へ、メイプルの足では広過ぎるように感じられるだろう町を歩いていく。

「あ！　あれだ！」

　目的の建物を見つけたメイプルは少し早歩きでそこまで向かい、扉を開けて中へと入った。

「あら、久しぶりね」

「はい！　久しぶりです。イズさん！」

　見覚えのある店内。

　そこにあるカウンターの向こう側には戸棚に品物を並べているイズがいた。

　素材も代金も集まったメイプルは、装備の製作依頼をしようとやってきたのである。

　メイプルは代金と素材をイズに見せた。

　イズはメイプルが持ってきた素材を確認し話し始める。

「代金の方は十分ね……ただ、そうね……」

「な、何か？」

「この素材だけだと防御力と装備の耐久力がそこまで高くならないわ。前のイベントで戦っている姿を観戦したけれど……あの戦い方ならもう少し素材を追加したいわね」

　メイプルもサリーも生産には携わっていないため、素材集めの際に装備の耐久力という点には目を向けていなかった。

　どのような素材が装備の質を上げるのかなど知らなかったのである。

　結果、今のままではサブ装備とするには少し足りない部分を残してしまうこととなった。

「えっと……あとは何が必要そうですか？」

　メイプルとしてはその時出来る最高のものを作ってもらいたい。

「……少し待ってね」

　イズは追加で素材を集めるならどのような素材がいいかを一つ一つ話し始めた。




　そうして素材のことを話しきり、イズは話を一いつ旦たん終えようとした。

「ああそうだわ、もう一つ」

　イズが思い出したという風に話し始めたのは真っ白い鉱物についてだった。

「採掘のためには高レベルのスキルが必要でね、メイプルちゃんはまだ持っていないだろうから……いや、そうね。そうしようかしら」

　イズは何かを思いついたのかうんうんと頷いている。

　イズは思いついた内容を頭の中でまとめるとメイプルに話し始めた。

「その素材を手に入れるためにはモンスターの多い洞どう窟くつを奥まで進まないといけないのよ。一度に手に入る量は多いから、私は護衛の人を雇って時々行くのだけれど、今はちょうど在庫がないの。それでね」

　さて、イズの思いついたこととはメイプルへの提案である。

　内容は奥まで護衛してくれるのであれば、そこで得た鉱石の一部を譲渡するということと、装備の製作費用の割引をするということだった。

　メイプルにこれを断る理由などない。

　迷うことなくその申し出を受け入れた。

「時間があればこの後すぐでもいいわ」

「えっと、お願いします！」

「ええ、こちらこそ。よろしくね」

　こうして二人は洞窟の最奥目指して探索することとなった。




　メイプルがまず店から出て、そして少しして用意を済ませたイズが出てきた。

　イズは扉にかけられたプレートをくるっと裏返し不在が分かるようにすると、メイプルの方に向き直った。

「じゃあ行きましょうか」

「はい！」

　メイプルは歩き出したイズの隣を早歩きでついていく。

　当然イズはメイプルよりも速い。

　生産職として鍛治をするには【ＳＴＲ】が、採取系スキルのためには【ＤＥＸ】や【ＡＧⅠ】が一定値必要になってくる。

　イズは無駄のないように振り分けられたバランスのとれたステータスを持っている。

　イズはメイプルの様子に気づいて少しゆっくりめに歩き始めた。

「戦闘中とは別人……いえ、同じね」

　イズは小さく呟つぶやいた。

　動画で見たメイプルは圧倒的な力の差で他プレイヤーを倒す強者だったが、今はそうは見えない。

　そう思ったイズだったが、動画の中のメイプルの表情を思い出し考え直した。

　その時も今も変わらずやりたいことを楽しんでいるだけなのだと。

「どんな装備がいいかしら……」

　ゲームをより楽しんでもらうために与えられるものは何か、それはどんなものなのか。

　イズは考えつつ、メイプルと共に町を出ていった。




　フィールドには町とは違って積極的にメイプル達の邪魔をしてくるモンスターという存在がいる。

　進むペースはさらに遅くなるものの護衛というにはまた異質なメイプルの行動によってイズが攻撃を受けることはなかった。

　メイプルは【挑発】で攻撃を引き受けてイズを守る。そんなメイプルに背後から飛びかかった狼がメイプルの首を背中側から嚙かむ。メイプルはその重みで倒れこんだ。

「わっ!?　う、うーん！　離してよ！」

　メイプルは首をぶんぶんと振って狼を外そうとするがうまくいかない。

　最終的に嚙み付かれながらも、背中から地面に倒れることで狼を外すことに成功した。

　外れてしまえばもう狼に勝ち目などない。メイプルの大盾に飲み込まれるのに時間はかからなかった。

　対象を守りつつ自分へのダメージも管理する。

　これがイズが見てきたいつもの護衛の姿だったが、メイプルからはその後半部分が抜け落ちていたのである。

　実際に目にしてみるとより際立つメイプルの異端さをイズは感じ取っていた。イズは、なぜかかなり疲れたように感じていた。

「生き残ることができたのも納得ね……」

　イズはイベントで上位となったのは運や偶然ではないことを再確認したのだった。




　そうして、ゆっくりとした移動は続き、二人は無事に洞窟の入り口までやってきた。

　山肌にある洞窟の道はゆったりと地中へ伸びており、昼間でも真っ暗である。

　地面はわずかに湿っており、道幅はそこそこに広く、大人が四人は並んで歩くことが出来るというくらいだった。

「気をつけてね」

「はい！」

　イズがインベントリからランタンを取り出し明かりを確保する。

　周りも把握しやすくなり、足元に注意していればそうそう転ぶこともないだろう状況が出来上がった。

　二人は緩やかな下り坂を進んでいく。

　戦闘は盾と短刀を構えたメイプル、その後ろには鍛治にも使うハンマーを持ち万が一に備えるイズが続く。

「天井にも気をつけて。そろそろモンスターが出る頃よ」

「はい、天井ですね……」

　メイプルが天井を見上げたその時、メイプルの額に尖とがった何かが落ちてきて砕け散った。

　メイプルは驚き、目を閉じて盾を傘のようにしてしゃがみこんだ。

　気持ちを落ち着けて周りの地面を見ると、そこには、先端に尖った岩を纏まとった尻尾しつぽを持っていただろう三十センチほどのトカゲがいた。

　ただ、尻尾の岩はほとんど砕けておりその残ざん骸がいも転がっている。

　天井に張り付いていたトカゲ型モンスターは、ちょうどメイプルに反応して落ちてきたのだった。

　しかしメイプルとぶつかり合った際、脆もろかったトカゲ側は悲しくも自滅という道を辿たどってしまったのである。

「ええいっ！」

　ベチンと地面を盾で叩たたいたメイプルによってトカゲはＨＰを完全に失った。

「びっくりした……」

「……それで済むのね」

　クリーンヒットした上で無意味では、奇襲に特化したトカゲに有効打はない。

　メイプルは頭上を警戒する必要もないということになる。

「ここにメイプルちゃんを倒せそうな強いモンスターは……いないわね」

　イズは以前この洞窟に来た時のことを思い返したが、メイプルの守りを貫くことが出来そうなモンスターはいなかった。

　そもそもそんなモンスターがいたならば、今までの護衛のプレイヤーが生き残ることなど出来なかっただろう。

「これはもう少し減らしても良さそうね」

　イズは腰につけたポーチからＨＰ回復ポーションをいくつか取り出すとそれらをインベントリにしまい、代わりに能力を一時的に少し強化することが出来る丸薬を取り出した。

　回復する対象がいないのだからポーションを詰め込んでいても意味はない。

「ここからモンスターも増えてくるわ。頑張って」

「はい、大丈夫です」

　メイプルは盾を構え直すと天井や足元、壁にも注意を払いつつ歩き始めた。




　そうして奥へと向かっていくと多様なモンスターが現れる。

　中にはメイプルに向かって飛びかかるようなモンスターも多い。

　それは例えばゴブリンであり、泥で出来た人形、すなわちゴーレムだったりした。

　それらはメイプルの方に走ってくると、近接攻撃を仕掛けようと腕や武器を突き出してくる。

　そして先端から順にメイプルの大盾に飲まれて、まるで底なし沼に落ちるようにずぶりと沈んで消えていった。

「ふぅ……」

「ありがとう。そうね、そろそろ……」

　イズは以前来た時にも使ったこの洞窟のマップを見て、目的地と現在地を確認する。

　一度探索してあること、メイプルが圧倒的防御力を持っていること、この二つのおかげで探索は順調に進んでいた。

　また、洞窟の性質上前方からモンスターが来ることが多くなり、モンスターに囲まれやすかったフィールドよりもスムーズに進むことが出来ていたというのもあった。

　そのため、メイプルとイズはダメージを受けることもなく最奥へと辿り着ついた。

「見えてきたわね」

「これですか？」

　メイプルがイズのランタンに照らされた壁に触れる。

　メイプルが触った壁はごつごつとした白い鉱石に覆われており、道中では見なかったものだ。

「ええ、これよ。ちょっと待っててね」

　イズはインベントリから大きなピッケルを取り出して採掘を始めた。

　白い鉱石はピッケルをぶつける度にアイテムとしてイズの足元にこぼれ落ちていく。五回ほど採掘を行ったところでイズはアイテムを回収して次のポイントへと向かっていく。

　最奥付近には白い鉱石があちこちにあり、そのポイント全てから鉱石を回収することが今回の目的である。

　最奥にはモンスターは出ないため、アイテム回収に集中することが出来る。

　メイプルはひとまず護衛としての役割を果たすことが出来てほっと一息ついた。

「そうだ。もしモンスターが来ちゃったら困るし。イズさんイズさん？」

　メイプルはイズからランタンを一つ借りると、念のためにとモンスターが出るエリアと採掘エリアの境に立つことにした。

　初めての護衛である。心配し過ぎて悪いということはない。

　そうしているうちにイズは問題なく採掘を終えてメイプルの元へと戻ってきた。

「終わったわ。帰りましょう？　装備のデザインも決めないといけないわ」

「はい、帰りも頑張ります！」

　行きと同じようにして盾を突き出して歩くメイプルを止められるモンスターなどこの洞窟にはいない。

　同じようにモンスターを無力化し、同じようにゆっくりと町へと帰った。







　イズの店まで戻ってきた二人は店内に入り、設置されているテーブルに向かい合って座った。

　ここからはどのような見た目の装備を作るのかを決める段階である。

　見た目で性能は変わらない。

　だからといってこだわらないということはない。性能よりも大切なものは確かに存在するのである。メイプルもそれは大事にしたかった。

「さて、どういう見た目がいいかしら？」

「どういう……どういう？　んー」

　メイプルは明確にこれというイメージが出来ているわけではなかった。

　漠然と白い装備がいいという考えはあったものの、それはあくまで漠然とした考えである。

　今すぐに答えられるような詳しい説明は思い浮かばなかった。

　ただ、メイプルは今回の探索で思ったことがあったため、イズにそのことについて話し始めた。

「今日改めて思ったんですけど……私の盾、なんでも壊しちゃうから、普通の盾があった方がいいかなあって……」

　イズがメイプルの考えを聞いてなるほどと頷うなずく。

　メイプルの言うように使い分けたいような場面が出てくることは当然だった。

　そういう問題を解決するためのサブ装備なのだ。

「なるほどね……ならまず盾を作りましょう。ああ、あと素材を多く使ってより強力にすることも出来るわ。ただし、その場合は他の装備はまた今度ね」

　メイプルは素材を多く使いより良いものを作ることに決めた。

　鎧よろいや短刀も欲しかったものの、中途半端なものを揃えるよりはきっちりとしたものを一つ手に入れたいと考えたのだ。

　素材の場所は把握しているため必要に応じて、もう一度探索することも出来る。

　盾のみと決定すると、まだメイプルが思いついていない盾のデザインの話に戻ってくる。

「どうしよう……」

　うーんうーんと悩むメイプルを見てイズが一つ提案する。

「そうね……何もないならいくつか参考になりそうな盾を持ってこようかしら。ちょっと待っててね」

　イズは椅子から立ち上がると店の奥へと向かい、いくつかの盾をインベントリに入れて持ってきた。

「一つ一つ見ていきましょう」

「はい！」

　イズはメイプルに盾を見せていく。

　装飾が多いもの、シンプルなもの、丸い盾や四角い盾。

　メイプルは選択肢が多くなればなるほど余計に迷い始めた。

　イズが持ってきた盾はもちろんイズ本人が作ったものである。

　その盾の出来がどれもいいために、どの盾もいいと思えて一つに決まらない。

　どうしようかと思っていたメイプルはあることに気づいた。

　これだけ盾を見たうえでなお一番いいと思える盾があったということである。

「イズさん、こんな盾がいいです！」

　メイプルがイズに見せたのはメイプル愛用の黒い盾である。

「なるほど……分かったわ。この盾を参考にして、形もある程度近づけるわね。その方が使い勝手も変わらなくていいと思うわ」

「それでお願いします！」

　デザインの方向性が決まったことで、イズは本格的に設計に移ることとなった。

　イズは契約書のようなアイテムをインベントリから取り出すと、メイプルから素材と代金をイズから盾を交換することを約束した。

「出来上がったら連絡するわ、数日後になるかしらね」

「分かりました。よろしくお願いします！」

　メイプルはペコッと頭を下げるとイズの店から出ていった。




「ふぅ、上手くできてよかったあ……」

　護衛も上手くいき、盾の製作も頼むことが出来た。

　とりあえず今日の目標を達成したメイプルは盾が出来上がるのを楽しみに待つこととした。





◆□◆□◆□◆□◆






　メイプルがイズに盾の製作を依頼してからおそよそ三十分後、クロムがイズの店へとやって来た。

「あら、クロム。今日こそ装備のメンテナンスかしら？」

「ああ、頼む」

　クロムはインベントリから装備を一式取り出すとイズに渡した。

　イズはそれを受け取ると店の奥へと向かい、しばらくして、耐久値の回復したクロムの装備を持って戻ってきた。

「はい。今回は結構ダメージを受けていたわ。壊さないでよ？」

　イズは念押ししてクロムに装備を渡した。

　クロムの装備はイズの自信作の装備の一つである。

　できる限り壊れないようにしてもらいたいのである。

「悪い、最近だけでもかなり戦闘してな……二回目のイベントでも結果を残したいからな」

「成果はあったかしら？」

「まあまあだな。じゃあ、俺は今日はまた狩り行くわ。ありがとな」

「そう……ああ、そういえばクロム。ちょっと前にメイプルちゃんがきてたわよ」

　イズの言葉にクロムが店から出ようとしていた足を止める。

「お？　もう少し早く来ればよかったな。ん……もうオリジナルの装備を作れるようになったのか？」

　クロムが少し驚いたように言う。

　イズはメイプルとの探索、さらにそれを終えてからの盾作りについてクロムに軽く話した。

「もう一つの盾、なるほど。まああの黒盾だけだとピーキー過ぎて不便か」

　クロムは納得したように頷く。

　同じ大盾を使うものとして普通の盾の方がいいと感じるような場面は思いついていた。

「そうね。まあ、またどこかで会えるんじゃないかしら？　町を歩いているところも結構見たことあるから」

　メイプルは装備が目立つため町中を歩いていればとても分かりやすい。

　それでもクロムが最近メイプルと会えていなかったのは、ひたすらモンスターを狩っていたからで、町の観光に多くの時間を費やしていたメイプルと嚙かみ合わなかったためだった。

「またそのうち会ってみるか。まあもう少し強くならないといけないけどな」

「応援しておくわ」

　それだけ会話するとクロムは店から出ていった。

　メイプルにあっさりと追い抜かれてしまったとはいえ、そのままでいようとは思わなかったのである。

　何度も繰り返した戦闘で確かな手応えを感じていたクロムは、それをより強固なものにしようとフィールドへ戻っていった。











あとがき









　この本を手に取ってくださった皆様、ありがとうございます。

　多くの人の支えと驚くような偶然でここまでやってくることができました。

　出版する機会を与えてくださった担当さんや、イラストを担当してくださった狐こ印いん様。

　感謝してもしきれないくらいです。




　この本を手に取ってくださった方の中には、小説家になろうで応援してくださっている読者様、新たに読んでみようと思ってくださった方もいらっしゃるのでしょうか。本当にありがたい限りです。




　小説を書き始めた頃は文章も拙く、読みづらいものだったことを覚えています。もっとも、今も改善点はいくらでもありますし、ようやく一歩前進したくらいなのでしょう。




「痛いのは嫌なので防御力に極振りしたいと思います。」略して「防振り」を書き始めたのはちょっとした気分転換でした。それが偶然にも注目を集めて、そして急にパッと光が当たったようなあの感覚は今でもはっきりと覚えています。

　一夜で急速に変わっていく。そんなことが本当にあるのですから思い立ったが吉日というのはその通りなのかもしれませんね。あの日貰もらった偶然は今もしっかりと摑つかんだまま離さずにいます。




　そして、私がこうして物語を書き続けられているのは間違いなく読者の皆様のお陰です。

　応援、指摘。読んでくださったということ。それら全てが続きを書くための燃料になっていたのですから。

　そうして気づけばこの作品を書き続けて一年とすこし。確かに長く、しかしそれでいて短いような不思議な時間でした。




　感謝してもしきれないと言った通り。

　尽きない感謝を述べ続けては、感謝し続けたまま終わってしまいますので、少しだけ本作「防振り」についても触れておきます。




　まずは略称を決める必要があったため、「防振り」としたこと。長文タイトルなため、短く分かりやすいものがあったほうがいいとのことでした。

　略称を決めるというようなことを、そうそう自分でしたことのない私の選択ですので……呼びやすいといいですけれども。

　また、書籍化にあたって書き下ろしというものを初めて行いました。元のストーリーを壊さないように後から物語を膨らませる。これはなかなかに大変なことでした。しかし苦労のかいあって、書き下ろし部分では、ゲームを楽しんでいる様子がより伝わるかなと思います。

　もう一つ個人的に。本という形になるまで長くかかったこの作品を、初期から応援し続けてくださった方にはより一層深い感謝の気持ちを。




　と、結局感謝に戻ってきてしまいますので、この辺りであとがき、また「痛いのは嫌なので防御力に極振りしたいと思います。」の一巻を締めくくらせていただきます。




　多くの人が私に与えてくださったあの日の一つの偶然を大事にして。

　そして、もう一度そんな偶然があったなら。

　またどこかでお会いできるかもしれません！

　いつかのその日を楽しみにしています！





夕ゆう蜜み柑かん
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京都府在住。小説、漫画はジャンルを問わずに手を出していくタイプです。

雰囲気が明るい作品もいいですけど、暗い作品もいいですよね。

苦手分野は恋愛描写。難しい。

体のサイズの数倍の武器や兵器を使うキャラクターはロマンがあって好きです。

それを一つでも多く実現させるために日々構想を続けていたり。
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痛いたいのは嫌いやなので防ぼう御ぎよ力りよくに極きよく振ふりしたいと思おもいます。
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